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図７１ＳＤ－１出土遺物実測図(4)（縮尺１／４，１／２）
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見える。４８～54は小皿｡４８～50は回転糸切り痕が残る。

55～58は椀の底部。５５は低平な断面方形の貼付高台、

他は角の丸い断面三角形状の高台である。

５９～70は瓦器。５９～64は椀口縁部。６５～68は椀底部

である。６５．６６は比較的高い断面三角形高台を貼り付

け、６５は内面に斜･格子状の暗文風ミガキを施す。６７の

高台は非常に扇平で径も小さい。６８も径の小さく低い

断面三角形状の高台である。なお、炭素の吸着がほと

んど認められない。６９．７０は小皿。６９の内面には暗文

風ミガキが見られる。

７１～89は土師質土器。７１～73は鍋の口縁部。７３は器

壁が薄く、粗い砂粒をほとんど含まない胎土。７４は羽

釜の口縁部で、胴部が緩やかに内湾し、口縁から下が

った位置に鍔状の高い突帯を貼り付ける。７５～88は三

足付の羽釜。７５～79は口縁部で、いずれも端部に接し

て突帯を貼り付ける。８０は口縁部から体部の全形が窺

え、胴部外面は煤の付着が顕著。口縁端部は内側にも

やや突出する。８１～84は下胴部と脚部の接合部、８５～

旅￥
Ｉ，、、､ＴＯ
１、、､

から後葉。１６は杯身。立ち上がりは比較的高いが、口

縁端部は丸く収まると見られ、６世紀中葉。１７．１８

は横瓶頚部。１７は体部外面にハケ目が見られ、内面は

丁寧なナデ。１８は内面に青海波文が残る。１９は短頚壷

の肩部か。２０は妻の口縁部。口縁端部は丸く収め、若

干下がった位置に、上下を凹線風に画することによっ

て、低平な方形突帯状としている。２１は古代の坪底部

で、比較的厚みがある。２２は高坪形器台の脚部で、カ

キメ後クシ描波状文を施す。坪部と脚部の接合面には

一部溝状の刻みが見られる。５世紀代。２３は脚部。裾

近くに２条の細い突帯を有し、その上方にクシ描波状

文を施す。２４は鉄鉢形の鉢である。口縁部は内湾し、

端部は内側に面をもつ。

２５～58は土師器供膳具。２５～35は坪口縁部。２５～３１

は体部が内湾し端部を丸く収め、３２～35は直線的な休

部で、端部が尖り気味である。３５の口縁は片口状もし

くは輪花状を呈する。３６～47は坪底部。３６～４１．４７に

は回転糸切り痕が残り、３６．３７．４０には板目状圧痕も

、
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焼。１００～１０２は播鉢口縁部で、いずれも端部を上下に

拡張する。１００．１０１は14世紀中頃～16世紀中頃。１０２

は拡張した端部に凹線をもち､16世紀末～17世紀初頭。

103.104は摺鉢底部。ともによく使い込まれ、播目も

浅くなり、一部では消えかかっている。１０５は備前焼

の斐口縁部。口縁部は直立し、端部は玉縁状を呈する。

１４世紀中頃～１６世紀中頃。106～108は播目がなく、莞

底部とした。109は椀底部で、高台は３方向に三角形

状の割り込みを有する。焼きは備前焼に近い。１１０は

莞の口縁部と考えられ、水平方向に屈曲したのち端部

を上下に肥厚させる。焼きは備前焼に近似する。１１１
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88は脚部である。８９は器種不明の把手。焼成堅綴で、

陶器に近い。

９０～96は瓦質土器。９０．９１は鍋口縁部である。９０は

内面に２孔１対の吊孔部を貼り付けている。９２．９３は

羽釜口縁部である。ともに口縁端部よりやや下方に突

帯を貼り付ける。９２は断面方形状の突帯、９３は突出が

高く鍔状。９４は坪底部。９５は片口鉢口縁部で、９６はそ

の底部の可能性がある。

９７～ll6須恵質陶器。９７～99は東播系須恵器のこれ

鉢口縁部。９８は片口部を残す。いずれも端部を若干上

下に拡張し、１２世紀末～１３世紀初頭。100～１０８は備前
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Ⅱ文京遺跡20次調査

篭簿塁‘蝿
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冠垂

～１１３は壷の底部か、いずれも焼きは須恵器に近い。

１１１．１１２は低平な三角形高台を貼り付け、１１１は底部

内面が平滑で、これ鉢の可能性もある。114は格子目

タタキの斐胴部。焼成はやや軟質。115は格子目タタ

キの蕊底部。焼成は須恵器に近い。116は亀山焼の喪

底部。体部外面に格子目タタキ。117は鉄紬を施す揺

鉢◎口縁端部は玉縁状を呈する。近世段階。

１１８～138は磁器。118～129は青磁碗で、118～122が

口縁部。１１８．１１９は端部を丸く収め、120～122は緩や

かに外反する。119には蓮弁文が見られる。１２３．１２４

は体部で、123の内面に草花文、124は外面に文様が見

られる。125～129は底部で、いずれも削り出しの高台

を有する。ただし、125は凸状に貼り付会けた底部を改

めて削り出している。１３０．１３１は青磁小皿。130は内

面見込みに文様を施す。132～138は白磁。１３２．１３３は

玉縁状の口縁部、134は口縁端部に面をもち、わずか

に外側に突出する。135～138は底部で、いずれも削り

出し高台。

139は丸瓦、角部が残る。須恵質で、凸面は丁寧な

ミガキ仕上げがなされ､凹面は粘土板糸切り痕が残り、

端面近くはケズリ状にナデ調整する。

140～151は石器。140～142は同じ安山岩質の台石。

1４８

宿
ロ

図７８ＳＤ－２出土遺物実測図(7)（縮尺１／２）
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敵打成形により面を作り、一部研磨が及ぶ。143は方

柱状の砥石で、各面をかなり使い込んでいる。１面は

被熱黒変。144は敵石。端部無整形だが、他は断面方

形とし、蔽打痕が顕著に残り、一部磨面としても用い

られている。145は磨石。断面肩円形で全面平滑に仕

上げられ、端部に敵打痕がある。146～151は石器素材

とみられ、146～149が結晶片岩、１５０．１５１はサヌカイ

トである。146は大型の素材。147は一端に扶りが認め

られ、石庖丁未製品とみられる。148は厚みがあり、

扇平片刃石斧の素材である可能性がある。150は片面

に大きく剥離面を残し、もう１面も両側から大きく剥

離したのみ。打製石錐未成品と考えられる。

152は鉄雛か。断面方形の茎部が認められるが、刃

部は詳細不明。153～160は鉄津。153は、片面に平滑

な曲面を有し、156は砂粒が津状に熔融付着している。

161～164は青銅製品。161は、ＣＶ１１区南壁沿いの下

層の灰白色砂牒から出土した青銅鏡。面径１０．６cmで、

雲文が見られる。文様端部の鋳上がりは良くなく、か

なりの踏み返しを重ねたものと推定される。近世の小

型柄鏡と見られる。１６２．１６３は銭貨。162は「開元通

宝」と読みとれる。164は銅津。現重量4.99で、表面

の凹凸が鉄津同様顕著である。［吉田・漬田］

伽
！
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図７９ＳＤ－２出土遺物実測図(8)（縮尺１／２）

③ＳＤ－３（図66.67.80～84、図版27-1～28-2）

ＳＤ－３は、先記したＳＤ－ｌとＳＤ－２に切られ、その

間で確認した。東はやはり調査区端から、西は撹乱で

不明となる、およそＹ＝-67174辺りまでの長さ約26ｍ

を確認できる。上部を建物基礎による撹乱、そして

ＳＤ－Ｌ２に切られているため、遣存状況は決してよ

くないが、底幅１ｍ弱で、深さ20cm前後を残す逆台形

の溝として確認できる。底には水流に伴うと凹凸が多

く、底のレベルは、東端で約28.25ｍ、西端で27.75ｍ

と、ＳＤ－１．２より傾斜･がかなりきつい。１３次調査

ＳＤ－３の⑫～⑭層が、２０次調査ＳＤ－３に相当するとみ

られる。

ＳＤ－３埋土は、上下に２分でき、遺物の取り上げも

これに拠った。ただし、各層間の接合関係がかなりあ

る。上層は、褐灰色から暗灰黄色の砂質土。細かく均

質な砂粒からなり、わずかに粘性がある。下層は、３

mm未満の砂喋層をベースにした砂喋層。しまりは弱

い。

ＳＤ－３からは、コンテナ約３箱分の遺物が出土し、

その中から74点を図化した。

ｌは弥生土器の壷底部。２は土師器壷の口頚部。口

縁は短く外反し、体部内面は指頭圧痕。３～８は須恵

器。３は坪身。立ち上がり部はやや高いが、口縁端部

は丸く収め、残存範囲で回転へラケズリは認められな

い。６世紀中頃。４は高坪脚部と坪部との接合部。脚

径は細く、長脚２段高坪と推定される。５は高坪脚端

部か。内端部がやや突出する。６は鉢の口縁部か。口

縁は直口で丸く収め、内面に凹線を巡らせる。７は妻

頚部。外面上方にクシ描波状文、下方に２条の凹線文

を施す。８は謹胴部片。外面格子目タタキ、内面ナデ。

９は須恵質陶器莞の胴部片。外面格子目タタキ、内面

ナデである。

１０～42は土師器供膳具。１０～24は坪口縁部である。

おおむね内外面とも横ナデ調整で、口縁端部を丸く収

めるもの（１０～１７）と、強い横ナデにより口縁端部外

面に窪みを有するもの（18～24）がある。１０．１１は底

部まで残る。１７は若干硬質。２５～34は杯底部で、磨滅

で確認できないものもあるが、基本的に底部は回転糸

切り痕を残す。２５は外面に炭素を吸着させる。３４はや

や円盤状高台気味。３５～37は椀底部。３５はやや高めの

－７６－
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図８１ＳＤ－３出土遺物実測図(2)（縮尺１／４）

三角形状の貼付高台。３６は逆台形状の貼付高台で、内

面にミガキを施す。３７は外に踏ん張った三角形状の貼

付高台である。３８は皿で、３９～42は小皿。いずれも底

部に回転糸切り痕を残す。３９．４２の口縁端部には煤が

付着し、灯明皿として使用されたことが窺える。

４３～52は瓦器。４３～45は椀口縁部。いずれも口縁端

部を丸く収め、口縁部外面を横ナデ、内面にミガキを

施す。４３はやや小型。４６～48は椀底部。４６．４７は断面

逆台形状、４８は三角形状の貼付高台。４７の内面には散

発的なミガキが認められる。４９～52は小皿で、口縁部

外面横ナデ、体部外面指頭圧痕。４９は焼成堅綴で、内

面に丁寧なミガキを施し、光沢がある。

５３～58は土師質土器鍋の口縁部から体部上半。基本

的に、口縁部内外面横ナデ、体部外面縦ハケ目・指頭

圧痕、内面横ハケ目・ナデである。また、外面には口

縁部を中心に煤が付着する。

５９～61は須恵質陶器である。５９は東播系須恵器のこ

れ鉢口縁部｡口縁端部は横ナデにより窪んだ面をもつ。

６０．６１は底部。６０は回転糸切り痕を残す。６１はやや軟

質で、砂粒を多く含む。

６２は灰紬陶器碗の口縁部。口縁部外面は強い回転ナ

デのため若干窪み、紬は内面に点々と残る。

－７８－
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フ

を磨面として使用している｡６７．６８はいずれも砂岩製。

67は表裏に平滑な面をもち、凹面をなす上面には敵打

による窪みがさらに２箇所形成されている。６８は、平

らな１面に比較的多くの敵打痕が見られる。６９は花尚

岩製。平らな１面に、蔽打の集中が４箇所の窪みとし

て認められる。また、端面が平滑で、磨面としても使

用されている。７０は結晶片岩製の石庖丁。半身を欠損

するが、やや横長の杏仁形に復元できる。残存部最大

幅は4.0cm・全体的に丁寧な研磨を施し、刃部は偏両

刃。孔は両面穿孔で、片面には穿孔を中止した痕跡が

残る。７１は結晶片岩の剥片。自然面を広く残すが、長

辺の一方向に連続した剥離を施し、石庖丁の荒割段階

の未製品と見なせる。７２．７３は結晶片岩の剥片。

７４は鉄錐茎部分。断面は下方で正方形に近いが、上

方では肩平な長方形となる。

なお､ＳＤ－３からも獣歯の小片若干が出土しており、

一部は同定分析を依頼し、ウマ臼歯との結果を得てい

る（詳細はⅡ－５－Ｄ参照)。［吉田．演田］

０５ｃｍ
Ｉﾛ.。ー一

回７４’‘’，’‘

図８４ＳＤ－３出土遺物実測図(5)（縮尺１／２）
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図８５ＳＤ－１～３断割出土遺物実測図（縮尺１／４）
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<外反する。外面下端のごく一部に露胎部分が残る。

(Rl8）はCWll区の下層から、底に貼り付くような

卿己
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図８６SD-64出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）

④ＳＤ－１～３断割出土遺物（図85）

最初幅広の流路帯として検出された堆積を、遺構単

位に確定するために行った断割で出土した遺物であ

る。本来、先記したＳＤ－ｌ～３のいずれかに帰属する。

ｌは縄文土器深鉢の胴部片。外面にわずかに条痕が

残る。２～４は須恵器である。２は小型で、短頚壷の

蓋と考えられる。口縁端部内面は段をもたず、丸く収

める。３は婆の口縁部。４は喪の頚部で、肩部にカキ

メを施す。５．６は土師器。５は莞または甑の把手。

６は坪の底部。底面に糸切りと思われる痕跡がわずか

に残る。７は瓦器椀口縁部。口縁部内外面回転ナデで、

外面体部は指頭圧痕が残る。炭素の吸着は口縁端部の

わずかのみ。８．９は土師質土器羽釜の口縁部。８は

端部に接して、９は端部より若干下がった位置に断面

三角形の突帯を貼り付ける。１０は瓦質土器の羽釜。口

縁端部より若干下がった位置に、断面方形の高い突帯

を巡らす。１１．１２は東播系須恵器こね鉢の口縁部。い

ずれも内外面回転ナデ。１３は青磁碗底部。削り出し高

台の内面を除く全面に薄く施紬。素地は灰白色でやや

粗い。１４は天目碗か。内面のみ褐灰色の薄い施粕で、

重ね焼きの痕跡が見られる。底部は回転糸切り痕が残

る。１５は砥石。砥面が辛うじて残る。砂岩製。

［吉田・演田］

⑤SD-71（図107）

当初ＳＤ－ｌに一括していたが､ＣＶｌ２区の土層断面図

において抽出した。ＳＤ－１の下に位置し、また下には

SX-26がある。南端はＳＤ－ｌによって大きく切り込ま

れており、残存幅は約1.3ｍ･埋土には、ラミナ状堆

積や砂篠・砂質土が見られることから、流水を伴った

溝である。平面プランは確認できていないが、ＳＤ－，

西部では北側岸へ薄い堆積が広がっており、これに対

－８１

応する可能性が高い。出土遺物はない。ＳＤ－ｌに先行

することから、１４世紀以前の溝と位置づけられる。な

お、SD-71想定部の北への広がりは、西側13次調査

SD-3の北岸と一致し､13次調査ＳＤ－３の⑦．③層が、

20次調査SD-71に相当するとみられる。［三吉］

⑥SD-64（図１２．８６、図版１１－１．２８－３．４）

SD-64は、南区で検出したSC-65埋土上部を完全に

覆う灰白色砂喋層。検出範囲の南北を撹乱により切ら

れ、遺構本体の形状は不明である。北側に展開する

ＳＤ－２と同様の性格をもつ溝の可能性が高い。

溝の埋土中から約150点の陶磁器や瓦などが出土し

ている。図化したのは以下の６点。ｌは須恵器坪蓋の

体部片。稜が残っており、６世紀前葉から中葉。２は

青花碗の口縁部片。内外面に薄い施粘。３～５は備前

焼播鉢。３．５の播目は９条１単位、４は８条ｌ単位

である。６は石器の未製品。研磨痕や刃部の形成など、

加工した痕跡が認められる。結晶片岩製。出土遺物は、

１８～19世紀前後に位置づけられる陶磁器や瓦が主体で

あり、溝もこの時期に埋没したと考えられる。なお、

ほぼ同時期の遺物を含む東西方向の溝が、東側の文京

遺跡27次調査でも、ＳＤ－１として確認されている。

［三吉・山田］

⑦ＳＤ－４（図８７．８８、図版２８－５）

ＳＤ－４は、ＳＤ－ｌ東部の北側、CSl2～ＣＵｌ２区に及

ぶ東西方向の、深さ１０cm前後の浅い溝。埋土は、５ｍｍ

大までの褐灰色砂喋が主体をなす。当初、北側の長さ

約６ｍ、幅40cm前後の範囲のみを想定していたが、一

連の埋土が南側に接して、幅30cm前後・長さ3.5ｍ前

後に及んでおり、これも含めてＳＤ－４とした。東端は、

次第に深さを減じて消滅するが、ＳＤ－６との合流部と



②アブ亨きき②

Ａ－Ａｊ

ＳＤ－６

①：にぶい黄燈（lOYR6/4）砂喋層。
２～５mm大の砂喋を含む。粘性はほ

とんどない。②層より少ないが、砂

牒を多く含む。
②：にぶい黄褐（lOYR3/3）砂喋層。

流路底と思われ、２～20mm大の砂礁

を多く含む。
③：暗褐（lOYR3/4）砂篠層。①層と

同様に砂喋を多く含み、１cm大のも

のが多い。粘性なし。

④：暗褐（lOYR3/4）砂質シルト。２
～３mm大の砂喋を含むが、①．③層
より砂牒の割合は少ない。上層部分

に４mm大の炭化物が含まれる。わず
かに粘性あり。

Ｂ－ＢＩ

ＳＤ－４

①：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。Ｉ
<含む。Ⅲ屑をラミナ状に朕入。しま

図８７ＳＤ－４～６．ＳＫ－７遺構実測図（縮尺１/50）
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<含む。Ⅲ層をラミナ状に恢入。しまりあり。

②：褐灰（lOYR6/1）砂牒層。３mm大までの砂喋からなる。
しまりあり。遺物含む。

③：にぶい黄褐（lOYR5/3）砂質土。５mm大までの砂喋を多

く含む。SD-l上層がブロック状ではなく均質に混在。しま
りあり。

ＳＤ－５

褐灰（lOYR5/l）砂喋層。２mm未満の砂粒を含む。砂質は
やや少なく、しまりやや弱い。

Ｃ－ＣＩ

①：褐灰（lOYR4/2）砂質土。SD-l上層に近いが、３，m,前後
の砂牒を多く含む。
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⑨ＳＤ－６（図８７．８８、図版２８－７）

ＳＤ－６も、ＳＤ－４の北側に存在する南北方向の溝。

ＳＤ－４との交差部付近では、軸を北で東に約６度振る

が、北端部では軸を北で東に約１５度振り、途中で<の

字状に屈曲している｡断続的にしか残存していないが、

ＳＤ－４との合流部から北に約９ｍを辿ることができ

る。南側は、一部ＳＤ－４の南にも、これに伴うとみら

れる落ち込みがあるが、ＳＤ－１．４との具体的切り合

い関係は不明。ＳＤ－５同様、ＳＤ－１に切られると推定

される。埋土もＳＤ－４同様、５ｍ大までの砂喋層が上

部にあり、下層には炭化物をまばらに含む砂質シルト

層が堆積する。

１３～17の５点を図化した｡13～16は弥生土器である。

１３は壷の胴部片で、肩部に｢ノ｣字状押圧文を施す。中

期後葉。１４は壷の底部付近の体部片。内面に若干の指

頭圧痕が残る。１５は壷底部片。１６は高坪の脚部片。外

面は脚柱部に縦方向のミガキが見られる。残存範囲に

透かしは確認できない。後期。１７は瓦器小皿口縁部片。
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唾
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③ＳＤ－５（図８７．８８）

ＳＤ－５は、ＳＤ－４の北東側に位置する溝で、ＳＤ－４

とは約60度の角度で交差している。建物基礎による東

西方向の撹乱により、断続的にしか残存していないが、

ＳＤ－４との合流部から、北に９ｍ弱を辿ることができ

る。南側は、ＳＤ－４の南にも一部落ち込みが続くが、

ＳＤ－ｌとの切り合い関係は確定できていない。状況か

らして、ＳＤ－１が切ると推定される。底のレベルと旧

地形から、北から南へと南流していた溝で、北端は削

平により途切れている。埋土はＳＤ－４同様、５ｍ大ま

での砂喋層が上部にあり、下層には炭化物をまばらに

含む砂質シルト層が堆積する。

ＳＤ－５も埋土に砂粒を多く含み、出土遺物は細片で

強固に砂粒の付着したものが多い。図化できた遺物は

８～11の４点である。８は弥生土器器台の脚部片と思

われる。外面は縦方向のミガキ、内面はナデ・指頭圧

痕を確認できる。後期。９．１０は須恵器、９は杯蓋の

稜部。６世紀前葉。１０は坪蓋の口縁部片、内面端部に

面をもつ。１１は結晶片岩の剥片。図化できた遺物はい

ずれも古墳時代以前のものに限られるが、中世に降る

土師器細片も含む。また、ＳＤ－４との切り合い関係や

埋土の類似から、ＳＤ－５の埋没も、ＳＤ－４とほぼ時を

同じくしていたと考える。［吉田・山田］

図８８ＳＤ－４～６．ＳＫ－７出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）

もなっている西端部は、さらに西側を撹乱で切られ、

ＳＤ－６との切り合い関係も含めて不明。ＳＤ－４は、

ＳＫ－７に切られ、ＳＤ－５を切る。

ＳＤ－４は、埋土に砂粒を多く含み、出土遺物は細片

が多く、しかも強固に砂粒の付着したものが多い。し

たがって図化できた遺物自体少ない。ｌは弥生土器の

莞口頚部片。頚部に突帯を貼り付け、押圧を施す。中

期後葉。２～６は須恵器。２は器種不明、脚裾部付近

か。３は坪蓋口縁部。８世紀代。４は高坪の口縁部片。

５は高坪脚部片。６は壷の頚部片。外面にカキメを施

す。７は土師器椀の底部片で高台を貼り付ける。１０世

紀前後。図化できなかった遺物に、底部回転糸切りの

土師器等があり、１２世紀代まで溝の埋没は下がること

になる。なお、ＳＤ－４．５合流部の断割で出土した遺

物に、１２の弥生土器壷の底部がある。ＳＤ－４がＳＤ－５

を切ることから、１２は本来ＳＤ－４に伴った可能性が高

い。 ［吉田・山田］

ﾛ
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焼成は良くなく、むしろ土師質に近い。図化できなか

った遺物には、須恵器や中世土師器の細片を含み、砂

粒の付着で断定し得ないが、縄文土器や弥生後期の複

合口縁壷の可能性の高い細片もある。ただし、１７の瓦

器から、溝の埋没は12世紀以降に降ることになり、

SD－４．５とも対応する。［吉田・山田］
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①：灰黄禍（lOYR4/2）砂

質土。５mm大までの砂喋
をやや含み、しまりあり。

シルト質を少し含む。鉄．

マンガン分の沈着あり｡

②：灰黄褐（lOYR4/2）砂
質土。５mm未満の砂喋を
やや含む。シルト質部分は、

①層に比べて少ない。鉄．
マンガン分の沈着あり。

③：灰黄褐（lOYR4/2）砂

質土。①．②層に比べて
砂牒をほとんど含まない。

砂層・シルト層．にぶい

黄色土を下部にラミナ状

に朕入。

④：灰黄褐（lOYR4/2）砂
質土。１ｍｍ前後の砂粒で、

１０～20cmの礁石を含む。
しまりあり。

７

（３）土壌

①ＳＫ－７（図８７．８８）

ＳＫ－７は、ＳＤ－４とＳＤ－５の合流部の東側、CTl2-

l3区に位置し、ＳＤ－４の北岸を切る土壌。東西長約７０

ｃｍ・南北長約50cmの不整形。深さも５cm程度と浅い。

埋土は、ＳＤ－ｌ上層に等しく、黄褐色砂質土。しまり

がある。出土遺物で図化できたのは18のみ。須恵器坪

蓋の口縁部片である。端部内面に段を有し、６世紀前

葉。しかし、遺構自体の時期としては、ＳＤ－４を切り、

埋土の特徴をＳＤ－ｌ上層と同じくすることから、ＳＤ－

ｌと同じく、１４世紀にまで降ると考えられる。

［吉田・山田］

Ｌ

ＪＹ=-67165

２８．３０ｍ

Ｉ

、④
ﾛ １ｍ

図８９ＳＫ－９遺構実測図（縮尺１/50）
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図９０ＳＫ－９出土遣物実測図（縮尺１／４，１／２）
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図９１ＳK－１１．１７遺構実測図（縮尺１/50）
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Ｌｕ００．８Ｚ

とも紫がかった灰褐色の紬が薄くかかる。４（Ｒ２）は

鉢状の器の下半部か。内面に粘土帯接合痕と指頭圧痕

を顕著に残す。５（Ｒｌ）はやや軟質の揺鉢底部。よく

使用され、内面の播目はかなり浅く断続的となってい

る。外底面には回転糸切り痕が残る。６は須恵質に近

い壷底部。底面は不定方向のケズリ風のナデで、外面

は横方向の仕上げナデ。７（Ｒ４）は丸瓦。側面．端面

とも面取りを行う。全面黒煙し処理がなされている。

８～１０は石器。８は砂岩製砥石。目はかなり細かく、

仕上げ砥と見られる。丁寧な成形の施されていない，

側面が残り、中央部を研ぎ減らした幅広の方柱状に復

元できる。９は砂岩製の磨石。片面と側面に敵打痕を

多く確認できるが、表裏面ともに研磨が及び、比較的

平滑な面をなす。１０は結晶片岩片。遺存状態は良くな

いが、粗割して外形を整えた痕跡があり、石庖丁の成

－ － －

１ｍ

一
ヒ
ロ
ロ
・
の
劃

8５－

図９３SK-12遺構実測図（縮尺１/50）

一一坐

②ＳＫ－９（図８９．９０、図版１４－１．２８－８～11）

ＳＫ－９は、ＣＵｌ２区に位置する土壌。東西約1.4ｍ・

南北約1.2ｍの長方形を呈し、東側上部に一部撹乱を

受けるものの、約30cmの深さをもつ。また、北側には

浅い掘り込みのテラス状部が約30cm幅である｡埋土は、

最上層に灰黄褐色の砂質土があり、北側テラス状部は、

この埋土のみ。南側の深い部分には、砂粒が細かくな

った灰黄褐色砂質土が続き、最下層では１０～20cm大の

喋石を含む。

遺物は、図示するように、底付近でやや大型の遺物

が出土している。ｌは土師器霊の口縁部片。頚部から

若干外反しながら口縁部へ開く。口縁端部に横ナデを

確認できる。２は土師質土器羽釜の脚部片。３～６は

陶器。３（Ｒ５）は端反りの皿。口径206cmと大型なが

ら、輪高台径は６cmと小さい。胎土は精良で、内外面

K-17

Y＝冨6717

、
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、
、
、
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図９２ＳＫ－１７出土遺物実測図（縮尺１／８）

図９４ＳＫ－１２出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）
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Ｙ＝-67Ｔ６９

にぶい黄褐（lOYR5/3）砂牒隔

２～５mm大の砂牒を多く含む。
やや粗い。ややしまりあり。

入-ＲＳＪ

三 一 一

１０ｃｍ
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Ｙ＝-67169 形段階の未製品と見られる。

以上の出土遺物から、ＳＫ－９は近世段階の遺構と判

断することができ、後述する南側のSX-16等とほぼ時

期を同じくすると推測する。［吉田・山田］
Ｉ

図９６SX-13出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）

③SK-11（図91）

SK-11は、ＣＷ１３区に位置する土壌。西側をSK-17

に切られる。南北長約１１０ｃｍ・東西幅約70ｃｍ・残存深

約35cmで、少し西側に偏って、径約40cmの範囲が柱穴

状に約10cm深くなっている。埋土は１枚で、にぶい昔

褐色砂質土。２～５ｍ程度の砂喋が多く混じり、炭化

物の小片を含む。

SK-11出土遺物で図化できるものはなかったが、古

墳時代に遡る須恵器坪や土師器尭の細片があるととも

に、中世土師器の細片や土師質土器羽釜胴部片、近世

段階の陶器片が含まれる。したがって、SK-llは近世

の遺構とみられる。［吉田・山田］

ｍ
ｍ
Ｑ
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Ｃ
『
ゴ

ﾛ ２ｍ

０

図９５SX-13遺構実測図（縮尺１/50）

④SK-17（図９１．９２、図版１４－４．２９－１）

SK-17は、ＣＷ１３区に位置する。人頭大の川原石を

栗石として敷設したコンクリート布基礎の下で検出さ

れた長楕円形の土壌で、SK-llを切る。埋土は、撹乱

として重機で取り除いたものに近似する。東西長約９０

ｃｍ・南北幅40～60cmで、深さ90cm弱に達する。その中

に、１基の墓石が埋置されていた（１．Ｒ７)。花両

岩製で､表面と両側面は仕上げ加工が施されているが、

底部・裏面は粗整形に留まり、凹凸を残す。表面には

焚字と２人の戒名、両側面にはその年号が記されてい

る。それぞれ「本清童女」「天明元丑八月十六日」、

｢智光童子」「寛政元酉六月十九日」と判読できる。天

明元年は1781年、寛政元年は1789年である。いずれも

幼年で天折し、没年が異なることから、没後ある程度

時を経て作られたことが窺える。このような墓石が、

おそらくコンクリート基礎建物建設に伴って、埋設さ

れたと推察される。［吉田・山田］

１

－ﾄﾆﾆﾆ<戸予

l、

⑤SK-12（図９３．９４）

SK-12は、CV13-10区に位置する、１ｍ前後の不整

円形の土壌。深さは30cm前後が残る。埋土は、２～５

mm大の砂喋層が上部にあり、下部には篠の混入がほと

んどなく、きめの細かい砂質土がある。埋土出土遺物

には、弥生土器や古墳時代須恵器、中世土師器の細片

が含まれ、その中から２点を図化した。ｌは須恵器高

坪の接合部である。２は砂岩製の台石破片。残存する

面に被熱黒変が認められる。SK-12は中世の遺構と判

断される。［吉田・山田］

３

２０cｍ
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＞

－８７－

②SX-14（図97～101、図版２９－４～３１－４）

ＳＤ－２の埋土下層部を掘り下げ途中、ＣＵ11.12区か

らＣＶｌｌ区で検出した。掘り込みを伴う集石群で、

ＳＤ－ｌ～３を切っている。喋群と牒群下に見られる掘

り方の状況から、集石の単位は少なくとも２つある。

１つは南東から北西にかけての単位（Ａ群)。もう１

つは北東部の一群である（Ｂ群)。Ａ群は、南東部が

調査区外へと続き、長さ３ｍ以上、幅約1.5ｍ。Ｂ群

は、長さ約2.5ｍ、幅約１３ｍの掘り方をもつ。Ａ群が

Ｂ群に先行する。篠群には、１辺１０～30cmの円喋・割

石が多数見られる。埋土は砂利層で、底部近くには灰

色砂質土が見られる。

砂喋群や砂利層に混じって、遺物が多く出土してい

る。ただし、集中地点は見られず、砂喋群中から散漫

な出土状況で、大半はＳＤ－ｌ～３からの混入とみられ

る。５２点を図化した。

１は弥牛十器壷底部。２～４は須恵器。２は坪身で

|〉

Ｉ

/一F＝己

‐
Ｉ

へ一一二へ

、

Ｙ＝-６７．１６５

（４）その他の遺構

①SX-13（図９５．９６、図版１４－３．２９－２．３）

ＳＤ－２と埋土が類似することから当初は認識できな

かったが、ＣＶＣＷｌｌ区のＳＤ－２底面で検出した。掘

り込みを伴う集石群である。検出時の掘り込み平面プ

ランは約1.2×1.4ｍ。深さは約30cnlを測る。中央部に

は約60×80cmの楕円形状の掘り込みが見られる。径約

30cmの円喋、長辺30cm前後の割石が中心にあり、それ

らの間に径lOcm前後の円喋が入り込む。特に底面近く

には、小円篠が多数見られる。出土遺物は石器・土器

があるが、多くは本来ＳＤ－２に伴う可能性が高い。

１は土師器椀底部片。角の取れた断面三角形状の高

台を貼り付ける。２は土師質土器羽釜。端部に接して

突帯を貼り付け、１４世紀代。３は砂岩製の台石。欠損

部が大きいが、本来断面肩円形とみられ、残存する使

用面には若干の蔽打痕を確認できる。４．５は鉄津。

４は、表面の凹凸が顕著。５は、一部に細かい砂が面
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、
、
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図９７SX-14遺構実測図（縮尺１/50）

⑥SK-21（図87） 的に付着する。なお、図化・同定できなかったが、獣

歯細片も出土している。

ＳＤ－２底面での検出であるが、後述する他のＳＸ遺

構同様に、本来ＳＤ－２を掘り込んでいた、近世の遺構

と考えられる。［三吉・山田］

SK-21は、ＣＴｌ４区に位置する小型不整形土壌。東

西長軸約１ｍ、幅40～60cm、深さ約15cm･西寄りには

小穴が３基伴う。西側をＳＤ－６に切られる。埋土の詳

細不明。出土遺物はない。［吉田］
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図９８SX-14出土遺物実測図(1)（縮尺１／４）
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図９９ＳＸ－１４出土遺物実測図(2)（縮尺１／４）

底部から体部までが残る。６世紀代。３は提瓶体部の

粘土板閉塞部。外面にはカキメを施す。４は壷の底部

片で、低い高台を貼り付ける。１０世紀前後か。５～７

は土師器坪底部。５は底面に回転糸切り痕が残る。１２

世紀以降。８は土師器小皿で、口縁部から底部の一部

までが残存する。９は瓦器椀の体部片で、底部に低い

貼り付け高台。内面にヘラミガキが見られる。１２世紀

後葉。

１０～１７は土師質土器。１０～12は鍋口縁部。１０は、や

や内湾しながら外方へ開く。１１は口縁部内面に横方向

のハケ目を残す。１２は11と似るが、口縁部がやや短い。

１３～17は羽釜。１３は端部に接して断面三角形の突帯を

貼り付ける口縁部。１４は胴部以下で、外面は顕著に指

頭圧痕を残す。１５～１７は脚部片。１５は接合部で剥離し、

16は縦方向のミガキが見られる。

１８～22は中世陶器。１８は備前焼。直立する頚部をも

つ喪の胴部片。１９は、焼成のややあまい在地系の片口

揺鉢。外面は縦方向のハケ目、内面は横方向の細かい

ハケ目を施し、６条１単位の揺目を加える。ほとんど

使用されていない。２０は尭の胴部片。外面に縄目タタ

キが見られ、内面には粘土接合痕が見られる。２１は復

元口径21.6cmの揺鉢。外面は大半が剥離している。内

面はナデ調整した後、橘目を施す。揺目の単位は欠損

のため不明。１１世紀末～１２世紀前半。２２は喪の口縁部

片。口縁部内外面は横ナデを施し、外面胴部に縦方向

のハケ目調整が見られる。

２３．２４は青磁碗口縁部。２３はわずかに口縁が外反す

る。表面の荒れが著しい。２４は紬が厚い。２５～27は白

磁碗。２５は玉縁状口縁部片。１２世紀。２６は体部片。内

面の見込みに圏線がある。２７は底部片で、高台が欠損

する。高台から高台内側は露胎。磁胎はやや黄色みが

Ⅱ文京遺跡20次調査

かる･２８は陶器椀の底部片。高台が欠損する。胎土は

にぶい燈色。２９は平瓦。凸面縄目タタキ、凹面布目痕

が残り、須恵質。

３０～42は石器。３０は閃緑岩製の磨石で、表裏面が残

る。１面は平滑ながら緩やかな凹凸が若干残り、点的

に赤色顔料が付着する。もう１面は平滑な磨面となっ

ている。３１．３２は蔽石。３１は両面に蔽打痕を確認でき

るが、周縁の風化が著しい。粗い砂岩製。３２も砂岩製

で、片面中央部と先端に敵打痕が顕著に残る。３３～３６

は台石。３３は使用面を１面確認できる。敵打痕が残る

が、研磨も及び、緩やかな凹面をなす。篠岩製である

が、液入した裸の脱落した砂岩質部分を用いている。

34は上面と側面が残る｡上面には研磨が及ぶとともに、

２箇所の窪みを確認できる。粗い砂岩製。３５は大型の

台石で、半身を欠損。表裏両面と側面に研磨・敵打が

及ぶ。砂岩製。３６は表裏両面がよく研磨され、特に片

面は大きく凹状を呈する。また、蔽打痕も若干残る。

先端部を中心に被熱黒変する。砂岩製｡３７は硯の破片。

大半を欠損するが、欠損部の観察から、砥石に転用し

たとも考えられる。３８は杏仁形の磨製石庖丁未製品。

片面側から穿孔を行っているが未貫通。もう片面側に

は、刃部の研ぎ出しが一部認められ、錦が立つ。完成

直前段階の未製品である。結晶片岩製。３９～42は結晶

片岩の剥片。

４３～52は金属器ないし金属関連品。４３は小型の袋状

鉄斧。袋部の折り返しの一部が残る。４４～51は鉄津。

52は寛永通宝。

獣歯の小片も若干出土しており、一部は同定分析を

依頼し、ウマ臼歯との結果を得ている（詳細はⅡ一

５－Ｄ参照)。

出土した土器や陶磁器は１４世紀以前のものである

が、ＳＤ－ｌ～３を切り、寛永通宝が出土していること

から、１７世紀以降に位置づけられる。［三吉．山田］

③SX-15（図１０２．１０３、図版１４－１．３１－５）

SX-13から西へ約2.5ｍ地点、ＣＷ１１区のＳＤ－２底面

で検出。長辺約1.1ｍ、短辺約０６ｍの長楕円形の範囲

に、１辺10～20cm前後の円喋・割石が集中する。喋群

中には炭化物が少量ながら見られる。喋群は、大きな

篠の周りに小さな篠が入り込んでいる。このような篠

のあり方や明確な掘り方をもたない点は、他の集石遺

構と異なり、流路内の溜まりの可能性も残る。

古墳時代後期の須恵器片、土師器皿や土師質土器鍋

の小片などが少量出土しており、２点を示す。１は白

磁碗の底部片である。高台畳付けおよび高台内側は露

胎。２は鉄津。砂を巻き込み、全体的に赤みが強く、

脆 い 。 ［ 三 吉 ・ 山 田 ］
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図100SX-14出土遺物実測図(3)（縮尺１／４）
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図101ＳＸ－１４出土遺物実測図(4)（縮尺１／２）
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⑤SX-19（図１０５．１０６、図版１４－５．３１－６～８）

ＣＵｌｌ区のＳＤ－２底面で検出した、掘り込みを伴う

集石群。東西幅約1.6ｍで、南端の一部は調査区外へ

と続く。埋土はｌ～20mm大の砂牒からなり、粘質土は

認められない。また、２０～30cm前後の割石が底面より

少し浮いた状態で大量に出土している。

遺物は、弥生時代～中世にかけての土器片が多く出

土しており、１４点を図化した。

１は弥生土器壷の口縁部片。口縁端部に凹線文を３

条巡らせる。中期後葉。２～６は土師器。２～４は坪、

５は椀の口縁部。６は椀の口縁部と底部片。底部は断

面三角形の低い高台を貼り付ける。７～１０は瓦器椀。

-６７１６１

５３１

－Ｆ
ョ ０１ｍ

図102SX-15遺構実狽l図（縮尺１/50）

col
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一癖一壱i蕊

７～９は口縁部片、１０は底部片。１１は土師質土器鍋の

口縁部。１２は龍泉窯系青磁碗の底部片。底部内面には

花文を施す。高台部畳付から高台内側は露胎。１３は、

表面のみが薄く剥離した砂岩製の台石。残存面に敵打

痕を確認でき、被熱赤変。１４は鉄津。この他に、白磁

１ｍ

２ｍ

図105SX-19遺構実測図（縮尺１/50）

－９２－

を
【０

図104SX-16遺構実測図（縮尺１/25）
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④SX-16（図１０４）

ＣＵｌｌ区のＳＤ－２底面で検出。平面は、長辺約８０

cm×幅40～50cmの不整形である。掘り方中央部のみ、

一段深くなる｡埋土は１～20mm大の円喋を多量に含み、

明灰色を呈する。特に埋土上部を中心として、１０～２０

cm大の割石が見られる。

須恵器斐片、土師質土器鍋片や瓦器椀片などが出土

しているが、いずれもＳＤ－２埋土に含まれていたもの

と考えられる。ＳＤ－２底面での検出であるが、本来は

ＳＤ－２を掘り込む遺構と考えられる。［三吉．山田］

図103SX-15出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）

山００．８Ｚ

／

Ｙ＝再６７１６１

－ＬＸ=9395ヨ



２０cｍ

図107SX-26遺構実測図（縮尺１/20）
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①；にぶい黄褐（10YR4/3）砂質土。明黄褐色土をベースに、暗褐色
土と１mm未満の砂粒がラミナ状に混在。

②：暗褐（lOYR3/3）砂質土。３mm大のにぶい黄色土が斑状に混じる。
③：にぶい黄褐（lOYR4/3）砂質土。１cm大の暗褐色土が、斑状に少

し混じる。

④：褐（lOYR4/4）砂質土。にぶい黄色土と暗褐色土が、３～5,1m大
のブロック状に混じる。

SX-26

１：浅黄（2.5Y7/4）砂質シルトが主体。褐灰（lOYR5/l）砂質シル
トの不定形ブロックが少量混じる。１cm大の鉄分塊が少量混じる。

２：褐灰（lOYR5/l）砂質シルトの不定形ブロックが主体。浅黄

（2.5YR7/4）砂質シルトの１cm大のブロックが少量混じる。
３：浅黄（５Ｙ８/4）砂質シルトが主体。褐灰（l0YR5/l）砂質シル

トの１cm大のブロックがごく少量混じる。鉄分の塊が少量混じる。

Ⅳ層と比べてやや粘性あり。
４：浅黄（５Ｙ８/4）砂質シルトが主体。褐灰（lOYR5/l）砂質シル

トの不定形ブロックが混じる。鉄分の塊が少量混じる。

５：黄橿（7.5YR8/8）～糧（５YR7/8）土が主体。非常にしまりがあ
る。部分的に砂質ブロックを含む。
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壷底部片や須恵器大謹片、土師器皿底部片、瓦器椀休

部片などもある。

ＳＤ－２底面での検出であるが、本来他のＳＸ遺構同

様に、ＳＤ－２を掘り込む遺構と考えられ、１４世紀以降

に位置づけられる。［三吉・山田］

1１ ５ｃｍ

1２

一
、

⑥SX-26（図107・巻頭図版３）

ＣＶ１２区のＳＤ－１．７１の下部で検出。本来は約1.1ｍ

四方の隅丸方形であると想定される。底面は、鉄・マ

ンガン分の沈着が全面に及び、黄燈～燈色を呈する。

また、細かな凹凸が多数見られる。凹凸中には、径1０

＃

週 ４

３

Ⅱ

、

R2７
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図106ＳＸ－１９出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）



にぶい黄褐色砂質土。出土遺物から２点を図化した。

１は土師器坪底部。底面に回転糸切り痕と板目状圧痕

が見える。２は土師質土器羽釜の上半部。外面は広範

囲に煤が付着している。他に、中世土師器皿片、瓦器

皿片、土師質土器羽釜片が出土している。［吉田］

[SP-134］（図１０８．１０９、図版31-10）

径約30cmの不整円形で、深さ約35cm・中央に径約１０

cmで深さ約５cmの小穴があり、柱本体部分と推定され

る。埋土最上部から土師器小皿（４．R29）が立った

ような状態で出土した。これも含めて図化できた遺物

は土師器２点。３は坪底部。４は小皿、底面に回転糸

切り痕を確認できる。口縁端部の一部に煤が付着し、

灯明皿として使用されていたことが窺える。［吉田］

〔SP-134〕
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鏡

（５）柱穴。小穴

Ⅲ層の上面検出、あるいはＡ類型の埋土かＳＤ－４等

と同様の砂喋を埋土とし、古代以降と判断した柱穴は

31基。詳細は遺構一覧表に拠るが、遺物の出土した２

例について、説明を加えておく。［吉田］

[SP-130］（図108.109、図版１４－６．３１－９）

径約40cm、深さ約15cm・中央に、口縁を下にして土

師質土器羽釜（２．R24）が据えられていた。埋土は

に

#…
、
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Ｈ
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、
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Ｙ=-67160

図108古代以降の柱穴。小穴遺構実測図（縮尺１/50）

〔SP-130〕

－９４－

ロ『

1壷『燈，
（６）灰黄褐色砂質土出土の遣物（図１１０、図版31-11）

調査区北東部の、ＣS13.14区、ＣＴ13.14区とＣＵ13.

14区では、Ｉ．Ⅱ層除去後、灰黄褐色砂質土が薄く広

がり、灰黄褐色砂質土下で、Ⅲ層あるいはⅣ層が検出

された。流水性の堆積土である。

遺物は、弥生土器・土師器・須恵器・中世土師器の

細片で、５点を図化した。１．２は弥生土器。１は壷

の肩部で、板状工具の小口を用いた短斜線状の押圧を

巡らす。２は高坪坪部で、口縁端部を内外に拡張し、

端部外面に１条の凹線を施す。３．４は土師器坪の底

部。４の底部には回転糸切り痕が見られる。５は結晶

片岩製の磨製石錐未製品と見られ、一部研磨痕が認め

られる 。［吉田・演田］

cm前後の小穴もあるが、柱痕などはみられない。

鉄分層を取り除く過程で、下部の砂質土層との間に

粘性をもつ黒褐色土が見られたが、ほとんどは鉄分層

に付着して剥離し、断面では観察できていない。

弥生土器壷・要の小指先～親指先大の小片が、⑥層

を中心に約20点、少量は鉄分層に混じって出土した。

弥生時代中期後葉の嘉片が見られ、古墳時代に下る遺

物はない。微細遺物には、炭化物・骨小片・赤色顔料

があり、炭化物は細片ながら、埋土中と鉄分沈着層下

部から、比較的多く出土している。

時期は、ＳD－１．７１下部での検出から、１４世紀以前

に遡る。SX-26埋土（⑤～③層）がシルト質であるこ

と、鉄・マンガン分の沈着層があることなどから、流

水を伴った溝との関連が考えられる｡調査区周辺では、

古代に遡る流水を伴った溝は確認されてなく、SX-26

は中世段階の遺構と想定する。［三吉］

ﾄｰ圭一〆、

図110灰黄褐色砂質土出士遺物実測図（縮尺１／４，１／２）
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図109古代以降の柱穴。小穴出土遺物実測図（縮尺１／４）
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図111撹乱層出土遺物実測図(1)（縮尺１／４）
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調査開始時には、城北団地基本層序のＩ層とⅡ層を

撹乱層として除去した。その重機掘削の際、あるいは

重機の入らない狭い範囲の撹乱層掘削時に出土した遺

物も少なくない。測量杭設置前のため、およそ本体調

査区を北東・北西・南東・南西に４分した取り上げで

ある。また、当初SK-10と認識した遺構も、その後埋

土からガラスが出土するなどしたため、SK-10出土遺

物も撹乱層出土として取り扱っている。なお、北１区

と北３区の撹乱層出土遺物は、既にそれぞれの地区で

報告した通りである。撹乱層出土遺物は、コンテナ約

３箱分である。この中から、下層の状況を補完するよ

うな、図化可能な遺物57点を掲載した。

4７

Ｅ撹乱層出土の遺物（図１１１～１１３、図版32）
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図112撹乱層出土遺物実測図(2)（縮尺１／４，１／２，１／１）
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9７－

不明。３７．３８は瓦質土器壷の底部。３９は平瓦瓦当部。

唐草文の端部が見える。近世段階。

４０～49は石器。４０．４１は砥石。ともに、方柱状の４

面を使い込んだ破片。砂岩製。４２は砂岩製の敵石。端

部に敵打痕が残る。４３～47は台石ないし磨石。４３は上

面が特に平滑に使い込まれ、側面もよく研磨されてい

る。砂岩製。４４は花尚岩製の台石で、１面が平滑に使

い込まれている。４５は断面三角形状で、図示した面が

やや凹状を呈し、最も使い込まれている。４６は研磨さ

れた面の一部が残るのみ。４７は断面楕円形の一部。表

面には敵打痕がわずかに残る。４８は柱状片刃石斧の側

面の破片。わずかに刃部が残る。結晶片岩製。４９は結

晶片岩片で、研磨痕をもつ。柱状片刃石斧等の未製品

か。５０はサヌカイト製打製石雛。凸基式で、重量１．８

９を測る。

５１～57は金属関連遺物。５１～55は青銅器で、いずれ

も戦前の練兵場時代の遺物。５１は、栓抜きを折り曲げ

たような形状で、柄状部の端部はボタン状。孔部に幅

５mm程の鉄輪が付着する。柄状部を折り曲げた間にベ

ルトを通し、鉄輪を介して軍刀を吊り下げる金具らし

い。５２は細い角状の青銅製品。用途不明。５３．５４は薬

茨、５５は銃弾で、これらがセットになる。５６は銭貨。

｢元祐通賓」とあり、宋代の貨幣である。５７は鉄津。

大きな椀状津で、平坦な上側の面は気泡も少なく、平

滑な範囲が広い。なお、全体に２層状を呈し、下層部

分からは、湯口状の突部が伸びている。［吉田］

ｌ～１２は弥生土器。１．２は凹線文を有する壷口縁

部。中期後葉。３は壷底部で、かすかに上げ底状。４．

５は蕊の口縁部から頚部。いずれも後期。６．７は要

底部。８～１１は高坪。８は口縁が水平に伸びるタイプ。

中期中葉。９は脚裾部に凹線文を有する。中期後葉。

１０．１１は脚部で、１１は中実。１２は大型の支脚把手部。

１３～24は須恵器。１３は坪蓋天井部で、わずかに稜部

が残り、回転へラケズリの範囲も広い。６世紀前葉。

14～１８は坪身。１４は口縁内端面に凹線が残り、６世紀

前葉。１５は比較的高い立ち上がりを残すが、端部は単

純で、６世紀前葉から中葉。１６．１７は立ち上がりが低

くなり、６世紀後葉。１８はほとんど立ち上がりがなく

なり、７世紀初頭まで降る。１９～24は壷・瓶類。１９は

平瓶の口縁部か。２０は提瓶口縁部。２１は壷口縁部。２２

は短頚壷の肩部。２３は壷の体部。下端部にわずかに回

転へラケズリの痕跡が残る。２４は壷の底部。

２５．２６は土師器坪｡25は底部に回転糸切り痕をもつ。

27は瓦器椀底部｡断面長方形の低平な高台を貼り付け、

内面に暗文風のミガキが認められる。

２８～30は青磁。２８は見込みに圏線が巡る。２９は厚い

碗底部で、紬調は濃い。２９の磁胎は須恵質に近く、和

もやや薄い。３１～33は白磁碗。

３４は、須恵質陶器鉢の底部。底部に回転糸切り痕が

見られる。３５は土師質土器鍋の体部。最大径部分に鍔

状の突帯が巡る。外面は煤の付着が著しい。３６は半環

状の耳を有する破片。一応土師質土器としたが、詳細

5１
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５自然科学的分析

Ａ文京遺跡出土赤色顔料の分析

概要

愛媛県松山市文京遺跡は古代より近代までのおびた

だしい数の遺跡が認められるめずらしい遺跡群であ

る。今回、２０次調査によって弥生時代の遺構から赤色

顔料が出土したので、その構成成分を波長分散型蛍光

Ｘ線分析装置で分析した。その結果、鉄、マンガン、

チタンが含まれていた。この中で赤色顔料を構成する

のは酸化第二鉄（ベンガラ）であることから、文京遺

跡弥生時代の遺構から出土した赤色顔料はベンガラで

あると推定した。

（１）はじめに

古代に用いられた金属を含む赤色顔料として、朱

(硫化水銀)、ベンガラ（酸化第二鉄)、鉛丹（四三酸

化鉛)、鶏冠石（二硫化二ヒ素）の４種類が知られて

いる。この中で、朱とベンガラは土器の装飾に用いら

れていたことが確認されている。また弥生時代から古

墳時代において、墳墓の埋葬儀式として、朱だけ、ベ

ンガラだけ、あるいは両者を併用して壁面や柱、床を

赤く塗装したり、遺体や衣服に塗布したり、と様々な

用い方をしている。細かく粉末状に精製された朱は血

紅色を呈し、ベンガラは時間がたつと茶褐色に近い色

を呈することから、両者を区別することは比較的楽で

ある。しかしながら、精製が不十分でしかも粒子の径

が大きい朱は、くすんだ赤色を呈している。また、い

わゆる赤色を呈しているベンガラも遺跡から採取され

ている。それ故、両者を正確に肉眼で見分けることは

難しく、化学分析を行う必要がある。

（２）分析試料と分析方法

①分析試料

分析には、文京遺跡20次調査SC-35より出土した赤

色顔料を用いた。その部位は、ｒ4066、ｒ4312（炭化

物)、ｒ4315（炭化物)、ｒ4331、r4334、r4353、

r4356、r4363、r4376、r4383の10箇所であった。

赤色顔料は実体顕微鏡下で、できるだけ土壌部と赤色

顔料部分に分け、分析に供した。

南武志（近畿大学）

表３文京遺跡20次調査赤色顔料分析試料一覧

遺物番号 出土部‘位

(取上〉 _i・増等

r4066 SＣ３５ 焼堪・炭層②

r4312 SC35SK48 北東部

r4315 SC35SK48 南北岬清掃I;：

x4331 SC35SP518

r4334 SC35SP523

r4353 SC35SK48 照征i岬.上層

r4356 SC35SK48 南北畔北側１．.層

r4363 SC35SK48 北東部

r4376 SC35SK48 Lk両断割

r4383 SＣ３５ 床清掃

②方法

波長分散型蛍光ｘ線分析装置による存在元素分析。

赤色顔料を憶紙に広げ、プレス機で成形したのち、

波長分散型蛍光Ｘ線分析装置（RIX2000：理学電気工

業株式会社）で軽元素分析と重元素分析を行った。測

定条件は以下の通りである。管電圧：５０kV、管電流：

50mA、試料ホルダーマスク径：３０ｍ‘、測定雰囲

気：真空、重元素系分光結晶：ＬｉＦ、重元素系検出

器：ＳＣ、軽元素系分光結晶：Ｇｅ、軽元素系検出器：

ＰＣ。

（３）結果

赤色顔料部分を蛍光Ｘ線分析装置で測定したとこ

ろ、ｒ4066,ｒ4331、r4356、r4363の４部位は鉄と

マンガンのみが検出された。r4383は、鉄のみが検出

された。またr4383以外の部位でも鉄とマンガンは検

出された。ｒ4312,ｒ4334,ｒ4353、r4376ではジル

コニウムが検出され、ｒ4312、r4334、r4353の３部

位ではルビジウムも検出された。さらに、ｒ4312、

r4353、r4376の３部位ではストロンチウムも検出さ

れた。他にr4312とr4334で亜鉛が検出された。また

r4315でイットリウムが検出された。いずれの部位か

らも水銀は検出されなかった。

9８－
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1０２

析を行ったところ、本遺跡から出土した赤色顔料はベ

ンガラであり、朱は使用されていなかったと推察す

る。

ベンガラは日本全国いたるところで採取されていた

と考えられるが、土器の彩色以外に遺構で観察された

ことは、先に述べたように北部九州地方の影響を受け

ていた可能性が示唆される。一方、古くから朱を採掘

していたと考えられる辰砂鉱山として、三重県丹生鉱

山と奈良県大和水銀鉱山以外に、四国には若杉山遺跡

に隣接する徳島県水井鉱山と愛媛県日吉鉱山があり、

本遺構と日吉鉱山の関係については明らかにすること

はできなかった。

'６，

１.芝目b(｡篭
画

図117文京遺跡20次調査出土赤色顔料の蛍光Ｘ線分析(4)

（４）考察

朱とベンガラはどちらも日本国内に豊富に存在する

赤色顔料である。ベンガラは先土器時代から用いられ

ていたのに対し、朱は縄文時代中頃以降から用いられ

ていた。どちらも土器に赤彩を施す手段として用いら

れたと考えられる。一方、墳墓に赤色顔料を用いる風

習は紀元前の中国でも見られるが、弥生時代中期の吉

野ケ里遺跡をはじめ、古墳時代にかけて数多くの王墓

に観察されている。北部九州では、弥生時代後期中頃

まで朱が主流であったが、その後ベンガラを使用する

ようになり、一つの墓で朱とベンガラを使い分けたり、

ベンガラだけの使用が認められる墓も出現する。それ

に対し、中国・近畿地方では弥生時代後期より朱を多

量に用いた墳墓が出現する。四国地方では、鮎喰川流

域の縄文時代後期の遺跡から朱が見つかっており、ま

た弥生時代終末期の遺跡である徳島県若杉山遺跡で朱

を生産していた。

文京遺跡弥生時代の遺構から出土した赤色顔料が朱

であるか、あるいはベンガラであるか明らかにするこ

とは、北部九州や徳島あるいは畿内地方の影響を考察

する一つの手段になると思われる。そこで蛍光Ｘ線分



遺物番号（取上番号） 結果（学名／和名）

Ｂ樹種同定

㈱古環境研究所

射組織が存在する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏

細胞からなり、同性放射組織型である。

接線断面：放射組織は同性放射組.織型で、単列のも

のと集合放射組織が存在する。

以上の形質よりツブラジイに同定される。ツブラジ

イは関東以南の本州、四国、九州に分布する。常緑の

高木で、高さ20ｍ、径1.5ｍに達する。材は耐・朽性、保

存性ともに低く、建築材などに用いられる。

コナラ属アカガシ亜属

QuercussubgenCyclobalanopsisブナ科

横断面：中型から大型の道管が、ｌ～数列幅で年輪

界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。道

管は単独で複合しない。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏

細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のも

のと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定され

る。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガシ、

アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に

分布する。常緑高木で、高さ30ｍ、径1.5ｍ以上に達す

る。材は堅硬で強靭、弾力性が強く耐湿性も高い。特

に農耕具に用いられる。

シャシャンボ

VacciniumbracteatumThunbツツジ科

（１）はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体

であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定が可

能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動

性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推定が

可能であり、遺跡から出土したものについては、木材

の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

（２）試料

試料は、文京遺跡20次調査において出土した炭化材

１０点である。

（３）方法

試料を割折して炭化材の新鮮な横断面（木口と同

義)、放射断面（柾目と同義)、接線断面（板目と同義）

の基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって５０

～1,000倍で観察した。同定は、解剖学的形質および

現生標本との対比によって行った。

（４）結果

結果を表４に、主要な分類群の顕微鏡写真を図版３３

に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

ツブラジイCastanopsiscuspidataSchottkyブナ科

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管が、や

や疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道管が

火炎状に配列する。放射組織は、単列のものと集合放

表４文京遺跡20次調査樹種同定結果

ＳＣ－３５

ＳＣ－３５

ＳＣ－３５

ＳＣ－３５

ＳＣ３５SP517

SC35SP518

SC-283区埋十

ＳＣ－３５焼土・炭層②

SC35SK48東西畔上層

SC35SK48東南部下層

Ⅱ文京遺跡20次調査

ツブラジイ

コナラ属アカガシ亜属

コナラ属アカガシ亜属

コナラ属アカガシ亜属

不明

不明

針葉樹

コナラ属アカガシ亜属

シャシャンポ

シャシャンポ

出土遺構

木材Ｗ

木材Ｘ

木材Ｙ

木材Ｚ

r4039

r4066

r4313

r4368

》
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》
》

》
》
》

》
癖
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蹄

》
Ｓ
Ｓ
ｎ
ｎ
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横断面：小型で角張った道管が、単独ないし２～３

個複合して散在する散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿

孔で、階段の数は比較的少なく10本前後のものが多い

が、まれに単穿孔も認められる。道管の内壁にはらせ

ん肥厚が存在する。放射組織は異性である。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型で、直立細

胞からなる単列のものと、６～８細胞幅で長い紡錘形

を示す多列のものからなる。多列のものはほとんどが

平伏細胞からなるが、上下縁辺部と側面部に直立細胞

が見られる。

以上の形質よりシャシャンポに同定される。シャシ

ャンボは関東南部以西の本州、四国九州に分布する。

常緑の低木で、通常高さ１～５ｍ、径10cmぐらいであ

るが、大きいものは高さ10ｍ、径70cmに達する。

針葉樹conifer

横断面：仮道管と放射組織が存在する。

放射断面：仮道管と放射組織が存在する。

接線断面：仮道管と単列の放射組織が存在する。

以上の形質より針葉樹に同定される。なお本試料は

小片のうえ保存状態が悪く、広範囲の観察が困難であ

った為、針葉樹の同定にとどまる。

不明unknown

本試料は、土壌中に炭化物が存在するが、極めて微

量であり、また木材の形質を呈していない為、不明と

した。

Ｃ種実同定

（１）はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積

物や遺構内に残存している場合がある。堆積物などか

ら種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過

去の植生や栽培植物を明らかにすることができる。

（２）試料

試料は、水洗選別済みの炭化物で、遺物番号r4016

の２点、r4035の１点、r4038の１点、r4056の１点、

r4056の１点、r4063の１点、r4065の１点、r4066

の２点、r4173の１点、r4316の１点、r4318の１点、

r4360の１点、r4374の１点、r4380の１点、r4389

の１点の、計17点である。

104

（５）所見

同定の結果、文京遺跡20次調査出土の炭化材は、ツ

ブラジイ１点、コナラ属アカガシ亜属４点、シャシャ

ンボ２点、針葉樹１点、不明２点であった。このうち、

一番多く出土したコナラ属アカガシ亜属は、一般にカ

シと総称されるが、イチイガシやアカガシなど多くの

種がある。温帯下部の暖温帯の照葉樹林を形成する主

要高木であり、イチイガシなどは自然度が高いが、ア

ラカシは二次林性でもある。ツブラジイとシャシャン

ポも、温帯下部の暖温帯の照葉樹林の構成要素である。

またツブラジイは二次林要素でもある。

以上のことから、これらの樹･種は本遺跡の周辺に普

通に生育し、供給のできる木材であったと考えられ

る。

〔参考文献〕

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞木材の構造，

文永堂出版，ｐ､20-48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞木材の構造，

文永堂出版，p49-lOO・

島地謙・伊東隆夫(1988）日本の遺跡出土木製品総覧，

雄山閣，ｐ､296．

山田昌久（1993）日本列島における木質遺物出土遺跡

文献集成，植生史研究特別第１号，植生史研究会，ｐ、

242.

㈱古環境研究所

（３）方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特

徴および現生標本との対比によって同定を行った。結

果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

（４）結果

①分類群

樹木１，草本３の計４分類群が同定された。学名、

和名および粒数を表６に示し、主要な分類群を図版３４

に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。
、壷ご

[樹木］

ヤマモモMyricarubraSiebetZucc・

炭化核片ヤマモモ科
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Ⅱ文京遺跡20次調査

表５文京遺跡20次調査種実同定試料一覧茶褐色で楕円形を呈し、両端がややとがる。一端に

へそがあり、表面は粗い。断面は肩平である。

[草本］

イネOryzasativaL炭化果実イネ科

炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、雁

の部分がくぼむ。表面には数本の筋が走る。

アワSetariaitalicaBeauv・炭化果実イネ科

茶褐色で楕円形を呈す。表面には横方向の微細な隆

起がある。

イネ科Gramineae炭化果実

炭化した果実で、楕円形を呈す。庇の部分はとれて

いてくぼんでいる。

②種実群集の特徴

ｌ）ｒ4016：同定されなかった。

２）ｒ4016：イネ科ｌが同定された。

３）ｒ4035：ヤマモモ片２が同定された。

1１

表６文京遺跡20次調査種実同定結果

生”なノi愛4ｹ”Beauv

Gramlneae

遺物番号（取上番号）

分類群

４１３１１２４１

部位r4016r4016r4035r4038r4056r4061r4063r4065r4066

Total －
一
一
一
一
口

谷
口

名 和名 １２３４５６ ８ ９
誉
十

４

樹木

ヤマモモ

草本

イネ

Arbor

ルリz"tzzrz必"君Sieb､etZucc

Herb

QJごJzz百頭".'唇Ｌ、

炭化核片
、

炭化果実

炭化果実片

炭化果実

炭化果実

１４３１１３

樹木

ヤマ モモ

草本

イネ

アワ

イネ利 １

アワ

イネ科

ｌ
一
一
一
一
口

へ
ロ

６１９”右ノZ:z4ｹ露Beaul

Gl-ammeae

２ １１４３１１３

１０５

１

３ １１２４

遺物番号（取上番号）

分 類群

炭化果実

炭化果実片

炭化果実

炭化果実

部位r4066r4173r4316r4318r4360r4374r4380r4389

炭化核片

Ａｒｂｏｒ

ｊ〃ﾝ“ノzz〃汐Sieb・ｅｔＺｕｃｃ

Ｈｅｒｂ

ａア謂麺泣階Ｌ、

学 名 和名 1０１１１２１３１４１５１６１７

遺物番･藩

(収:..）

r4016

r4035

r4038

r4056

r406：

1-4063

r4065

r4066

r4と7３

r4316

r４３:８

r4360

r4374

r438C

14389

投士部位

道

Ｓｃ･2７

SＣ－２８

SC-28

SＣ･･3５

SＣ－３５

SＣ･･3５

SＣ･･3５

SＣ３５

ＳＰｘ７２

SＣ３５ＳＫ４８

SC35SP520

SC35SK48

SC35SK48

Ｓｃ･３５

SC･･2３

:劣層等

１．４区間畔

２１鰯'１１：‘

２区焼．z温室

采半埋土

:曲『半埋.i：

i岬1息州１．ｔ

暁･･ｚ・炭層②

河東部焼土絹

卓i,‘ず畔Ｆ層

暁｡::~!､"flu．|櫛西部

暁.'6①来心！

暁上＄



Ｄ動物遣存体同定
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ヤマモモ片１が同定された。

イネｌが同定された。

イネ４が同定された。

イネ３が同定された。

イネｌが同定された。

イネ13が同定された。

アワ４が同定された。

イネｌが同定された。

イネ３が同定された。

イネ１が同定された。

イネ１が同定された。

イネ２が同定された。

イネ４が同定された。

イネ片１が同定された。

た樹舎木から採集されたと考えられる。イネは弥生時代

以降比較的よく検出され、出土例が多い。アワは弥生

時代以降においてイネとともに栽培されていた作物で

あるが、検出はまれである。

〔参考文献〕

笠原安夫（1985）日本雑草図説，養賢堂，494p・

笠原安夫（1988）作物および田畑雑草種類．弥生文化

の研究第２巻生業，雄山閣出版，ｐ,131-139．

南木睦彦（1991）栽培植物．古墳時代の研究第４巻生

産と流通Ｉ，雄山閣出版株式会社，ｐ､165-174．

南木睦彦（1992）低湿地遺跡の種実．月刊考古学ジャ

ーナルNo.３５５，ニユーサイエンス社，ｐ､18-22．

南木睦彦（1993）葉・果実・種子．日本第四紀学会編，

第四紀試料分析法，東京大学出版会，ｐ276-283．

吉崎昌一（1992）古代雑穀の検出．月刊考古学ジャー

ナルNo.３５５，ニューサイエンス社，ｐ､２－１４．

渡辺誠（1975）縄文時代の植物食．雄山闇l87p・

金原正明（1996）古代モモの形態と品種．月刊考古学

ジャーナルNo.４０９，ニューサイエンス社，Ｐ１５－１９．

（５）考察

文京遺跡20次調査で出土した種実について同定を行

った。試料はいずれも炭化していたが、食用となる有

用植物ではヤマモモが、栽培植物ではイネ（炭化米)、

アワがそれぞれ同定された。ヤマモモは野生に生育し

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
１
１
１
１
１
ｊ
１

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
哩
追
辿
晦
肥
Ⅳ

㈱古環境研究所

（２）試料

試料は､文京遺跡20次調査において出土したもので、

動物の歯など10点である。

（１）はじめに

一般に日本の国土は、火山灰性の酸性土壌に広く覆

われ、動物遺存体の保存状態には恵まれていない。そ

のため、遺跡で動物遣存体が出土するのは、貝塚、石

灰岩地帯の洞穴や岩陰が代表的で、近年では湿地環境

の遺跡や遺構からも多くの動物遣存体が報告されつつ

ある。しかし乾燥した沖積平野遺跡ではほとんどの動

物遣存体が、長い年月の間に腐食して土に還ってしま

っている。しかし、その中でも動物の歯、特にエナメ

ル質は、動物骨格の中でも腐食に強く、特に大きく堅

固なウシやウマの臼歯のエナメル質が、乾燥環境から

出土する例は珍しくない。また微細な魚骨の歯のエナ

メル質は、発掘中に肉眼で採集することは不可能で、

遺構の埋土を１ミリ以上のフルイ面上で洗うことが必

要である。こうしたﾛ甫乳類の歯のエナメル質、灰化し

て無機質化した微細な魚骨からそれぞれの種類を同定

し、その生態的情報を援用して当時の環境を復元した

り、過去の人々の生業や食生活を知ることが可能であ

る。

（３）方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特

徴および現生標本との対比によって同定を行った。

（４）所見

①分類群

分析の結果、Ⅱ甫乳類２分類群が同定された。

学名、和名および部位を表７に示し、各試料の写真

を図版３５．３６に示す。

[哨乳類］

ウシBosTaurus

ウマEquuscabalus

②動物遣存体の特徴

1）Ｒ６：ウシ右下顎骨（Ｍ１～Ｍ３）及び右下顎

前臼歯（Ｐ３）
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'1甫乳類

哨乳類

哨乳類

Ⅱ甫乳類

哨乳類

楠乳類

'1甫乳類

哨乳類

哨乳類

Ⅱ甫乳類

Ⅱ文京遺跡20次調査

右下顎骨（Ｍ１～Ｍ３）の後日歯列長は90.8ｍで、

成獣のものと考えられる。また、右下顎前臼歯（Ｐ３）

は巨大であるので、若獣で近年のものである可能性が

ある。

２）Ｒ１７：ウマ右上顎臼歯

３）Ｒ２２：ウシ臼歯破片

４）ｒ2070：ウマ下顎臼歯

５）ｒ2111：ウシ上顎臼歯

（Ｐ２、Ｐ３または４，Ｍ１～Ｍ３）

ウマ右上顎臼歯

６）ｒ2132：ウマ下顎臼歯（Ｍ３）

ウマ下顎臼歯破片

破片は、摩耗の進行の度合いから10歳以上の老齢に

相当すると考えられる。

７）ｒ2175：ウマ左上顎臼歯

摩耗の進行の度合いから10歳以上の老齢に相当する

と考えられる。

８）ｒ2198：破片が小さいため同定には至らなかった。

９）ｒ4010：破片が小さいため同定には至らなかった。

１０）ｒ4035：破片が小さいため同定には至らなかった。

〔参考文献〕

西中川駿編（1991）古代遺跡出土骨からみたわが国の

牛、馬の渡来時期とその経路に関する研究・平成２年

度文部省科学研究費補助金（一般研究Ｂ）研究成果報

告書，l97p．

表７文京遺跡20次調査動物遣存体同定結果
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６まとめ

（１）遺構の変遷（図１１８）

時代毎に調査成果を記述してきたが、２０次調査地点

における遺構の変遷を、まとめておく。

[縄文時代］

縄文時代に遡る遺構は確認できていない。ただし、

わずかながらも、縄文土器数点と、縄文時代に遡る可

能性のある打製石錐などの石器が出土している。

[弥生時代］

弥生時代においては、調査区の中央部と西部に遺構

が存在する。中期中葉から後葉の遺構である。中央部

I弥生Ｎ

尾
ノ

[古墳！

の遺構は、溜まり状の窪地といった状況に近く、遺物

も少ない。一方、西部の溝群も、Ⅲ層下部のSX-32が

溝群以西に重なり、Ⅲ層の堆積は厚いものの、溝群に

水流を伴った痕跡はなく、遺物も多くない。西側の１３

次調査区では弥生時代の遺構が多く展開し、２０次調査

区西辺の溝群は、弥生時代遺構の広がりの東辺を区画

するような可能性も考えられる。そして、その溝の東

側に接するように、中期後葉から後期前葉の小型竪穴

式住居SC-35が１棟のみ存在し、打製石器製作が行わ

れていたのである。

[中世］

I近世Ｉ

ロ １０ｍ

図118文京遺跡20次調査遺構の変遷（縮尺１/400）
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[古墳時代］

古墳時代は､ほぼ後期の遺構のみが確認されている。

ただし、中期に遡る語と輪羽口が、ＣＸｌ４区のⅢ層か

ら出土しており、２０次調査区周辺での遺構の存在が予

測される。あるいは、北ｌ区で確認されたSC-29に、

その時期まで遡る可能性がある。

確認された遺構は、弥生時代同様、北西部に偏る。

竪穴式住居SC-27～29であり、掘立柱建物SB-67～７０

である。また、埋土類型Ｂとした古墳時代の柱穴も同

様である。掘立柱建物の変遷は明確にできないが、竪

穴式住居はSC-29→SC-28→SC-27と、およそ北から

南へと変遷したことが窺える。

なお、北３区でも、竪穴式住居SＣ－２３．２４と土壌

SK-25を確認しているが、遺構の平面的な広がりは不

明である。

[古代～中世］

古代以降には、土地利用状況が大きく変わり、明確

な生活遺構は見い出せなくなる。代わって、水路とみ

られる溝群が、調査区の南部あるいは東部に掘削され

ている。

まず、最も遡るのが、砂喋を多く含んだ埋土の、溝

ＳＤ－４～６であり、１２世紀代に埋没すると考えられる。

また、出土遺物から、ＳＤ－３も同時期の可能性があり、

ＳＤ－３を主水路として、ＳＤ－５．６がそれに合流する

枝水路との想定もできる。

これらの後に掘削され、１４世紀頃に埋没するのが、

SＤ－１．２．７１である。溝ＳＤ－５．６のような枝水路

は調査区内で認められず、調査区南部を東西に基幹水

路が西流している格好である。

[近世］

近世においては、南区で流水性堆積SD-64が認めら

れ、なお一部では水路が存在している。しかし基本的

には、埋没した溝の上に、SX-14他の掘り込みを伴う

集石群が、調査区南西部に数基認められる。遺構の特

徴とともに、付近で柄鏡が出土していること、北側に

位置するSK-17には１８世紀後半の没年を示す墓石が埋

め込まれていることなどから、SX-l4等は墓に関連す

る遺構である可能性が高い。同様な遺構は、西側の１３

次調査区でも、中世の水路の埋没後に掘削された、

SK-l9を見いだすことができる。

[近代以降一練兵場時代］

調査においては、撹乱層として一括したが、その中

には、戦前の練兵場時代の遺構・遺物が存在した。塾

1０９

Ⅱ文京遺跡20次調査

壕などの遺構の特定は難しいが､青銅製の銃弾や薬莱、

軍刀吊り金具などが出土している。

金属供出の時代、これらの出土遺物損失を必死に探

した様子を、この練兵場で鍛えられた世代から、伝え

聞いている。

[まとめ］

２０次調査区は、弥生時代以降、本格的に土地利用が

開始される。まず､弥生時代から古墳時代においては、

生活領域の縁辺的な位置にあたるらしい。それが古代

以降、とりわけ中世には、農業用と位置づけられる水

路が掘削され、生活領域から農地領域へと転換する。

そして、近世には、水路が埋没して墓域への転換が窺

える。以上のような土地利用の変遷を、２０次調査地点

に お い て 、 描 く こ と が で き る 。 ［ 吉 田 ］

（２）竪穴式住居SC-35

SC-35は、弥生時代中期後葉から後期前葉に位置づ

けられる、直径約2.9～3.1ｍの円形竪穴式住居である。

焼失住居であり、埋土の堆積状況、模形石器や剥片・

微細剥片・台石の存在、さらには顕微鏡を用いた微細

剥片・台石の詳細な分析から、打製石器製作並である

ことが明らかになっている。また、サヌカイト製打製

石錐片が出土していることから、打製石推の製作が想

定されている。

これまでも石核の存在などから、遺跡内における打

製石器製作は想定されていたが、SC-35の検出によっ

て、打製石器製作の事実確定と同時に、生産域という

空間的なレベルから、生産場所というより具体的な資

料に基づいて、遺跡内の構造を議論することが可能と

なった。

[文京遣跡における位置づけ］

文京遺跡では、弥生時代中期後葉～後期初頭におい

て、東西約300ｍ・南北約200ｍの範囲に大規模密集型

の集落が営まれ、遺跡内部には、大型掘立柱建物群か

らなる中枢域、ガラスや土器などを製作していた生産

域、掘立柱建物群からなる貯蔵域、竪穴式住居を繰り

返し建て替えた居住域などが想定されている（愛大埋

文調査室編1998．下僚1999)。

そのような中で、SC-35は、まず住居の大きさが特

徴的である。文京遺跡における同時期の一般的な円形

の竪穴式住居は、直径４～５ｍを測り、SC-35は一回

り規模が小さいことになる。一方、SC-35から出土し

た屋根材と考えられる木材は、農耕具や建築部材に用



いられる、ツブラジイやコナラ属アカガシ亜属、シャ

シャンポであると同定され、一般的な竪穴式住居に共

通している。このような状況は、打製石器製作などの

特殊な目的を意図して、SC-35を建設したことを示唆

する。

ところで、文京遺跡では、弥生時代中期後葉に位置

づけられる、２７次調査ＳＣ－９の埋土中においても、大

量の弥生土器片に混じりながら、石器微細剥片が出土

している。埋土床面や上部からも出土しており、出土

遺物の多くは､ＳＣ－９廃絶後に流入した可能性が高い。

しかし、微細剥片が遠距離を移動したとは考え難いこ

とから、打製石器の製作あるいは再加工が、２７次調査

ＳＣ－９周辺で行われていたと考えられる。２７次調査

ＳＣ－９は、２０次調査SC-35から東約110ｍの地点にあ

り、少し離れる。加えて、両住居跡間の20次調査区東

部や26次調査Ｖ区、２７次調査区西部では、当該期の竪

穴式住居は、１棟確認されているのみで、密集してい

ない。したがって、文京遺跡内では、打製石器製作用

の竪穴式住居を複数地点に配置していた可能性も指摘

できる。

[打製石器製作における位置づけ］

打製石器製作並である点を考慮し、SC-35の埋土全

てに水洗選別を実施し、出土した剥片・微細剥片に関

しても詳細な分析を行った。

顕微鏡を用いた観察により、サヌカイトの微細剥片

は厚みをもち、縁辺部には潰れを確認できた。さらに

微細剥片中には、ｌ辺１ｍ前後の砕片が含まれること

から、模形石器の使用あるいは両極打法を用いた石器

製作が復元できた。一方、赤色頁岩の微細剥片には、

平坦剥離が見られ、潰れもなく、砕片も出土していな

い点が指摘された。

加えて、微細剥片の分布にも、サヌカイトと赤色頁

岩とでは違いが見られる。サヌカイトは埋土西側でも

祝谷六丁場遺跡SＢ１祝谷六丁場遺跡文京遺跡20次調査

出土剥片．微細剥片出土打製石鑑SC-35出土微細剥片

錘サヌカイト函赤色頁岩■■姫島産黒曜石口赤色頁岩･姫島産黒曜石
SC-35出土結晶片岩は磨製石器に使用されるため除外している。

図119打製石器石材組成
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少量出土しているのに対して、赤色頁岩では、９割以

上が東側埋土からの出土である（表２)。

以上のような微細剥片の観察結果や住居内における

分布の状況は、サヌカイトと赤色頁岩とでは、製作あ

るいは使用に関わる取り扱い方に違いのあったことを

示している。

ところで、SC-35出土微細剥片を石材別に見てみる

と、SC-35出土総数202点中、サヌカイト146点(72％)、

赤色頁岩53点（26％)、結晶片岩３点（２％）である

(表２)。結晶片岩は、打製石器に用いられないことか

ら、打製石器用石材としては、サヌカイトが73％を占

めることになる。

道後平野では、SC-35と同時期の良好な打製石器石

材組成を示す事例がないことから、一段階遡る中期中

葉段階の、文京遺跡と同じ道後城北遺跡群に属する祝

谷六丁場遺跡との比較を試みよう（図119)。打製石錐

工房と考えられている竪穴住式居ＳＢ－１からは、サヌ

カイト、赤色頁岩、姫島産黒曜石の剥片・微細剥片が

約8,000点出土し、その内95％がサヌカイトであると

報告されている（宮'11奇編1991)。また、加島（2001）

によれば、祝谷六丁場遺跡出土の打製石錐の石材比率

は、107点中、サヌカイト製92点、赤色頁岩製１４点、

姫島産黒曜石製１点と、サヌカイトが86％を占める。

比較する資料の性格に違いがあるが、文京遺跡SC-35

ではサヌカイトの比率が低く、逆に赤色頁岩の比率が

高い点を指摘できる。組成比の違いが、時期差による

のか、遺跡間の差異なのか、あるいは製作品の違いに

よるのか、石器製作杜以外の製品資料を含めた検討が

今後必要であろう。

なお、台石に関しても、顕微鏡を使用して、打製石

器製作時に生じたと考えられる「キズ」が検出され、

台石の用途を検討する際に、有効なモデルとなるもの

である。

以上述べたように、SC-35は石器製作杜という遺構

の性格から、発掘調査・整理を通じて、文京遺跡内の

構造や打製石器製作に関わる様々な成果を得ることが

できた。しかし、今回の報告では、微細剥片に関して

は大きな見通しを示すにとどまっている。また、石材

の入手経路や打製石器製作工程の復元など、様々な課

題も残る。製品資料･を含めた検討を通じて、弥生時代

中期後葉から後期前葉における打製石器生産と流通の

実 態 解 明 に 努 め る 必 要 が あ ろ う 。 ［ 三吉１



（３）中世の溝群（図120）

先に遺構の変遷でも述べたように、中世において２０

次調査地点には､水路としての溝群が掘削されていた。

12世紀に埋没するＳＤ－３・ＳＤ－４～６であり、１４世紀

に埋没するＳＤ－１．２．７１である。さらに近世にまで

南側にはSD-64が残ってもいた。このうち、東西方向

のＳＤ－ｌ～３．７１については、東西の延長がそれぞれ

別調査区で確認されている。

まず西側は、既報告の１３次調査区である。調査段階

では、ＳＤ－３と一括して掘削されているが、土層断面

観察により、その中に４単位を見い出している。

ＤＢ・ＤＣ区境界部ＳＤ－２．３土層断面（田崎編2004-

Figl35-③）に拠れば、①～⑥層、⑦．⑧層、⑨．⑩

層、⑫～⑭層の４単位である。また、ＳＤ－３の北側一

部には、ＳＤ－２と認識する浅い溝もあり、あるいは北

から合流していた枝水路である溝の可能性も示唆され

ている。位置と切り合い関係からして、以下のように

整理できる可能性が高い。すなわち、１３次調査ＳＤ－３

の①～⑥層、あるいは⑦．③層も加えたのが、２０次調

査のＳＤ－ｌｏ１３次調査ＳＤ－３⑦。③層ないし13次調査

ＳＤ－２が、２０次調査SD-71ol3次調査ＳＤ－３⑨．⑩層

が20次調査ＳＤ－２、１３次調査ＳＤ－３⑫～⑭層が20次調

査ＳＤ－３である。

ところが、１３次調査でＳＤ－３として一括取り上げた

遺物は、底部に糸切り痕を残す土師器供膳具類や瓦器

椀、玉縁口縁の白磁碗、土師質土器土鍋などと、およ
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そ12世紀頃を主体とし、新しい時期の遺物としては、

播目の密な備前焼播鉢が１点示されている程度であ

る。少なくとも、２０次調査SＤ－１．２において認めら

れた、土師質土器三足付羽釜類などは、認められない。

地点毎の埋没時期に差があるのか、それとも想定され

る溝の対応関係に鮒齢があるのか、断定することはで

きない。それでも、１３次調査区と20次調査区において、

１２世紀までの遺物で埋没する溝が東西に連なることは

ほぼ確実である。しかも、一部には近世段階の流れの

存在も確認されており、１４世紀前後においても、東西

方向の水路が継続して存在したことは、十分推察され

るところである。

他方、東側の27次調査でも、同様に東西方向の溝が

確認されている。２７次調査ＳＤ－３であり、調査直後の

所見では、１４世紀に埋没するとしており、位置的に２０

次調査ＳＤ－１に対応すると予測した。またその南側で

は、上流の東部を削平され、西側の狭い範囲に浅くし

か残らないものの、ＳＤ－４も確認されている。時期の

特定は難しいが、２０次調査のＳＤ－２ないしはＳＤ－３に

連なる可能性を考えている。さらに27次調査では、

SＤ－３．４の上を覆う洪水砂層としてＳＤ－ｌがあり、

大量の瓦など、１８世紀以降の遺物を包含している。近

世段階までの水流の存在とともに、２０次調査SD-64に

対応する可能性が指摘できよう（田崎編2005)。

２７次調査区は、２０次調査区との間に約55ｍの未調査

範囲を挟み、直接的な連続関係は特定できない。また、

出土遺物の詳細な検討も未了である。よって、対応関

係の詳細は後日に期したい。それでも、現時点で、１４

世紀から近世段階に及ぶ東西方向の水路が存在したこ

とは確実であり、その方向は、西側の１３次調査区の

ＳＤ－２．３，２０次調査区のＳＤ－ｌ～３．７１に一致す

る。

以上から、１３次調査区西端から27次調査区東端に及

ぶ、約165ｍの長さにわたって、中世段階の直線的な

溝が存在することを明らかにできた。当然、さらに東

1１２

西に延びることが予想できる。

このような溝は、水路としての機能がまず想定され

る。文京遺跡内では、１８次調査・２５次調査区で12世紀

前後の水田層を確認しているが、間に弥生集落の密集

居住域でもあった微高地を挟み、ここで指摘した溝か

らの直接的取排水は想定し難い。むしろ、これらの水

田層への基幹水路としては、１５次調査７トレンチ検出

のSR-27が想定されている。いずれの地区を対象に給

水、あるいは排水を意図したのか、旧地形の復元も行

いながら、今後検討せねばなるまい。

また、これだけの直線的かつ方位に一致した溝とな

ると、単に水路としての機能だけに留まるかは、一考

を要す。周辺の土地区画とも連関して、より広い範囲

で考察していくべきであろう。２７次調査報告作成時の

課題としておきたい。［吉田］
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,|彊約弱ごin・奨約9ｍ・深約20cln二s､･４iこ切られ

SK戸20を切Ｚ

I隅絢４１０副n・長約9ｍ・浜釣2(“，

東西約7りｍ・様北諭50cInのイミ稚桁円形。Ｓ、弛睦釦

東両約14ｍ，南北約１‘2LAの長方形。ＳＸ･２６を切愚。

凋北約1-1ｍ･東西07ｍの長力.形ＳＫ･･１７に切られ烏

径絢:睡の不盤円荒

約１２×：4,2.深約鍬EIR,ＳＩ）･2を切る

約3×･1ｍ抑不整形。劃〕Ａ－３を訓

約()‘6×ﾕ.2麺の長楕円形。副＞･2を切為

約１５×(Ｍ～0.8ｍの不整形。３，２を切鳥。

東西約蝿:口･南北40～鰍加･渓釣90cmの長諦11形m
SK=工を切る”

衷両約1.6ｍ,南北：2ｍ以・.二の不整形。剛〕２を切為

紺０８×1,2ｍ･雛約lU醜５１ﾕ･l20IF,切ら』L為。

鞠ﾕ、×“～鈎唖l・深約X5心11:鴎Ｓ、･６(､､切ちれる

扉平歴鉄分鼎

平面影不明。Ｓｃ･劃・ＳＰｌ３:･罰･』郷を切る、

平面影不明。Ｓｃ２３．ｓP･･131～133に切られ､農

F醐影不i＃ｉｏＳＣ２:。Ｓ1,.131～133に切られる，

約22ｍ四方b嘘而飲･マン〃ン分の催･許と11'1『911顕若尋

X辺釣‘1ｍ弱め方

ろれ、ＳＤｊ１４

－４８】を釧為。

形・４本金槌穴。ＳＤ曹・ＳＸ･-妬に初

Sr･１４４．‘l《１５・ｊＭ７“８．４６６．４７２

二:哩約

率需N

24iを

平面形'ゼミ明･獣:･･29-sK･･31.ＳＦ223.221を切る、

平面形不明。Ｓｃ･･２９．熱・ＳＰ鍵３．型‘1.237に切ら

れる‘，

ⅢＮＷｆ部

2,3ｍ・長約ｌ８ｍＳＣ-.35Ｓ;.;･･146．］9６

壁９．２沼・２８２．２６７．３Z８，靴９．４鯉・Ｉ１０３．４０Ｌｉ馬

切られ、ＳＦ･･二3s＆76.～l灼・２鵠-,.256.海８．２７７.

鶏１．３１２．３１３．３９８．３９９４０嘘切ｉｊ，Ｓ'’２蝿・
２８４．２８５・巽６．捌3と切り合い関係雪

端約:．‐

同縦

Ｐ．

径2.1

れ、

幅約7Ｃｍ・長
3１６．３１９．３３１

３１８，３２０．３２

:辺約l‘51里・撫約恥に霞ＳＰ･･20】・261.262に切られ

SFI･坐2を切る。

:辺約１

据辺約９１:1・峨入l凧約８０ｃｍ・深約9師冒ＳＰ：二４．３』1７

‘切られ、劃,&141を切屑

l～3ｴｍの円形。息Ｐ

Ｓﾖ〕･33.36・SP･44Ｃ

2ｍの方形・４本宝縦穴。ＳＦ･駒3.204に切
うり･認.３６を唾ろ

…ｍ･艇約2ｍ,課，

～296と切り合いド

職・長約15ｍ・漂釣:OcmoS1】･塀9をｕＺ

、の隅丸竜角形状ＳP･･ﾕ４５.Ｘｉｌ・２６１．弱２
℃馬,．

:5ｍの直刈畠角形状.:ＳＤ･３６・ＳＩコム4１

lI-切られ、ＳP･･323.321を切塁

羽。Ｓ1,.-22‘lに切ら;iL、ＳＫ･･３１．s'’２３s～

ｍ深$

に切

2・断面逆台形。ＳＫ９・ｓｘ･皇‘１

切る

n30雛SP-1721：.切られ

4n．１４８．１６１．１侭に切ら

iIjる

りｌｋｍｇＳＣ錨・Ｓｌ:･･315

らオL，ＳＫ３９｡Ｓ1,.31〒

を切み、

耀 一

緋微

図“・６７

1電鴎・６７

区“・６７

|漣野

図8７

図群

図剖

1.期9１

似'９

到

剣

副lC2

図l(Ｍ

図9］

区105

区1９

例３

1鷲'1０７

図4１

例4３

図獅

爵M５

釧4５

副１３．Ｍ

〆Ⅱ

図７．８

同1４

図１

図２

図刑

図Z７

|削勾

輔野

畑

1訂

麺型
川f･；'､遺物

図６８'-．７１

区漉'管７s

1画鋤'箔･雛

|菖騨、置ｉｔ以降の上器柵;討

Ⅸ鶴、９１:iItf師器細ミ

|瀞須恋瀞¥世:師＃
|剛８

図9０

占潰娠悪器雌．.'師器発
＊fｔ,．師器･上肺質:･僻器靭

諾削部、近批狗醤

凶94､弥皇-ｔ器，If墳鎖恵器

晦世二師涛細時

図96、俄幽綱拷

須恵

虻静

図9２

粥生Ｌ器（外唾礎ミガキの

壷胴制も寺

なし

脚認

.:晶師器尭朋部細片

隙'53、須恵器蕊胴郁．.|￥蝿

貝小j路・・炭化物小jｌ

弥龍鵠器兜細院・炭化勃鋼

時・骨維片

図4２

到釧

画4６

弥鄭器--k箭器肘･iO点強

須恵器坪藷11識端部片:点

魚【‐

副6３

叉'16、弥生_:､器50点以~ﾄ゙

珊片少赴（弥生.呂・‘警護の体

偏鵬一合：

|列9ヘユ］

|XⅡ7、弥龍･上器細片約１０点

弥と'二土器誕体部門,2点

弥』?_i昌器珊談1.席

図28、弥生･塁撚・完諏器

罰恋器小片少｢１１‘

なし

98～101,機歯鋼月

03,：:『噴後j雌

瓢ｎ．'1師黄:号

言lC6、弥生.､中世の.‘､器片

ｆ垂・山篠壷底部・須恵篭
<斑・‐･ﾆ卿器Ⅲ底部・瓦器

屈伸部

翌．．ｋ師賛脂器鍋

恵器・‘、

鰯i細侭。

時期

竿1Ｍ

'{｣柵

申１１Ｆ

,:ﾕ世

:’１世

'1'社

::5世

近枇

近枕

．;'言iｔ

近世

祷簡

涯世

近赴

近批

逝枇

聡牛

ロエ寸,I『『ｑ
■■'■畦色

中世

古墳綾期

満調後期

膜':世

,訂墳後期

:．討墳後期

1『冒墳後期

占墳後期

弥生

i;生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥堆

弥生

弥Ｌ１ｚ



副8１

Ｃ

戸
）

引創 4Ｂ ＣＷ１４ 画

SＸ 4９ 曲

証 Ｃ

日

SＸ 鋸

SＸ 、

Ｃ目測 5７

囚SＸ 鋸

魂 、

Ｃ§卿 雛 ＣＸｌ５

6４

劃目 6７ Ｂ

Ｒ

なし

鵬 Ｂ

剖目 Ｂ

SＤｌ７１１ＣＶｌ２

なし

1０２SＰ

なＬ

Ａ

SＰ １０５ CSlU2 Ａ

SＰ ＣＳ１Ｚ

ＣＴ１２

SＰｌｌＯ７１ＣＴｌ２

SＰ 108 B打B脳

Ａ

ＡSＰ 1１０

劃目

なし

1１２ ＡＣＵｌ４

ＡＣＵＩ４

1１４

逝催

種別

SＸ

SＤ

S、’

SＫ

SＸ

ＳＸ

ＳＸ

ＳＫ

玉

ＳＤ

SＢ

SI］

SＦ

SＰ

ＳＦ

SI。

SＰ

誰号

4２

縄

5１

晩

5５

5６

5９

的

6１

6８

7０

１０１

１０４

106

ＩＣ９

;1１

Ｚｌ３

調 査 区

ＣⅥ

CＷＩ

ＣＷ：

ＣＶｌ２

ＣＵ・ＣＶｌ３

Ｃ[y・ＣＶ１３・刑

CＵ1３．１４

Ｃ'1，１３

ＣＵＩ２

ＣＴ・〈:ＵＩ２

Ｇ･rI2

ＣＴ１２

ＣＴ１２

CＴｌ２

CT1：

ＣＴ]：

ＣＷＩ（市区〕

ＣＷ工（南区）

ＣＸ･ＣＹ１Ｉ；〈北l区）

ＣＸ１２・’３

ＣＸ，ＣＹｌ３〈北l区）

ＣＸ・ＣＹｌ５（北Ｉ区）

ＣＸｌ３・’４

Ｃじ1１．１２

CS12

ＣＳｌ２

ＣＴ】２

Ｃ'1，１２

三F面形状･規棋,頃

長辺約】ｍ・幅約40ｃｍ・溌約5亡I，

沖関係。

I協約1.1ｍ・長約ｌＢｍ・深約lOc旨ﾛ

られ、ＳＰ･筆１２~414.417を切る！

幅20～30cm'畏約2.6ｍの不整形画Ｓｃ･27に切られ愚。

約50x90Emの隅ﾉ【‘方形。

約55cm×二ｍの隅【辰方形ｃＳＰ５１ﾕ．512を切る噂

平面形不明。ＳP－２３５．４９１に聯られゐ｡

Sc妬中央乞硫Ｅ約40x5(k､の不整陛諭円形、断雨ｉ

すり鉢状、深釣l0Em圏

‘1尾1節形不明。

長辺約3ｍ・堆大娼約1,3ｍｏＳＫｌ２・ＳＰ･･４４３，認３

に切られ、ＳX-51.52と切り合い関係

長4ｍム

5０．５２

長辺約‘

畏辺部

姓大臨

南北約

畏辺約2.5ｍ･幅約]5:n.深約l醜､。Ｓ藤579【:.切られ

ＳＸ詔・訂・５sと切り合い関係。

釣0.8ｘＺｍの長方形状。ＳＰ･608に切うつれ、ＳＸ･５畦

切り合し､関係

短辺約０８ｍ・長辺約1.‘１ｍ・幅約l罰の台形状｡ＳＸ･‐
56と切り合い腿偲

荏釣恋､の:弓形。SK-鑓に切られあ‘

1辺70ｃｍ強の方形か。ＳＩ》-6斜に切られ、SK-61を切

ろ。

賑約107ｍ・深約10cm，ＳＰ･･皿９．１１，．１５２．１９７に切

られる９

平面形不調。SC-鶴を切る。

〕!届面形不羽。Ｓｉ)･６４に切られ、Ｓｌ)･･鰯6を切る。

壁面でのみ検出旬ＳＫ３０･ＳＦ･223.2型‘二切られる

ＳＰ.l痴・１３７‘］3沈

<148娘）ｘ桁行Ⅱ！

SP･２３７

〈］.7m）
i;二対応。

2認・’3次ＳＰ･432.446からなる。梁間

貯行2間以と（34ｍ以_野。１３汰Ｓ１ｉ

l間
,4２

ｆ
融
梁
Ｓ

ＳＰＩ４７．１５２．１３次ＳＰ･423・韓5からなるロ梁間1冊

21ｍ）×桁行l問〔詔2m)。１３次S13.,塁に対応。

二願断面のみで確認。ＳI）ｉに切られる。

延約2“１１・採約5cn1oSD-lを切る。

〕l〔側祝乱、東西ＩＦ榊状のIIJ能膿、深約5E､,、

径約１髄n・深約１０kｺ【陸

‘径約25cII1・深約l5cInoSP105を切あ･

径約１５ｍ・深籍l玩恥ＳＰ･･10』iに切られ､SP･106を

,切る｡

筏約

征約20qn.深25c圃超ラ

後約15ｃｍ・様5cm弱。ＳP･･１１０に切ら4Lろ。

隆約15瓢:の不整｢nJ形・深5cm弱。SP-]O唯切為。

能lOegn強・深約氏､ａ

征約10“・縁lOEnl弱．ＳＰ･113に切られゐ。

径約lOEin・深lOEm弱‘・ＳＦ･･二12を切る。

14.151.157.224,13次SIA･428.430からなる。

Mgl（5.1ｍ〉×桁行2間以.P.（36m以上〉。１３次
9に対応△

５２ｍ・深約5ｑｎｏＳＦ･ﾕ０５.撹乱+;:切られ、半分

l恥１１・深１０ｍ弱翻

LL・並大幅約26ｍｏＳＰ判3に切られ‘ＳＸ

と切り合い関係。

4ｍ･幅約l2mcSX-51～詔と切り合い関厩

3.3,.1m謡jl3IXl・ＳＸ艶・56と切り合い関係。

約21ｒｌａＳＰ･57zliこ切られる亀

２ｍ・畷不明。ＳP-615.616腫切られあロ

)k:ﾛI・深約4噸ＩｏＳＰ･619にり

迩軸の長jfi円形全SP-620に！

SP4謁・467からなる。難問l間

i〈3.46ｍ〕･’3次ＳＢ料}二対応

治間際

n鴎ＳＰ･･439と切り合

ｏＳＰ４１０’416に切

2れる。

:jうれる。

理Ｉ．

岬微

図3０

図1５

間1４

図2［

図2１

図銘

岡７．８

間2０

図3：

図3１

1鱒詔

図3１

図謁

凶

図調

図鵠

図泌

図型

図3６

図努

図2５

図1３

図1２

図

図

例4７

側4９

図別

図5２

図１０７

に承い蛍糧色砂質ム。砂粒はＳ､-1..．中脳と同:胃

だが、３，１大以ドの腿化訪を含む。

詳細不明

黄灰色砂質.．．.;こ黄褐色粘質.i二が2x3cnIの柵Ⅲ]形プ
Eコック状に梶:軸。苫～2紅n人の白色砂粒を少赴混じ
る。きめ細かくｃし堂りがある。２×3ｍ大の炭化物

をわずかに含む。

黄灰色砂質上i二、にぶい黄褐色砂賀上が3～4mm大
の粒状に混じ為。Ｉ～31,1人の砂礁を少逓含む。下咽
Kこい<ほど砂磯の撹入が少表<、きめが細かくなる。

褐灰色砂藤。１～5mm大の砂礁を少戯含む。

にぶい黄褐色砂牒で、２～5噸I大の砂蕉を含む。粘
性がほとんど憩い。砂喋の入り具合億均質。炭化

物は含まない,

褐色砂賀.上。ＳP･･ﾕ１０よりも砂際を多く含む。１

は05～2三m犬．粘性億(誰んどない。

にぶい黄櫛色砂抗．､ゎ２～4mm大の砂環を含む圃粘

性はない。

にぶい黄掩色砂礁。２二･･5mm大の砂曝を含む。粘性
億ない。３CIn大の僕を少避含む。

灰蛍褐色砂質邑c2-･罰､'大の小磯を多く含み､報し

叫黄描色砂質-tを3ｍ大のプＦ'ツク状にわずかに
む心

｡

fｳｬ

灰黄褐色砂賀:､２．１,'2mm大の砂粒を多く含む。明

黄褐色砂賞金を1～2mm大のブロック状に鯵少職含む⑪

しまりあり

罰･【脆､大の砂嫌を多く含む、：″表りのない黒褐色似

鵬ゴ．。

､黄褐色砂隣。２～4ｍ大の砂際を含む。

砂泣

類翻

八

拠土逝物

弥生土器謎（SX-･印出：｡'．

器と接合）

弥生-土器調片:点

図18、弥生土器細片3点

な1－

弥生_i･‘器蕊片1点

弥生:R邑器.:H二師器小門･2点

赤色顔料、炭化物、茨器チ

ップ、弥生-k器壷・謹細片

剥文-k器1点、弥生-上涛．:弓

師器片1点

iXl32、弥生土器片等約】0点

なし

弥些．:器片1環

な1，

な諺

なＬ

験:‐

図３

な串

認igl-善小片i点

なし

弥些1号･ﾆ器片2点

弥韓-t器片1点

側鯛、１９批紀後半前後の大

量の陶磁器・瓦

なし

なし

1蝿綿

なし

岡5１

図調

なし

な'，

上姉器謹緬部片1点

最下部より当'二師質'弔器片１点

土師器細片

なし

なし

を:，

なし

藍し

時期

弥生

弥生

弥牛

弥生‘

弥生

弥生

弥柴

弥生

弥栄

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥栄

弥生

近惟

弥生

弥生

iIr壇後期

!』『壇後期

訂壇後期

古墳後舗

中世‘

中世

中世

中世

中世

寧世

中世

:而世

中世

中世

中世

中世

[,Ⅱ世

中世
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Ⅱ文京遺跡20次調査

計８

Ａ

Ａ なＬ

SＰ lｌ６１ＣＶ１４
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CＸｌ３

１４

平匝形状・規模・切合間偶

径約15clnI・深鋳１０ｍ

碓20ｍ弱・深約lCmIu

径釣l5En・深５２，３鱗。ｇＰ･il7と切り合い凹係,ョ

凝約l0cI11・深5醜弱‘,Ｓｒ･･116と切り合い別係

確約30Ｅｍ・探約溌川昼

薩椛定約20gIII･穂&副以上雪機乱に切られ烏。

蕊

ｕｌｉ

50に､以'．

〕小穴

i‘,LlL状渓約泳1,Ｊ西側に径約茄
嘘切る国

拝如露I､弱一漂約】5cm目

釣20x30咽口の是円形深40cm超。SD-5を切る，

釣10

藤約

稀202,恥・深

藤20ｍ弱・深

蔭lCm強・瀕約

雀10cln強・深約幽ＩｈＳｌ)･'北岸付近にⅣ『左磐

墾舞cliI鹸後・溌約l5cmoSI)･北滞付近に所在。

径約slO(ｍ・深釣l5eIng撹乱に切られる唇：l縁をト
二･:師滋.二器羽釜を据える”

ふ、ＳＣ２４を切蕗

従約3個、lの不筆IT]形，深約35cIn，中央に径約Ⅱ)皿

農約匪､の小穴

ＳＢ６７を諜成弓ｎ号約50c訓一深謝Oenl｡

約跳×28ｃｍの梢:.:形・深約l4cmoSD-37・Ｓｌ,一旦7３

を切る，

ＳＢ６７を講成”約５１>×7暁nKの催I評;形・深約謁[、
９，３７を切る‘，

l辺5()｡､．60EInの賎形状・深約8ｃｍｏＳＤ３６を切為聾

l辺約30心､の購丸方形状・深約蕊c､毎ｓD･･36．ＳＰ
二認を訓島

径約海唖I・探約30E口RoS:〕･36を切る己

元径総 允In・探約50ｍ‘,Ｓｃ２３床面からの掘り込

凌切る。

罰則･探約氏ＩＥａＳＣ－塑床面からの掘り込み

、ＳＤ１北犀ｲJ近に所在

采約5EmoSp〕'5を

二ＳＤ５斑画検出弓

蝿：，

蒋徴

褐色砂賀『:‘’二－２mm大の砂粒をわずかに含む。き
めIJI細かい画し宝りあ、、

にぶい黄褐色砂賀二号］へ5ｍ大の砂礁を少辻含む
ｳf，きめ牡細かい

掲灰色

弱

Iこぶい黄褐色砂硫。粘性はほとんどなく、＆--‘111叩大

の雛を夢<含伽‘

同１９

黄禍色

寂し･炭

詳細不Ｉ

詳州脚

詐細不Ｉ

詳細不IＩ

SI）･ニ'.，

りあり。

S、：~.､層にほぼ耐ぅ、灰黄褐色砂質．.:。ややしま
りあI〕。2111m未満の砂紘を含む。

に夢い黄柵色砂質.舌。２mm大の砂統が少し混巴る画

粘憧あり。

劃106

郡１７

図5７

図5７

図1０８

図1７

図謎

図ｨ1７

図5１

|ｘ羅

暗褐色砂賀.~:畠２畠３１，大伽砂簾を多く混暢る。５．厘

前後の炭化物粒・暁･働塊を多く念む。１盛りあり。

ｸ嬢。

櫛色砂賀.無、にぶい黄褐色砂質E：が均質に混

ｊる･：～2睡大の砂粒を少賊含む‘,：盛りはない

国大の炭化物をわずか肥含む

'礁。：＝3m堂火の砂際を多く含むI，しまりは

大の炭化』脚をわずかに含む。

質シルi･･１，６剛11火の小牒を含む患粘性

上物も含まない

1局

,褐色砂質シルト。

IlIIl赤

l畠，灰黄褐色砂質.i,。ややしま

沙粒を含む悪

煩型

Ａ

Ⅲ

叫；・雌物
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な’

を.．

験:‐

鞭し

最し

なし

なし

承Ｊ
罰ﾛ－

なし

.二節器細片のみ

回l側、瓦窯1.11

‘師器細偲-．炭化物小jｉ

を:‐

を:鍔

|則lC9、．:二函器片.

図48、弥生土器・鯛･器細

片昌･小ﾊ゙ 約甚0点

ゴ肺器謝片1点

弥生当器..,監師器片15南

疲恵器鎧坪・難片冬1点

弥生．器・に師器片9点、須

哩器片１点

弥生-2.騨・‐上師器細片3点

弥化.剛.器。．:祁器細片Ｊ１点、

鎖窓器蕊・津;§-各:点
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SＰ
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142
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1蕊
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149

l訓

151
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CＷｉ

ＣＷ・ＣＸ１』1．１５

ＣＷ・ＣＸ型

CＸｌ４

CＸ１ｄ

CＸｌ４

ＣＸｌ４

CＸｌ４

〈;Ｗ判

慌約調cｍ・深約22cm昌

復元瀧釣60画1．深鈴3Ⅸ

Si3･的剥箭成。ｌ辺約60cmLの隅丸方形・派約30”
SX･４唯切る。

径約50画・譲苔約劉ｃｍｏＨ:痩従約l8cgIIoSl）３３芯
切る

柱抜

ワ
ー
、
『
Ｕ

唾
諺

慌釣

祥約60ｍ・深約l趣nIL,紘疲径約2:k肌｡ＳＰ１“，l鯛
を切る国

ＳＢ･鋤藍撫成。径60,‘64cmの？:形・鋪約20Ein曹描：
疲徒約25ｍごＳＤ･錦･ＳＸ‘縄.Ｓ１，．１鯨･l9Sを切る。

S13.-70計

壕25．~

3(jに、‐深約2nｃ

を切る。

従痴～70径､]・探約l7cI北柱換径約15醜謡割>･･１５４

１弱に切吟れ、ＳＰ２９７．３０６．６３９を切為皇

径約３０哩m･探約5画。ＳＦ･155を切あ｡

SB･釣を榊戒。椛駒～砺訓:の可形・深約7q:I，紳痕
径絢睡.ＩｕＳＰ２４３を切る＆

5xdlOcmの|慨11影・採約１４cm･柱摸径約lsf.iI‘

･･3sを切る

贈側戊。約祁xfXjcInの長端｢l形・探約3(１m。

き』”摸2,内：は径約20cm畠S】〕劉8に切もれる。

恥Iil以‘.．.･噸約7Ⅱ垣腿の隅丸方形状･深約１月堀gn。

iを切り、Ｓ1,..161と切り合い偶係圏

:M]cn1･深絢20割１１全柱痕径約l玩訓,pSX･63を切局

戯iW成‘，禄55～6()cｍ・深約38cm色往浪径約
ＳＸ６３，ＳＩ:．X99.303を切る躍

2税１１.深約 |叩c,紘拠徒約l3cpl

i･柱痕径絢13ｍＩｕＳＩ｡･･155．醜９

図別

間別

図別］

図別

図剥

岡剥

州5４

列5４

釧5０

図5２

図別

1２４５４

間5４

択褐砂質シル!．。』～2W１１W大の砂粒況￥る‘！

区卵

図
器

図

庁

器謹片1点、皇帥器釧

図55、弥生.･悪.器．-2.蹄謡

製恋器片20点弱

凶斑、綱恵器蒜杯片3点、蕊

胴部片3点、弥生･¥‘器・-土師

器細片約30点

間56、弥刈裁器・髄罰

器片約30点

①‐②腫から弥生.豊蝶・‘自

師緋・弧恵器蝶･10点脳

図鵬、弥生･･･器・‐.懲器

l:l恵器JLi-約50鳶

xl51､③'②層かも弥生－１２器
｡::師器・須恵器鳥･約50点．
農ｲ剖卿・骨?細片

図53,轡･唖派から弥生･ニー
』制F器，頬恵器片約鋤点

上師器謀｝言･漁

|剛56、弥蛎｡:呂器片2点、Ｒ二師

涛片1.W:、須恵器ｈ･】点

図弱、弥生’二器・‐:障器

須恵器間約30点

弥龍.:z器蕊ﾉ誰点

閃51、弥串．:呂器・‘二師器

須恵器細片20点鵬

$1、弥』:..'器・上帥

裡器の小促･約40』力

渦、．誠iii蕎剖片2点、須恵

2点

弥生：器・聖師熟

20点、須恵器片1点

｢器

;訓

､.『埴綬期

:I『戦後期

古戦後期

.『51項後期

宙輔後期

古墳後期

謝我後期

討墳後期

奏埴後期

古墳後期

:』:.』賞陵斯

119.』賞陵期

古墳後難

;I『埴後雌

;里5.戦後期

圭墳後期

Ｍ１ CＷｉ 従約露〔ｍ・深約iOsliL』ＳＫ･鋤・ＳＰ･･183を切る 1if;龍:1器・・:そ師器細片６点 Ilr瞳後期
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平面形状・剖摸・切舎関櫛

約１

径

径

侮

合

径3<jkm稲後のｲﾐ蕨I]形･深約lO6II億.､往痕径約12ｍ‘
SP･’389を切る。

径約幅如・深約35cm。SP-391を切為露

雀20x23cInの１１｣形・探約l茨、

幅釣43cm，深約雌ｍａＳ１〕誤瀦切る。

復元能約20噸・漂約10E､○ｓP.~:郡ﾄー 切ら;iL，ＳＩ）．

37を切る。

約
.､１

托約l5c副１．深約12に､｡ＳＦ.ｌ澱と切り合い閃｛

径約25cnH・深釣30cｍ

約20×25cmの梢円形・課

侭約１７cm･深40cm。Ｓ1,-139に切吟れ､SD33を切る

献約配c、，深約釦cに。Ｓ1》３振切展

約5G×65cmの楕円形・深約25ＥｍｏＳＫ３９甑;‘･319

を切ゐ~

径約Z2cIII・溌釣4CII1コ

L辺約35cnlの謂九王角形状・浜約:7釦狗ミiI;･l4Lに切

'；固れ、ＳK･S9を切る。

径努昌･Ｊ０Ｅｍ・振約10cm贈ＳＰ..::111二切みれ、ＳＫ･釣

を切為｡

錘釣15cIn・深約9喧､。

復元径約15ｃｍ･深約25Ｅ脳

復元径約2罰il,深絢lCmIoSP‘-1s7と切り合H'3関係。

復元径約3ｋm'深約１世刺。ＳＰｌ８６と切り合い関係』

約l5x20EInの稲円形・深約7E､参

約35x50umの楕円形・深約甚冗､L，

振約２５“・深約15cm，苔ら(二『ﾓ釣5EIm・深約１０悟１mの

‘:､穴あり。

径30'､-jlOE口のｲ<糖円形・深釣13E腿

径約30cm・深約23"'oSP-l調’1糾に切られ〕ろ｡

似J鎧50×70cmの長梢円形・様約15cm唾ＳＩ〕･83を切
る、

約4０

径約25(、‘深約7ｍ陽ＳＦ･170{二切ら

約40×50じInの桁･]形・深約9cmoSX-‘に。Ｓ''-347を

切あ。

総銘～48こｍ・深釣識圃

辺釣7止諏の隅九万形伏・議約郡師､ＳＰ･150に切ｉ
も、ＳＰ･･1弱を切る。

ujl5x6配mの隅丸長方形・探約l0En‘・SC-弱に切

かれる。

辺40cm前後・熊約17t訓

I辺約20℃Znの隅九方形・深約:9CmoSP･380を切る。

約23ｘ25cmの稲｢]形・溌約l鮎Ⅱ皿

l27x:ｦpcmの棚I]形・深約8cm。

jl5x20Einの術円形・採約氏ｍｓＳＰ･･2(X)を切る

]2０

元患
れる

似う園

L5x]SCIⅨの長楕円形・深約配圃賜ＳＰ･ｴﾗ9を切るⅢ．

剛２，１.深約枇ｍｏＳＰ･･1輪.l切に切られ期。

１０～二元f､の不定円形・深約7cI1I』S1J･Ｉ鴨を切る。

深約鰯cE1GSC･錫を到り、Ｓ?･･Ｍ８と切り

)x23cInの柿円形・深約8Ｃｌ11．ＳＰ･310を切り、ＳＰ

３と切り合い側薦

25ｘ30cmの長祈ｒｉ形・雛約lOEin湾ＳＸ･６３

に切られる．

50噸の長栂円形深約30哩罰1．牲疲推約20に画喧

Ⅲ見切られる。

ロ・深約25画､4弧ＳＰ･･152に切られる

5屯朝の楠F』形・耀約1艶ＩｉｌｏＳＩ]-.1駒を切る全

Ox30cInの硝臓形・漂約l5cmoSP-189に訓

約Z殉珊。SD-黙を切為。

LZ'｡

煙」．

将謹

側5４

図別

図剥

図5５

{gぷい黄褐砂賀..堵。剛

1.,.21,人の砂粒含む。

にぷい出縄

ク含む。：

『二ぷい黄褐ｆ

砂賀シルト‘

にぷ

洩
幻

一
『

１
１

にぶい黄褐色砂質シルト。焼強・２～3唾前後の、

際含む。

昭櫛色砂武．:漁２mm前後の砂磯少:-混瞳るゆやや粘

性をおびた暗褐色::.i二ぷい黄色2が称<レンズ状
に水平耽読。

婚褐色砂質．､茜。にぶい没色:二の１cm大プL1ツクが斑

状に混じる。

婿褐色砂預
状に混じる

暗褐色砂質:､ｚｏＬ層は均質で、にぶい黄色:..の小
プＵツクがわずかに混じる。下掴'よ、にぶい撞色:･己

のブLJツク緬捌Aに枇じる。

凶3８

暗渦色砂斌PZ。にぶい黄色:'二がラミナ状に拠凸る。

粘醤あり．

暗調色砂質:i:.。にぶい黄色上が1cm大のプコック状

に拠在｡

1鱒調

暗褐色砂賀上凹にぷい黄抵1-赤プＥ』ツク状に含むＵ

1電錦

詳細不明

にぷい識喝色砂賀.'二。にぶい黄色[二の2画i1人プEJl，

ｸをかなり含む．2,芸りあり

褐色砂賀..：２，削後の砂擬をわずかI色含む!,同
色i･･fこぶい蛍色上力矧Inm前後のレンズ状に混騨

時褐色砂賀.弔韻にぷい黄色１．．の]“大ブF1ツクが菟

状侭況！

暗褐色諺

状に汎ｌ２

質...＄｛こ慕い黄竺ｉの二酬火プ1･;ツクが斑

る。

暗褐色砂質･;私．にぶい黄色･士の１cm大ブロックが斑

状に混賜る。

図5５

暗褐色砂鷺.:画くこぶい出色‘二の211MM未満の'j,ﾌ゚ ﾛ

ｸ多く含街。

時渦色砂武:合･上層は均質．下府は;Fぷい黄色..:

の2にｎ大ブ市ツクが斑状に混じる轡

i:ぷL3黄褐色砂賀;名。；･屑はやや暗褐色ﾆﾋが多い
が..｝.半;Jに紙い黄色-こととも(F・ブロック状に混柾。

臆蕊

全休

溌砂質3－

羽郡<、

,'二ぷい黄樫１がかなり湿￥jZ，
."まり弱い、

灰黄褐色砂賀シル:､、明読褐色砂質シルトのプI｡‘

ク。：～2雌大の砂粒，小指先人の炭化鋤が腿鳴る。

凶5５

灰褐色砂賀シルト。２m!n前後の砂際多く含む

図5５

に鑑い黄縄色シルー､ｃﾕ、前後の白色砂粒少殿含む。

暗褐色砂質シル!､｡明没褐色砂磁i二の丸いう･L』ツク

が混瞳る量

Ｋ5５

にぶい黄憎

い麓･iｌ

v,黄
炭化

v､黄褐シルト。：【画前後の砂粒含･む･

2黄褐色らルト。

､黄褐色シルト

隅シルト。１画u前後の砂粒・小措光大の不

吻含か

質シj：

沙葡シル

質土。

抑I前後の

却砂質シルト。：唾前後の砂種・浅黄魚
>丸いブ零ヅク混じる｡

ｇ⑥ｉ,．ぷい黄色-との1cm大プ;rツクカ罰［

－２mm大の砂粒混I肯為

鉛畠砂萱‘二のえいブロック

9黄禍砂質･:･のレンズ城プ:】

'粒含む

1m前後の川色砂粒少用:含む,嶋

1m前後のrI色砂粒少冗禽と

～2mm大の砂粒批じ農

－２mm大の砂粒混.畠ろ

闇

麺型

Ｂ

Ｂ

1３１

１１１．号凱物

弥生_月z器.．１１師器釧路1点

なし

図56,①.②層から弥生i鍔
’二師器・須恵器ハ･釣20点

弥龍．:弓羅．．』:姉器紙片10向

弱

図56､①，②慰から弥削諮器

.:師器・鎖恵器ｊ１･約50.点

図齢、弥生土器・ニ:占師捲約

弥裳-k器・－t師器3点

図5６

上師器謡片:点

厳!．

図5６

|なし
閃56､弥生-f器壷･誕斤3蔦、

炭化物片・引・ヌカイi､微細

剥片｡、イネ炭化巣実１点

剥一

なし

なし

弥生と器片5点

唾：

弥生丸器ハ

なし

弥生．ｔ器細片1点

な:‐

凶3９

なＬ

なし

図56、弥生『器細片3点

弥生_"1器剥片1点

弥生上器細舟２点

なし

図56、弥生：z器。‐.二師器路

釣10山

①～③届から弥生為器。．名

姉器緬撮･釣１０卿

弥生Ｉ･器細脇2点

区56、弥生１.器.．.･師器片

約20点

.i二師器紙片窯

時期

古墳後期

,宙墳後期

占戟後期

.:三i墳後期

lli埴後期

古墳後期

虫演後期

rlrj賞後期

Iji戦後期

､古城後期

古墳後期

古執後期

､画墳径期

.INi頓後期

8.,戦後期

弥生

弥生

弥芽

耐生

弥生

称』｡．

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥豊

弥生

弥生

古戦後期

弥生

弥生

弥生

弥生

古墳後期

-『墳後期

32『墳後湖

訂墳陵期

占墳後期

ＩＬｆ墳後期

hlr境後期

I財墳後期
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Ｆ画形状・制槙・吻合間間

腰（釦ﾊ.70屯､のﾉ'零｢:形・探約‘、唾､』,ＳI）･３３．Ｓｃ。

Ｓ１ｺ勢:を切鎧

僅元

に割

復元径約謁１ｍ・探約瞳訓。ＳＤ３６を切る.，

稚約25叩］深ｆ

瀧約誰爪・採絢】‘ＩＣ,w，ぎらに径約20cII1・深約lOGIlH

の小穴あり眉Ｓｎ４４を1,Ｊ

i侭ﾂ25cm・誰約認cIn

征22～27tｍ・深約２５叡‘

杓鋤×郷cm心艮禰､]形・深約12[I:’

の隅九万形状・探鋤1識訓

二辺約醍cmF

従約２１ｍ

２
０
’
■

墨
需
耕
外

哩
・
陵

平ｊｉ形小明・；

訓う６９を樫成．採絢3D副;ョ詮痕径約１５軸Ｉ署ＳＫ･･3０

切られ、ＳＣ２９・ＳＫ３滋切為ｅ

柾簿22.認・溌約批正霞

径約１蔵剛・擦約恥、

得約25cm・深約I２ｍｌ

約１０×]5釦1の稲1.1影・深約1段、

確約20ｃｍ探約l8czn

稚鈎３１ｋM１１．深鈴竪

稚約3(kIn・探鈴2１

径2IJI、献俄・探釣3U唖ＩＬ

約鋤×30cmの長方形・深約i3割I:二

極絢釦cIn・深絢15cm：

従約即cn1・深約13cm，どら}こ能約8心'n．渓約4cln厩
小穴あ￥圏SK-47を刈為。

憶絢２

の心穴

SB-68を磁成巳深約35ｃｍｏＳＣ２９訓られみ＆Ｓｃ･･2９

床、検出

復J亡徒豹３５，１.深鈴]9cm念Ｓ〔，･２９k.切られ届

約20×2細i1の棺.9形・議約Ｍ、

派１５×

約2(>×23画1の傭!』;形・権約2Gcｍ

鞠17×l恥１１の桁:J形・深約２８噸｡

稀釣l髄ｍ・深約4cdnoSIj製9を訓為

蔽約25EIn・深釣6cmごＳ旨;･･空8に切られ、ＳＤ３３を1弾

征鍔１７屯ｍ・雛約齢副

径釣]7ｍ・派約7kｍ4、

碓誌歌刻・渓約5割Ｉ

『夏元径約30画I・深約20ｍｉｏＳＣ･鋤に切られ、ＳＩ＞

汎:を切愚

約15割12、Ｓｃ･鋤・ＳＰ･必10樫りられる。

’28ｘ雄､の禰劉形･譲約6醜嘗ｇＰ･442に切られ届

'15×20哩口以.且二の梢円形・深約15に口。ＳＰ･157に切

うれZn。

約騨ごｉｎ・雛約批E１

腔卸・＄

×38ｍ

ｿ30f,IIz・深釣l5cmE

7x20Emの梢円形・渓釣24cm。ＳI>･3鰯を切為。

約40ｘ70ｍ’
られ、ｇＤ３

r5nm1吟溺九万形状・探約9c､増．i畔分lji侭

i画・様約鋤cJn，苔亀:品従約]5cm'・探釣l“

|nの河形・深約I{〕瞳JI1，

約１３

約81ｍｅ

たｍ・採釣Ｉｇｆｍ

約10刺！

深約20ＥｎｎＳ睡鋤に切られ、ＳK･･3１

九万形②棚り万・深き釣26cnl｡

淵r1形・深約型crl

)不整柚門影・深釣35創喝ＳＩＩ堂0３

1．ミC･･28を切る喜

耐。割）零lを切為

釣ScI11E

匝冒ＳＰ･216と切り合い関係。

罪･215と切り'”2関偶

IOE口,,ＳＩ)･･223に切られ、SK-Hl

剣Ⅱ

胴 上

特鯉

脳'5５

図5５

略褐色

F状Ｉ

霜褐色抄間.毛I‘にぶい黄色砂賀ｚがブ調ヅク状に

ｉｆじ愚

にぷい髄福生』砂賀w殆叩暗褐色.竺・にぷい黄色.．､朔

斑状に混:蝿

図3８

猪岡色砂賀一.:’二部に↓､､蕊い黄色.．､のブ1r･ソクをや

や含むが、以i､･催均質な砂賀上,，

iiこぶい雛褐色

にぶい黄

にぶい鴬

灰渦色砂賀izoijjj蛍侭色砂質上の[.v,･プ‘』ツクズ
少辻混じる。

|純4５

図別

暗褐色砂質．:＄こ３画1人のにぶい黄色:-のブ海ツク倉

暗褐色砂哲･‘.。i流以,､の:二ぷい茜色砂薗.:品の微細

ゾ１?ツク少並溌じ農

凶詔

Iこぶq,島歯褐色砂簡..。にぶv磯色･笠・堵櫛色.誠

湛巴る画

暗櫛色Ｗ

夢く混冊

fぶい茜

暗褐色Ｗ

時掲値

暗掲色砂賀..・ＱｋＩＩ火⑭'V階プＦ１ツクが斑状に批，

るc1cm前後の砂趣少肱含む

暗悶色砂賀.i･･･2cm火のⅣ間プヒ:ツクを斑状1こ含み

!"まりあり｡

噴・.・・３１叩1入の1V脳プ唖ツクが斑状に況．
蝿前後のＩし際やや含み、し堂りあ、

暗褐色砂賀.2｡：識前諺

'二汎じ為。しまｌＷやあ

のⅣ届ブLJツクがラ.ミ；-1J

似'4９

図4９

|刈舗

|:虻1錨

l'型ｉ

沢黄褐色砂質シル１．回

灰孟描也砂蛍シルi･こ

黄褐色砂賀シルト巳

ﾄﾆー 誘い黄

状ブコ

荒い繭尚仙砂筑-i号i;z，１mm前後の砂粒含･む

Iこぶい紺目色砂賀1名‘！

にぶいif

こ蕊い冊

灰黄褐色砂鷺.：

にぶい黄

:ざ蕊い黄褐経

gぶい黄

こぶい黄

こぶい麓褐色シルトｕ，|こめ根か‘，

〈菰禰睡

こぷい酬

溌迩含ｔ

凹宝。

詞

ｳ質．:弓。にぶも葛出色砂筑1-の:瞳火プ1Jツク

両呂:･忠侭.ぷい黄色砂演．.の]:m前後のブ河

含む戦M:ややあり｡

ｒ尚色砂質.！．

柵色砂鷺!.‘

Ｉ色

｝色シ

Ｉ色シノＩ

Ｉ色シルト。木の版

｝色シルト･水の1Ｆ

砂賀シル}･“

蝿色砂賀.;・・聯黄褐色砂質上iこ1噸I前後の

魁也砂質シル１．・明就褐色砂翫:Fhのレンヌ

【ぜ.:で､前後の砂粒含瞳心

2mm前後の砂礁わずか隈.含み、ラミ

鼠.･力覗綿ろｎし煮￥あり。

､。木の脈

木のⅡ職

iこの根か。

１４

。木の根か。

木の11勘

｡木のM１

k鋤根か‘，

根か.！

ワ根司

〕｡⑤

蕪型

■
Ｊ

，
Ｆ
Ｌ

Ｃ

Ｃ

出一:芳逝鰍

弥牛：呂器・-[､師器片約鋤』」

図55、弥生：､器・Z師幾㎡ｉ

釣】0点

７
）

Ｄ
“
的

Ｔ
』

』
Ｊ
■
■

な’

な:学

趣１．

なＬ

な:‐

験し

弥竺｡．､器。．･蝿;器細片約1０

鞍し

唾Ｌ

鞍し

最Ｋ

な!_．

愚；，

窪：

弥生‘二挫矧片約EO潔

なし

段,‐

雑文Iz器j：：点、弥栄醐器

小片２点

弥生豊器・皇帥涛片少祇

i･判6、弥娼-.も器・ニ師器片

少斌

ＬｎＩ
ＪＬｑ＝

ｉ細；ｉ･器拙片1点

唾．

歴．学

を:ー

愚：

をｰ

蔵ｰ

ｐ
■
Ｅ

，
丹
一
生

1吐：:器洲｣妬点

生~名器柵!｛･力点

時期

海戦後期

部首後難

弥与

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

|裳

弥生

蔀堵

騰生

弥生

弥竺I‐

弥生

弥塾

弥生

弥生

．【i｢蝋後期

蹄と上

紬41：

弥栄

弥柴

閲靴

疏牛

祢峨

弥虻

軸､生

弥生

i,掌

弥裳

;冒墳後期

門墳後川

弥栄

弥生

弥生

弥排

弥喧

弥生

弥生

弥袋

確と1２

齢止

弥生

弥生

弥豊：

炊生

肘生

峰
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SＰ

Ｃ

SＰ Ｃ

SＰｌ２７７１ＣＷ１３

ＣＸ１３ Ｃ

Ｃ

SＰＩ２８０１ＣＸ１４

SＰｌ２８１１ＣＸ１４

SＰｌ２８２ＣＸｌ４

SＰ Ｃ

SＰｌ２８５１ＣＸ１４

圃呂 Z郡Ｉ 齢別1４ Ｃ

SＰｌ２９２１ＣＸＩ４

周

SＰ 288 ＣＸＩ４ 、

SＰｌ２８９ＩＣＸｌ４

SＰｌ２９０ＩＣＸ１４

SＰｌ２９１１ＣＸｌ４

Ｃ

SＰ２９３１ＣＸｌ４

294 Ｃ

SＰ

翻

SＰｌ２９７１ＣＸ１４

SＰｌ２９８１ＣＸｌ４

１１８

遺撒

煙別

ＳＰ

Ｓ1ｺ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

SＰ

ＳＰ

SＰ

ＳＰ

ＳＰ

SＦ

SＦ

ＳＰ

SI］

SＰ

ＳＰ

併号

254

256

257

258

264

265

記６

269

270

”且

2別

276

278

１２７９

283

284

2Ｓ

295

296

301

調 査 区

CＸｌ４

ＣＸ１４

ＣＸ１４

ＣＸＭ

ＣＷ；

ＣＷ：

ＣＸｌ３

CＸｌ３

ＣＸｌ

ＣＸ１３

CＸ１３

CＸｌ３

ＣＸｌ

ＣＷｌ３

ＣＸ１３

ＣＸ１３

ＣＸｌ２・’３

CＸ

CＸｌ４

CＸ２４

CＸ１４

CＸｌ４

CX1･Ｉ

C】Ｘｉ４

平i､形状・境模・切合間係

徒約15唖口・深約2】cmoSD-33底面険出。SP-努lを

切る。

従誇15画・擦約6cmoSP･253に切られるヮＳ１〕醐噛

而検冊I。

径約20cm・深約l(ｋｎＩｏＳＤ秘底面検出圏

径約25c画の不定I']I形･漏約30E､、ＳＤ３３底面検出層

篠l5cn強・議約６，１．ｓI〕抑底面検出。

径約1氏Ⅲ】・溌約皿qnoSI>･33底面検践。

礎.約18ｃｍ・深

23E､の

〕を切る

釣20×28ｍの；

鱗ｳ20ｃｍ・深

約20x25cInの論円形,深約24cIIl。

僅約25ｃｍ・深絢4弛!。

径約l5cmI・深約1班恥ＳＰ･髄6を切る。

陸２５，－

小穴あ

従約23ｃｍ・深約1２，１

復うじ径約dOE口・深約7ｍ。

径約20Ｅｍ・漏豹6画、

僅絢20ｃｍ・深約22,1。

億約1段目n．深約lいＩ

復元径約40心In

cm1の小穴あり。

深約32EzI，きらに径約18ｃｍ‐深約９

ＳＤ･郵内検眺

篠30c訓射・深釣20cnloSD-33内検出．

径約16ｃｍ一深約30cmっＳＩ》･33内険出

侭約20ｃｍ・深約30cIwoSD-83内検出

径約23回ｍ・療約35cm。

遅約23ｃｍ・深約10口n場Ｓｌ）･33内検出

逢約20cIII・深約2()cIn．

遅約209ｺI】・溌約llcmsSI）３７内検出響

径３５～3旋訓・深約１２t､』、

】辺約22ｃｍ・探約Ｍｑ恥ＳＤ３３底耐錨

稚釣30cgn・探約6ｃｍｏＳＰ･283に訓られ蕗

約２

約

険Ⅱ

径約

徹約2()ｆｍ・深約5cmoSl)-33底而検川､，

従約20cｉｎ・深約5cm画Ｓ、．33を切患

従約20ｃｍ・深約ilcIlnSl'･’289を切る圃

極約20ｃｍ・深約28〈

徹約30cmの不定ＩｒＩ

釣20×麓c､の梢円形・深約１０唖【１．sＤ劃を切る。
孫
』

径
乃

径約１５但口・深釣28cm巳ＳＰ･･295に初られあ。ＳD･･3４

底匝検出。

侭25E｡'前後一深約37cm。

径lS-20Em・探鈴ﾜnwn‐

径17,..20ｃｍ・深釣l8qn倉ＳＰ‘･３００を切る鶴

径

約１５ｃｍ・深約20【、巳SD-料哩而険出。

約15ｃｍ・深約21cmoSI〕'繁を到る

約30画１．源約7EE1oSP･295に切られ、Ｓｉ〕･3鍵切

２５～30c棚・採約l5qnoSP．,野1.296を切る‘,ＳＤ.

底面検出

り鰯cIn・深約llcnloSIJ-299に切られあ。

10,-23<ｍ・深約l4cmoSPL302に切られる。

訓氏ｍ・深約ｌ８ｃｍｏＳｌｊ３(11を劉為

28cmの梢円形一深約6cIhoSP282を切る。

30cI1h・深約３８cm，吾らに径15噸・深約5Emの

I)。SlL265に切られＺ

約23ｃｍｏＳＰ･285を切るｇＳＤ錦唾而

約lOcmJSP･2Slに切られる。

句35cn2』SX-41・Ｓｌ〕-260に切られる。

鷺~5形・深約8cmoSX-4:悟切あれ

:1形･採約ScmoS僻妬2に切られる。

約7cm。Ｓ怪261を切る⑪

‐ＳＰ鵠8に切られる。

深約１３亡Iii

狸 上

特農

灰黄褐色砂賀二i_･明黄褐色砂質士の凡v､プIﾌック
2ｍ大の砂粒･ぶ定形炭化物含む。

灰黄褐色砂賀上。蝉黄褐色砂賀,'二の丸いプコック

をSP-鱒3より夢く、ユ･‐２１１１m大の砂粒と不定形股化
物含む。

黒褐色砂賀･と‐明蛍褐色砂質::二のレンズ状プｕソ

ク含む｡

頃謁色砂質シルI､。

灰黄悩色砂質シル;､に、明黄褐色砂賀..･のレンズ
状プゴック・1MⅢ前後の砂粒混じる。

灰祷色砂質･上＆

小術先大の炭１

灰黄褐色砂質土急

灰罰･褐色砂質.'2宮１mm前後の砂種・明黄褐色砂賀･二

の丸いプ竃ツク含む。

灰黄褐色砂質士冒

灰黄褐色砂質-t。

灰褐色砂質シルi･･木の縦か。

暗褐色砂質上。５mm大のIこぷい黄色:,邑のプr:ツクが

比較的夢く混己為。鋤IⅧ前後の炭化物他含む。粘性
あり。

踏謁色砂質二.兄。２cm（のにぶい蛍色.zのプ;コックが

少し握じる。しまりあり目

暗謁色砂質･;.。にぶい黄騨,士の1cnI大のブロックや

や多く含む｡５m飾大の炭化物粒含む｡やや粘性あり画

暗褐色砂質;二壱恥Ｉ大の1V届プｕツク多く含む。や

や粘性あり‘

暗褐色砂質ｊｑ２ｍ大の炭化物粒含む。し：

暗褐色砂質土。lcIi1前後のⅣ届プ『』ツタやや多く念

み、炭化勅競含む。ｆ,皿性あり

暗褐色砂質-folcm前後のⅣ暦ブ:Jツクやや多く含

み、炭化紡粒含む。粘性あり弓

i具ぷい黄褐色砂質ＬＱ５ｃｍ大のⅣ暦ブL]ツクと、Ⅲ

層わずかﾄﾆ含む回炭化物含む。

踏詞色砂貢-.』。

み、炭化物粒含

時褐色砂質士。

憐ややありｃ

暗褐色砂賀.1..“１ｍ前後のⅣ屑ブ耐ツクやや多く省

み、炭化物粒含む。粘性あり摩

暗謁色

み、炭

塔褐色砂質.i：
み、炭化物粒

暗褐色砂質IzoXcm大のⅣ層･プＩ７ツク多く含み､班状，

暗樹色砂質.２．Ⅳ層の微細プ.#ツク少賦・炭化物

粒含む。やや粘性あり.．

にぶい黄褐色砂質..二･１．，２℃､大のプ[フック状にⅢ

Ⅳ層が斑状をなす。

灰黄褐色砂賀:詮。

暗褐色砂斌土に浅競色砂磁iz混じる．

暗篭

黒擢

灰褐色砂賀.,:爵ｉ品ぶい黄横色砂賀上の丸いプロッ
ク少2t含む。木の根か‘』

灰褐色砂質二i・・木の根か。

に錨い黄褐色砂碇上。明黄描色砂質･‘･の不定形プ

I』ツク含む。水の槙か。

灰褐色砂質-t。'臆黄褐色砂質士の丸いプ唾ツク合

む。ｌ睡大の同色粒含む｡

灰褐色砂質･土。明茜褐色砂賀｡.zの不定形ブ[』ツク

む｡

灰褐色砂画一と

灰褐色砂賀-fｏｆ竃Ni色砂質上の丸いブロック含む

灰褐色砂筑強。

火褐色砂賀上雪明黄１

灰褐色砂賀'二｡明茂桶

灰潤色砂璽土ｃ

灰褐色砂質上。明黄褐色砂質-士の丸いプ副ツク含

む。

灰褐色砂質上”明黄褐色砂賀上の丸いブ雨ツク角

む。

灰褐色砂賀上,＞

灰描色砂激iL。

腿調色砂衝-t。

灰褐色砂賀上.。明黄褐色砂質.上のプgコック合･む同

灰褐色砂覧.:み‐明茂褐色砂質士の丸いプ１１ツク含む､

灰褐色砂賀.~勅

色砂抗余

;色砂闘批

頓ｉ､ｏｌＣｍ前後のⅣ層ブロックやや多く含

物粒含む。粘性あり回

党黄色砂賀.[二のレンズ巌ブロック

Ⅸ"含む。

。１画前後のⅣ届プrrツクやや多く合

含む。粘性あり鱈

CII揃後のⅣ厨プ耐ツクやや多く食

『･粘性あり。

ClX大のＭ画フー唾ツク多く含み、牡

豊砂質.邑の丸いブ瞳

里砂賀上の丸いプロ

りあり。

含む

〃常む。

類型
出’二逝物

弥生北器淵１点

なし

図39、弥LIrI'器細片1罰

弥些５.器か士師器

なし

図3９

紺文-,:雑1点、弥生:､弔器3点

な[.

なし

を:，

弥生上器細片１０魚

弥生;:涛割片・2点

弥生土器細片1点

詮:，

弥生孟器亜片1点

弥』l:ｗ･窯細片4点

鞍し

齢とに士器細l§．:点

弥生堂諦細片l甑

弥咋十器闘'1点

弥生:呂瀦劉片２制

証FI-誤片約10点

なし

なし

なし

なし

底２

な.学

なＬ

図3９

花陶器塊1点

なi、

な＆幸

なし

恥し

な'．

なし

な’

験し

な【．

弥剖：1-窯片3点

弥栄-f器片1点

なし

癒し

な:‐

左！

時期

弥生

弥竺

弥生

弥生

弥龍

弥塔

弥生

弥生

弥龍

弥裳

弥生

弥監

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

鋤哩：

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

砿生．

弥生

弥嬉

弥生

弥生

弥幣

弥龍

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生



SＰ 327

Ⅱ文京遺跡20次調査

SlJ 307 ＣＸｌ３ 、

ＣＷ１３ し

削呂 ＣＷｌ３ ａ

Ｃ

劇目 312 ＣＷｌ２ Ｃ

SＰ 313 ＣＷｌ２ Ｃ

なしＣ

Ｃ

Ｃ なＬ

SＰ Ｃ

劃目 318 CＷｌ２ Ｃ

Ｃ

引§ 612ｍ CＷｌ３ Ｃ

SＰｌ３２１１ＣＷｌ３

Ｃ｜なしSＰｌ３２２１ＣＷｌ３

島目 323 Ｃ

引８ ６１銅 ＣＷｌ３ ２

Ｃ

Ｃ｜なし

１１９

CＷｌ３ 園

図SlJ ＣＷｌ３

な［目目 脱１９ Ｃ

じ

画

SＰ 鴨1２ ＣＸ１５ Ｅ

引目 334 Ｃ なし

なＬ砺侭 CＸｌ４ Ｃ

SＰ Ｃ336 ＣＸｌ４

劇８ 338 ＣＸｌ４ Ｃ

Ｃ

SＰｌ３４０１ＣＸｌ４

SＰｌ３４１１ＣＸｌ４

CＸ１４

Ｃ

SＰ Ｃ

Ｃ

劃＆ 347 Ｃ なし

愚

SＰｌ３４９ＩＣＸ１３

適櫛

穂別

SＰ

SＰ

SＰ

SＰ

SＰ

SＰ

SI】

SＦ

SＰ

SＰ

ＳＰ

ＳＰ

SＰ

SＰ

ＳＰ

ＳＰ

SＩ

SＰ

ＳＦ

符号

30Ｕ’

304

3幅

3帖

3腿

309

３１０

311

314

３１５

316

317

319

326

32s

3鋤

33ｉ

3３

3訂

3鋤

343

３４脚

345

346

3４

調迩又

ＣＸｌ

ＣＷｌ３

ＣＷ:２

ＣＷｌ２

ＣＷ１２

ＣＷｌ２

ＣＷｌｆ

CＷ

CⅢ

C！

CＶ

CＷ

CＷｉ３

CＸｌ４

CＸ１４

CXl‘１

ＣＸ：

CＸ１

CＸ１

CＷ１

CＸ１３

平面形状・規摸・切今関係

f護

径（

碓豊

f誤j15に口・様約鰯ｍｏＳＰ･燕を切る。

搾黒ｌ１:ｉｒｎ‘鋸紬潅rr，

似元斡20×抑垣､の冊|'｣形深約詠ｍｏＳＰ．:例に切

られ、ＳI)･33を切り、ＳＰ･瓢)9.31且と切り合い|則係。

径2,unI前後・深約35c恥ＳＩ》･･310と切り合い関係

雛約12nｺ'・探約]ＯｍｏＳＤ･33内羨出ｃ

径約勤cｍ・採約１２ｍ、きら｛こ径約12c訓・深約l2EIE

の小火ありハＳＤ鍔内検川

径約23ｃｍ・探冗IIB』

佳約39cm・深約課CII:、ぎらに径約lOc:１１．深約lOcIn

の小穴あIjcSD･鵠を切為。

径約23心､:・誰約2心､，さら噸径約15fixI・深約l麺lの

!､穴ありＦＳＩ〕鵠を切あ

僅約:jcm・探約]7ｃｍｏＳｐ･36内検出。

唖・鯨約３０

ありｐＳＤ･･3１

復元約50ｘ６”Iの桁｢]形・深絢;i3cm，さらに径約１８
剛・深約8c､:の小穴あり雪ＳＰｌ８０１こ切られ、ＳI）

誼・ＳＫ鵠を切る｡

従約32ｃｍ・深釣９，１，さらＩ.~従釣l2nzn・深約17虹の

小穴あｈｏＳＩ)･36内検出

姪約12,1・深約17ｃｍｅＳＤ･艶内険出国

僅約l3c則・渓約25cｍ

復元径釣35ｃｍ・深約22画ＩｏＳＫ３９内検出。

復元径約１２ｃｍ・深約35cm。ＳＩ

約l2xl5cII2の稲.．]形・探釣l8cl別。Ｓｌ〕３６内検出回

踏約20瞳、深約s4cmoSD86内検出ョ

径約23EIU・$

径約23醜・＃

約節x60EInの長棺円形･深鋤:j§1m．さらに径約弱Ｃｌ、

深約l恥Ⅱの小火あり。５，．３６を切端

径約18割１K．深約l8Egl1､､SD-36を切る。

侭20E､強の』脚.:形。化側が訓壷賦外へ続く巳探約

径約欺にI・熊約化Ⅱ‘Ｉ

極約20狐・深約2r7cmoSX63に切られるｅＳＸ６１底

画検出。

径約120厘1m・深約数moSX-63I;二切ら航るｎＳＸ･６]畷

面検出釦

稽約20ｃｍ・深約22画。ＳＸ･縄に切られる。ＳX･･61底

睡検罰

雄l院､強・深約評ｃｍｏＳＸ･劇・ＳＰ･338を切る。

征20211z強の不定円形・深約8cm･ＳＦ･３ﾖ７・認Sに切

られＺ

径釣15cmの長｢:形・深約l枇訓‘,ＳＩ;‘･3鱈を切るⅡロ

藤4CEm強の不定円形・深約l髄､ョ

煙ﾉf擬約l5C.1句割》･･342に切られるｃ

琵絢2(k刑・溌約40E1,.sP･劃二・３４３．醜‘唯切る

絢25xHi氏EIIの長楕円形･派約4cnIoSl>･･3'12に切らﾉＬ

うり．,３３．ＳＰ３ｊ１１を切段,鯉

切

径

径約20ｃｍ・深約22Ｃｌ､園ＳＰ･･147に･晩みれる

延約lOgm・蕊釣4cｍ

篭約25cm・深約30cm･言らに従約l5EIn・渓約10cm

Ｄ小穴ありｕｓ、拓刈検冊"，

:1309.1．擁約13E､．ＳP･･152(宇切ら:lLる軍

nOcIn・探約5c5IIoSP･3(Xjに切られゑ

725cmの不定111形･深約13<MmoSP召06に切ら#．しみ。

訓款

従罷

鋤

と切り

瞳､の艮楕F】形・深約61ｍＬＳＰ･342.3錨に

I・耀釣l0tIn

N:の柚円形・深釣29cnl

却如・深約35cm巳SP-200に班らⅢし、ＳＸ

い側線

脂約鎚ＥｍｓＳ[〕･331人l検出

鳴約４k口｡ＳI〕･33を切息

I1Gc:､。

陵・深約30ｃｎ１ｏｓＤ,33を切愚。ＳＰ

間鴨

蘭、ざ虜｡｝;:惟約１８邸・深約25cｍ

'４就出。

･･舗内検出。

照 .

将儲

1燭

詳綱不明ｅ

灰褐色砂賞圭。

暗色砂賀i二･１唖前後のⅣ届ブ[ヨックが混じり、ｉｉＩｉ

刺4７

暗褐色砂賀･‘&唇１V層の微鋼ブロック少並含み、粘

性あり画

暗褐色砂質-上。５醜大のⅣ勝ゾIマックを含み、しま

りあり。

時褐色砂賀上ｕ５”i蒋後のⅣ厨プ印ツクを送状に省

み、砂賀強

踏描也燕筑急｡３抑大の1V届プ制ツクを斑状I目.含み

し言りあり

燕褐色砂貿1...3直に大の1V耐プァアックを斑状に念み、
しまりあり

暖褐色砂賀弘回3心''1人のⅣ雨ブTrツクを斑我に含み、
しまりあり｡

暗褐色砂賀iolWW微矧ブロック・災化物;粒含み、

箔逃あり。

!:段：曙褐色砂賀.､鰯にぷい黄色上の微細ブロッ

ク含む。粘性あり．｡F,段：にぶい黄色ZF::；こ点々 と

暗褐色..‘混在恩

Ⅸ詔

図鵠

暗褐色砂黄-k轡］c可大のⅣ届プTリック企み、リョまり

あり目炭化物含む

暗褐色砂質些:ｚＥ２ｈ;Ⅲ大のIこぶい黄色昌:_含む。

階褐色砂質i_堂iIwm前後の砂粒やや含tｊ

暗禍色砂憧R･b2IIIm前後のプ凶ツク;Ｕ

色‘男含む。しまりあり。

哨渇也砂質二t･'１

昭褐色砂寅2名．二【

郷プI』２，ク多く奇

暦褐色砂質Ｌｃ２睡火のにぶい炎色二iもブロック少斌

含む。雌性ぁI〕

哨樹色砂質竺。５mm大のにぶい黄色土プ面ツク・炭
化物雄含む_､粘性あI」

時褐色

の微洲

時褐色
み唾２ｍ

時褐色１

色上のｉ

婚褐色砂質:､zo2-3mm入のにぶい黄色-..プ画ツク

含む。１.実Ｈ１あり

黙樹色砂質シル1.．明謝卦色砂質士の丸いプT7ツク

夢<含む

灰縄色砂賀シル'､。

灰悩色砂賀シル1.．雁ぶい哉燈色砂鷲:弓の丸いプ･

i』ツク少】l+含む･

沢褐色砂賀シルト§に島

11ツク少最念む。：盛りZ

暗謁砂画[二。ユ、前惟の馨め細かい妙粧含む韻

灰涜褐色砂質圭。木の根か。

艇黄褐色砂賀-f･木の机か。

灰褐色砂賀.と‘･浅黄砂賀土の丸いブ[1ツク少冠含
む。木の摂か。

灰渦色砂薗主

灰渦色砂賀に

|尺褐色砂鷺.12．明黄褐色砂涜-ﾆﾆのﾒ1,いブ[!ツタ奇む回

|天褐色砂賀主山

灰褐色砂賀」｡

灰褐色砂貿.土“

詳細不明。

灰裾
プLＪ

色砂賀シル】､に、明出褐色砂

ンクが擬鳴り、：－２煙火の砂i性

賀.'二のレンズ状

少赴含む。

樹
あ

時
り

剛I不明

褐色砂賛士。｛こぶい出色:､二の微細プ!;ツク含む皇

性あり‐

時･砂質Ⅲ..｡，浅黄色瞳砂質'二のプ唾ツク混じ

3色砂賀上。明黄褐色砂賀.iのプゴック魁じ患

監砂唖士。２mm前後のⅣ晦密職状に含む。しま

砂賀上1,1二m以下ﾛの砂粒多く、Ｈ二ぷい謎色哩

プ【:ツク多く含む。粘性あり

砂賀.．≦２ｍ前後の砂喋わずかに、にぶし:蛍

郷１１ブロック少鼠含む｡しまりあり｡

し質上‘スユ“1前後のに悪い蛍色.・・ブロック貧

鮒後の砂磯混賜る

撒細ゾｕツクを含‘

nm前催の砂糠やや多く、Ⅳ屑の微

む‘､粘性ややあり”

い黄蒲色妙質_~号の丸いプ

吟}た

!&に、にぶい黄

承､しまりあり

類測
出旦:遡物

弥生上蓋蕊偶・1点

き:ダ

弥牛.:弓器片i,蝋

金：

弥生二涛・二師器難Ｈ１点

弥皇.己Ｒ

弥生-上需訓片2.訂

弥生-1名閤剖片2jJJ

弥生．:藩蕊馬'1点

髄も

騨一

弥生.詔器壷片１点

設し

蒲!．

jlf､1邑器謹片と点

験し

段!”

蹄生月Ｉ二器壷・蕊各]点

鞍し

弥生一器剖J制甫

唾L‐

験:幸

弥塾1-器細片2点

なし

なし

弥生§･器裂jFl点、他剥｣南・２

な２．

誰:．

敏し

なし

弥生.二善矧玲3点

弥生::：

弥生･認

弥生．_蝿

弥嵯'二器訓時2点

なｰ

なし

弥生･号器細典:点

hBL

串発附2南

・土自

土1Ｗ

所.ﾕ.I.￥

紳肪･２

祷細片l扉

時難

弥竺i；

弥4男

弥排

弥生

弥生

i剥一

弥生

弥生

粥生

弥営：

弥41名

弥生

弥些

弥生

弥生

戯;とI；

弥生

協生

糠堆

輪牛

弥牛

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥牛

弥生

K斜

弥峨

砧１．

砿生

弥生

弥生

弥生

疏生

前週Ｚ

|弥生

弼21且

弥生

弥生

弥生

弥生

弥輪

弥崇
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SＰ

SＰｌ３５１１ＣＸＩ３

ＣＸ１３ ロ

SＰ 353 ､！

制昌 画

Ｃ｜なＬ

SＰ 358 Ｃ

SＰ 359 ＣＶｌ４ なしＣ

Ｃ

ＣＷｌ４ Ｃ

削呂 366 Ｃ

SＰ 面

Sjg 369 ＣＷＩ４ 目

制昌 ､Ｉ

371 、

SＦ 的U２ 図

SＰｌ３７４１ＣＷ１４

CＷｌ４ Ｃ

Ｃ

381 目

罰目 CＶｌ３ なしＣ

劃目 GfI6I ＣＶｌ３ 画

SＰ 386 CＶ１３ Ｃ

Ｃ

SＰ Ｃ

393 ＣＸｌｌ

Ｃ

日

SＰ 395 Ｃ

SＰ CＸｌｌ Ｃ

制呂 397

399

SＦ ＣＷｌｌ Ｃ

SＰ Ｃ

剖目 Ｃ

120

過構

種別

ＳＰ

ＳＰ

員p
bp凡

ＳＰ

罪

ＳＰ

SＰ

ＳＰ

SＰ

ＳＰ

Ｐ

５Ｐ

SＰ

SＰ

角ｐ
，串且

SＦ

醤

３５０

352

I硯

崎Ｕ

361

362

363

３６５

367

3鵠

7０

373

３７８－
訂９

380

｝8４

〕8８

漣９

卯
一

391

ﾗ製

粥６

39s

4伽

157

3餌

調 交 産

ＣＸｌ３

CＸ１３

ＣＶ・ＣＷｌ３・１４

ＣＷ１４

ＣＷｌ４

ＣＶ･ＣＷｌ４

CＷｌ４

ＣＷｌ４

ＣＷＭ

CＷ１４

ＣＷＭ

CＷｌ４

CＷｌ４

CＷｌ４

CＷｌ４

CＶ

ＣＶ

CＶ

ＣＷｌ５

じＷｌ５

ＣＷ１５

ＣＷｌ５

ＣＷ１５

ＣＸｌ４

ＣＸＩ１

ＣＸｌＩ

ＣＸｌ：

ＣＷき］

ＣＷ２１

１４

１４

平面形状・規摸・切合間係

深約10cm画

径約１３値in・深約lOEm。

径釣l3Eln・派約6仁､｡

極約15雌・溌釣9k2,劃

薩約語cIn・深約１１cm。

径約35ｃｍ・認

従約１５２ｍ・場

径約40〔ｍ・深

径約25EIn・深豹l6cmoSP･･357を切あ。

僅約15ｃｍ・様約鰯EIn』

掻約22ｃｍ・深釣22ｍI。

藍約諏、‐深約25C脇。SP-363に切られる。

鎧約:0ｃｍ・探約Sdn全

約20ｘ25cmの附円形・課約23亡in:.ＳＰ･路lを切る。

錐32へ,35cmのET1形・深約劉tIn。

､のlﾂ形・深約lOcmG

琵約20Kgｍ・譲約15画。

椎0.-30cmの不定11形・維約20垣陀翻

『i際j2馳､の不定円形・深約28c訓。Ｓ?‘369を切る,，

径約23cInI・深約l7EInoSI:．368に切られ、ＳＰ･3”を

切る。

羅
諒

釣ｨ15×鋤cInの縮|ﾘ形･深;約l8cざwoSP-870に切られ、

SP･･372を切る｡

鈴65×80座11の良楕円形・漂約l3cmoSP22E・371に
け'られ為

径約20cin・深釣24cｍ

逢約20軸:。深釣6ｍ今

約23×30瞳wの憂諭.ﾛ形,採約25t訓

約20×2蕊､の憂稚円形・雛約36画､、

錐約25如・２段の揺り込み・鯉探隷3元､叩

篭釣2跡・深約l4cmaSP･167に切られる。

畏紳9(にm・編論B5cmの溝状・深約6cIih、東端に径約
欺｡I・深約１５但諏の小穴あり。

径約15Ｅｍ・探約20ｍ。

径約器c、,深約23Ｅ､】，

復元約舗×55cmの柿円形・深約40醜。ＳＰ錦5.386
と切り令１，､関係。

槻.□径約]段in･深約１５瞳moSP-8制と切り合い側係,』

復元凝釣18cm･深約恥ＭｏＳＩﾕ384と切り合い|則係。

侃約鰯cｍ・探約22qwaSX-4lOと切り合いl1U係ｃ

後約20ｃｍ・深約泌‘'11,,

径約20cIll・深約１５cm念ＳＰ･162に切ら:!L届

瓶半分調壷区外。深約21に圃鳥

ﾕ辺25～35cmの不整形・深釣l7UIn｡ＳＰ１６３に切らｵ１

径欺､前後・深約32邸，ＳＸ･63底面検出

約舗×4晩､の桁円形・溌約10劃咽

fそ釣塑cｺ1・深約l5c1n。

径約二3醜・深約25cm。

径：

篭20-25cnl，深約釦iloSP･3”･‘１００と切り合い関係
ＳＤ８３駁面嬢出。

径約2CEm･深釣30E､願SP898-400と切り合い関係。
ＳＤ６３底面峻出。

釣20×30E､の賭円形・深約１８瞳ｎｏＳＰ･３９８．３s9と切

り合いIXl催しＳ、蝿底面歳出Ｉ

20Einの円形・深約9ｄｍｏＳＰ鵠9に切られ、難'-．
を切る

720噸1.深約17℃刺

715EIn・深鞠26Em。

<25cmの楠IT]形・深約19亡iｎ

26q､の稲円形・深約4cn2。

約2譜ｍｏＳｌｺー 358に切られる。

22ｍＩ

埋．．

馨微

曽蒜H不淵。

需細不明価

》
街
“

晴
む

にぶ’

にぶ

；具綴Ｉ

仁蕊い黄褐色砂買シルト。聡蛍褐色砂質.,名の丸い

ゾ『』ツク少最命む．

灰黄褐色砂賀シル'､嘩明黄褐色砂質:名の不定形プ

ロック含む。

灰黄褐色砂質シルー｡｡一
侭ぷい黄禍色砂質シル．､。（P誌い黄横色砂賀-.弓
明黄禍色砂質土の【.いプE;ツク含む。

にぶい黄櫛色砂賀シル･輿．ｉｆ患い黄掩色砂質:弓，

明黄櫛色砂質二の丸いプコック合を,．。

に蕊い黄掛色ｉ

に.ぷい黄褐色ｉ

'プE:ツク壱

暗褐色シルi､Ｅ

肯む｡，

}こぶい黄褐色砂質壷

にぷい黄謁色砂質シル』､雪

にぶい黄掻色砂鷺允。

にぶい褐色砂甑.:号｡にぶい針橿色砂賀.;zの丸いブ

語ツク含むｕ水の謹か｡

灰褐色砂蹴シルト凹

にぶい黄渦fiL砂薗上

灰黄褐色砂貢シル

灰黄掲色砂髄シル

灰黄褐色砂賀

灰黄

にぶい戯褐色シル

シルトの丸いプロ

暗褐色砂質:と。：'-3’

斑荻に含む。紬f･あＩ

暗褐色砂賀･士。Mfi・炭化物多く含むI，‐
暗縛色砂賀.:..。Ⅳ肘舜斑状に､炭ｲ磁粒少最含む

暗褐色砂質.;．,、３'､･5mm大のI:.ぷい黄色島:ｽプロック
を斑状に多く含む

暗褐色砂貧土。ｉ蜘

斑状に含む。しまり

贈褐色砂質.[｡.山ｌ蜘訓後のにぶい黄色'2ブ1コックを

斑状に含む。：〆まりあり。

黒褐色砂質‘，｡明茂褐色砂賀.二の丸いブ原･ツク含む

鵠褐色砂質土,罰黄褐色砂質七の丸いブロック含む,．

暗褐色砂賀.i呈罰に蕊い黄澄色砂質と．iこぶい黄鐙
色妙箕'二の丸いプ【コック念む。

灰褐色砂賀r‘､

暗猫色砂鷺土曾明黄褐色砂賀土の丸いブ:Iツク』
最含む。

祷緬不明｡

曙褐色砂質土。上部に2mm前後の砂雛多く含む。し
まりあり｡

暗褐色砂筑黄。ラミナ状に::二・1V届が混僅鴎やや妙

賀強。

に蕊い黄褐色シノント。暗褐色/己.にぶい黄‘色:ｉが３

～5ｍ大のプ[zヅク状に混じる。粘牲あり、

暗褐色シル1､。1...3mm大のにぶい黄色ｔブロック拠
しる。粘性あり衝

詳細不聡

詳細不明。

詳細不明

褐色砂賀-{わ：【m前後の砂粒やや含み、ユロi1人の

厨が斑状(F混淫

褐色砂貿士｡1cm前後のⅣ焔が斑状に多く混じり

魂い黄詞世

褐色砂抗．i昌冨壁何

含み、粘性あり、

且砂武･;.。動1m前後のにぶ;,､黄色jzを斑状I蛾

省焼あり。

３，黄褐色掘筑上。木の狭か。

,-蛍褐色砂賀上。

黄櫛色砂哲シルi,。

鴬褐色砂悩

砂質シルト。

砂賀．!〒．

し質士っにぷい黄橿色砂闘.二の不定

砂賀.iａ

|世没褐色砂質.弓の丸いプ茜ツク少1,ヤ

ｃ木の根か。

'卜｡

前後のにぶい蛍色.;:プ[Iソ

可陵のⅢ・1V届ブ苗ツクを斑状

Inm前後の砂粒含む

1ｍ前後の砂糠・浅黄色砂賀

､大のiこぶい黄色．.ブrWツク

類型

ｌＣ

Ｆ■

、諺

出土瞳物

駁［

験し

晶し

なし

准し

|弥弔~E器片約】0点

弥生ｆ器片二点

弥生-と器片1点

な’

をし

なし

|なし

なし

な;幸

な'．

弥壌･士器細片1点

なし

なし

なし

なし

な！

をし

なし

な【〃

図39、弥生ｆ羅細苧:､富

な:．

論fi:１－襟細片2点

なふ

図3９

象し‐－－
企Ｉ

届耳回
旬鈴､■

なし

なし

寿細附・1#」

弥生･ﾘﾆ器訓片叫』

祷剥峠1頂

なし

弥生r･瞳琵崎5駒

弥生i器細片1点

象し

なし

験１

なし

段し

なし

意Ｌ

時期

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥峨

弥生
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平面形状・規摸，坊合|M1葡

従約]5軸深約ZOcII1

i濡弧2cIp深約l6cnIoSl〕型を切る

従約2()､l・深約泳卵I‘ｎＳＤ３３内樹'；

侭約25ｃｍ・深約l鞄11,ｓＤ網を切る

廷約”か11:・深

約dKjx鯛〔Rnの

cｍ・溌約‘l邸

4岬・４鵠を･切

碓豹20＄ｍ・深舟

似九釣玲x25【

;.､切られる。

復如約臨ｘ４０

碓鞠23撮、‐探捻24cgIIoSl）４３を切患

約lOxi5抑の楕円形．漂鈴l4Em

派謝且3鞭深約挽I抑ｏＳＤ,43底面検

征約恥郵・深釣l伽ｍｃＳｌ汁13底訂検出。

約ｌ５ｘ職Inの稲P・形・深約l銑moSI罪13座而調I鴫

従約15cm・熊

径約15噸I・擁

隆約l8p11・深；

約18×沙．Ⅱ

蚤約20EII;・深；

逢２０ｃｍ１１磯・撰鞠2馳訓，

昼50Em以史・1留鍛､前後の榊状・蟻約l(1蝉一

薩釣１５ｃｍ・深約l暁加。

径約１沈肌

征約Ｉ

才鼎
ﾛﾛ

荏畿

荏埼１２じIn・雛

蔽約欺伽・熊

'約鋤×35亡Inq

侭約20cm・探絢純心Iｒｌ

:辺30訓前鐙のが定形・唯閲EIlIlあみ・雌深部採約

脚2１

径約２

径12~･望画の:｣形・深約I20CIilo

20高-通劃の1誰形･深約8Cl:1.ＳＸ･‘12と切り合い間隙

径＃

径

復元琵約5()CII1．深約換皿,ＳＸ４１に切られ、ＳＰ２ｉ２
を切る

経約50E口鋤やや隅丸ﾉj形・深絢36ｍI､径約12醜の
唾抜き取り縦ＳＸ５０・唾を切る目

約55x縄Ｃｌ帥の桁I::形,深約5(k患冨C･２７に切られゐ。

約35x50Emの梢i零形・深約諏侭I，さらに径約１５唾、

謄約7ｍの小穴ありｓｇＣ２７唖切られＺ

羅約おじ.'・探約]０cm，苔らく馬径約2()亡n．深約｡)、

り小穴ありごＳｂ認に切られ蕗

約鋤x25ごI､”端|言&影・探釣22cII1u

if約鴎cｎ・深約舗ｃｍｏＳＣ･27}こ切られ､ろ。

約醜、深約税ｍｏＳｃ癖に切I;・れあ勺

25劇13前俄の率‘陵円形・振鈴:2cm，きら'こ径l2cII1

約17,1のﾉ:､穴あ

J2(j噌皿・鞭釣26煙ｍｏＳＣ･銅に切ら記し患と

20唖11．蕊約31Em蝦ＳＸ･’40庇耐検出

ＩＣ棚・派ボ

×2誘皿の棺|Tl形・撰釣15ｍ

{に１，.深釣2恥、

Z0EIn・深約祁CIT

ZO師探約l9rm。

・深絢:7ｍ《，

侭剥25劃､患ＳＰ曜125と切り合い関係‘、

絢蛇CII､急ＳＰ･蒲121と切卜J合い側係。

lIicn1・ＳＦ･105を切る冒

蚤梢１５形・深＃

'〕小穴あ:ノ i］４{〕5に切られ、ＳＩ:･・

n'の楕円形・探約l唾訓。ＳＦ406.4齢

龍I．]形･；

]5釧1量

二SEIn：ＳＤ４３を切器圏

櫛｢1形･深約30ｃｍｃＳＤ４３睡而伽Ⅱ

卸3mgm署

:I･鞭・探約20噸己

卸20如冒

I甑X、，

fiE形・深約1段則

l恥I】、

i~切ちれる‐

ﾘ2(に､:_Ｓ膳408を切る．

堂 １

特徴

涌色シル1.

4る。粘憎

褐色ンルト

､：るぃilIi桧

|粁掲篭砂質･；国産Ⅲ前按の砂際多く混lうる･．:､､部1,ｋ

ＩＦぷい黄色-tが･ブE｣､ヅク状に温￥るしま剛粘1畠
あり。

晴陽色砂質-１２．２，

粧糾あ;；

'窯両面ﾝﾙﾄ．
蘭褐色シルョ

：シル;･ブ1.,

にぷい黄色-t:I:に、ｌ心In入の黒柵健

ツク念も,凪、粘性あり

時褐色シルト。

皆褐色シルＬ。

厩褐色砂質_：｡2m匡前後の砂藤多く含軸。
茎間色シノ

鯉巴る蜜粘･ド

黒褐色シ

暗褐色シバ

混じ為

'二含も

誇謁色シル１．５１cm火②にぶい黄色_ﾐﾆブ『コック少+,ト

含む“

曜渦色シル：

ＮｌＳ

飛悪色シルト。：c11h人のにぶい費色１.ブ旨Pツク少１，＋

晴渇色シル!．_にぶい此色．の職Nプ『･ツク少冊'含む

黒渦侭シルト。３ｍ前後の,馬ぷい哉色.賭･プ：r･ノク刃

斑状に霧<湿とる園

凶』凸
7,↑

IJu

脂･マン

鉄･･マシ

談･マン

鉄･マシ

欽・マンがン分の沈蒋で赤熟諾びるｅシ

にぶい黄褐色砂賀.i､，明黄褐色砂賀-P･のﾒいニゾ1１

ン含む星

にぶい黄榔色砂賀._．；副黄褐色砂賀.i･の丸いプ詞

ク含むＥ

灰黄謁色砂賀::‐：１１Ⅷ前後の.竺砂粒少11t含む

にぶい黄栂也砂鷺臨

:::ぷい黄悩也砂哲上

Ｉ汗褐色砂質i砦。

需拙ぷ明

龍褐色砂賀シルトｓ

1剛5５

麺3３

詳細不明昌

暗褐色砂質‘宅。』噸大の侭ぷい貿色-kプ両ブタ混じ

為。しまりあil。

暗櫛色

暗褐色

状に多

堵褐色砂質.z･くぎぶい前世一:の微矧ゾ!コック歯脚

炭に多く含むししま1ﾉあり巳

屑褐色シルト

時需偽砂焚.:己‐にぶい黄色:zのブIiツクわずかに混
:Ｚ

I営蕊仏シル:､．

魚･マンがン分の枕蒋で赤み帯びる。シノＩ

黄御世砂賀･咽っ

i雌

褐色砂賀-:号にぶい焚謹宅の搬制lブ酉ツク編ず

隠混:堤

州色

3色シル胤・２．．３m111犬のにぶい黄色患プ11ツク斑
<掘二Zj。

託い黄禍色砂武：呂暫制髄橘色砂薗士の丸いプ誼

7.1111m前競瞳の砂粒倫･む．

､此褐色

沙簡.や

質.‘.･、且一発､犬のにぶv出黄色．:畠ゾ;Fツク

'&:,ろ。炭化物就含む。粘姓あり

I皆.~．..，：ごぷv埴

苛む。乙まりあＩ

尻?｡.‘，！~ぷいidN

含む鯵：,まり

ン分の批祷で赤み帯びる。う

ﾝ分の沈満で赤み帯びる。シノＩ

i'分の沈特で赤み課略.必

ﾝ分の沈滞で赤み帯びる過シ

3管､火”;こぶい黄色1..プ階ツク多く桃

龍､大の臆ぷい黄色.ｌブ【ユック多く混

.３醜大のにぶい黄堂.・ブコック少1K

あり＝

。１画大の1-ぷり:蛍色.二･ﾌ゙ 酷ヅク少珊

叩にぷい黄色-|:の撒訓ブLJツク”ず力

》徹月･患１１１１m削後の砂粒介も

IⅧ茄後の砂牒含む．｛.､まりあり。

上物競合も､｡粘性あり

色上”微訓ゾrT.yクを斑

色-1"の微細プ！；ツクを斑

直読いロ

寅強い

斑強い唇

強#２‘

餓型

J■

L=

Ｃ

便

Ｃ

出：L逝ｌＷ

意:.．

弥生１.器綱強.!：

なし一一

弥牛:-.器細jI-:点

弥曇..Z器細片]点

唾:．

瞳:一

が．
⑤むし

な:〃

｡:し

なし

を

憲司．

弥裳．･撚鋼財:点、殉磯器

時旦.‘蔽（紛れ込みか〕

図3９

なし－－

燈し

翫麺冒需､､･2点
なし

なと．

弥亀・：･器ｊｕ点

なＬ

縦！

例3９

弥塩-1二器Ⅱ．:､虹

弥生:二器!:‘1.砿

を.雲

i-L嬢１．判
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平面形状・焼淡・切合閥係

稀約25ｍ・深約20cE1､巻らに径20Eに弱･深約Mcm
の小穴あり。

鋒約12ｃｍ・深約13cm。

捗約25種m・深約38cm．

篭約１２，１．深約14cm。

径約１２t、

径約１錠、，深約10cm。

拶約20Ｇｍ・深豹28c国。

径約l玩訓・熊約20［､。

荏約１５国n・議約20ｍｇ

柾約野(２ｍ・派約２分mへ

径約25ｍ・深約25cm。

l辺約25cmの不定形・深約11cm。

径釣18ｃｍ・深約6cnl

徒鈴１５ｃｍ・深約29gmnSP･vl65をゼ

徒釣1iicm,深約17,喝ＳＰ.,jl64に切られあ禽

姪釣２１鞄n・深約20EmoSC･２７に切Ｉ

慌約25ｃｍ.深き

豹18x22E訓の稲円形･探約釦Ⅱ｡Ｉ

径25.-35cmの不整円形･深約8ｃ

探絢23cmの小穴あり塁ＳＣ･釘ﾄﾆ

匪濁Ｅｍ

４花・４７

復元径約２5c:n．探約8ｃｍｏＳＣ２７に刈られる。

錘釣12ｍ・深約11ｃｍ，Ｓｃ･27に切られる。

鎧約２９Gｍ・深約20ｃｍＥＳＣ－２７に切られる恒

確約25画・深約l6cgnoSX･鋤底面検出唇

復元径約20”・探約１２cm。

掻約30ｍ・漂約32cm。

掻約20℃1,.深約2蛇口。

|径約12ｍ・深約4cmoSI>-‘188を切爵

億約20cm2.深釣20cmoSP-487に切られる。

径約１５，１・探約11rm-

径絢15ｃｍ・深約泳In。

径諭30ｃｍ・深約7cm，さらi晶径l5snl前後一深約3cｍ

Ｄ小穴あり。ＳＫ･47を切る。

i夏元径約30ｃｍ・深約ＳＣＩ脳含

稚約25ｃｍ・深約]Sc､翁

僅約23ｃｍ・深約14c側

復施徒釣20Ｅｍ・深約5q口噌ＳＰ･196に切られる。

径約鋤cln・深約35911.ｓ1..495G1Jj為

径約16ｃｍ・深約4ｋTII

約妬x45qnの不蕊楕.画』形,深約３８ｍ，ざらに径調

、前後‘深約6cmの小穴あり。ＳＩ:499を切る〆

夏元僅約30〔ｍ・深約i9cm唇Ｓｃ･･271二切られ、ＳＰ．

74と切り合い関係

復元径約30ｃｍ・熊約l7Em。ＥＣ･･27に切られ、ＳＰ

73と切り合い関係。

約l8x22Cmの楕円形,深約22ＣｚｎｏＳＣ〃Iこ切られろ。

復元径約25cnl

sP477と切り

深約l4cmoSC･･野･ＳＰ･478に切られ

合い関係

蔓元径

糊１５ｍ・瀧

lOEIn強・深

約20c則・源
穴ありｎｓ［

30園n.深約１

切り合い閥

3cnloSC･‘〃･SP-478に切られ

係。

;後,深約20cm｡SC-･訂に切られ、Ｓ1，－

を切る岳

約二７，１。

7ｍｏＳＰｗｌ{遇を母

ｿ6cInsSP467に切あれる麺

褐C口、苔らに能釣]OCn・探約I5pnの

35熊面横出分

jlOEmoSC舗床面戟出響

§C--35.SK48を切

どらに径釣20cｍ

】ろれ為。

られる句

蝿：．

特徴

暗褐色砂質･'－．５ｍ大の･こぶい黄色･;zプ画ツクが

点々 と混じ為。粘性ややあり。

需緬不明。

灰オリーブ色シル鵬。にぷい黄色二:_中に胤々盟賠褐

色.･が斑状に汎じあ己

暗灰髄色シ

黒褐色シハ

暦オ:；・・ブ繕色シルト悪１cm大のにぶい前色･ミプ:』

ツクカ斑伏に多く汎賜る。

黒褐色シルト。lcJil大のにぶい茂色島ブロックやや

多く含む。粘性あり。

幾掛色シルト。に鉱い黄色土ブTZツク多く含む。粘
性あり巳

贈褐色シルト。］“前後のにぷい黄色まブロック筒

む。粘鷺ややあり‐

暗描色砂質』宅。にぶい黄色目'二の微細プT7ツク少し

含む。し童、あり。

灰黄褐色砂瞳．:-膳明黄褐色砂質-iニプロック混１＄ろ。

灰黄描色砂質士に明黄褐色砂質士ブ耐ツク混じろ

灰黄褐色砂質-t。

灰褐色砂賀;･舟

黒褐色砂暫』.､に明黄描色砂質七の不定形ブロック

混じる

晴褐色砂賀.Ｅ、Ⅲ･3cm犬のⅣ層プ苗ツク混じる曇し

蚤りあり。

iこぶし､黄褐色砂質土。２～封入の砂礁多く含む。

;二ぷい黄褐色砂質..･･２－‘3目､大の砂残多く含む

灰黄褐色妙質竺。ユー2唾大の砂粒含む。

灰黄褐色砂質_･癖エ．､-2ｍ大の砂粒・小指先大の'１

定形炭化物少丘含む。

灰費褐色砂賀．､1．：･･2睡火の砂粒含む己

確掛色砂賛二;･ロ２mm前後のにぶい黄色-tを､f状仁多

〈含む曇粘･性ややあり。

暗褐色砂質;二･

多数混限る。ペ：

暗褐色砂賀上．１～２１１１m大のにぶい黄謹.､モプ面ツク

が多数混じ為。やや粘性あり。

詳細不ｉ

詳細不聡。

詳細不明。

詳細不明｡

暗褐色砂賀･4LoL-3nm大の1V層･ブロックが混聖為

しまりない。

暗褐色砂質土〈ユ.-.3諏大のⅣ層プ[苫フクが混賜る｡

｡鐸まりない。

詳細不明。

暗褐色砂貿-諸々］～3mm大のにぶい黄色士ブロック奄

斑状腫含む。粘性あり。

暗褐色砂賀-4Ｂｓ３ｃ剛大のにぶい黄色-tブ両ツクが混

じろ。しま!)あり。

暗褐色砂質士画且～31rﾛ大のにぷい黄色-t:ブロック

1mm前後の砂粒やや含む。：凍りあり。

暗褐色砂賀二:'芯。５ｍ前後の‘二ぷい黄色土プ『コックを

送状に含む。しまりあり。

暗慨

曙櫛色砂質土Ｑ３ｍ１前後のにぶい黄色-tプロック

ニ”前後の暗褐色-tブロックが混在鰯Ｌ室りあilm

時掲色砂質上。にぶい黄色上のプ17ツク含む。：〆裳
i〕あり。

詳矧不明ａ

暖掛色砂質土｡lInm前後の砂粒やや含み、３厘m'前陵

のⅣ届プ凶ツク含む。しまりあり。

階褐色砂質.･網３cm大の1V層ブロック多く含む。：〃

まりあり。

確掲色砂賀上鳴iinII1前篭の砂粒やや含み、lcI111f

のⅣ届ブロック含む．しまりあり。

噌櫛色砂貧ｔｏｌ型､前後の砂粒やや含み、Ⅳ府微細

プ肥ツク含郊。

暗褐色砂賀上．やや砂賀強い。

暗褐色-ｔ砂鷺-ｔｏ２ｍ１大のi二ぷい黄色土ブロック斑

状に.含む鶴粘融ややあり

暗褐色砂賀..:olcnI前後のにぶい黄色武プ汀ツクズ

腿じゐ。粘性ややあり。

i掛世砂筑士。二ｍ前後の砂粒・に蕊い黄色:.二の微

iﾌ゙ 1：ツク含む鰯

3色砂置.ｚｏｌｍ未満の砂粒やや含む

明ｅ

罰-2mm大の;:ぷい黄色.：ブ”ツク

粘催あり、

ｉｉｉ後

類測

Ｃ

〈
し

川.;琶没物

なし

験し

験し

なＬ

なし

なＬ

なし

なし

なし

弥生』二器片1.南

なし

なし

謎

まし

な単

なし

なし

弥生ｆ器細片4点、炭化物

淀化物

なし

なし

な:〃

な:．

なし

なし

なし

なし

象し

なし

鞭し

なＬ

なし

なし

|なし

なし

なし

なし

なし

なし

協生’二器細片]魚

なＬ

弥生豊器細j百・:園

時識

誌生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

誌生

弥生

誌生

弥栄

弥生

弥盤：

弥裳

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥龍

弥生

弥栄

弥焦

弥生

弥生

弥生

誌生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥砦

強生

弥生

弥生



SＰ

Ⅱ文京遺跡20次調査

ＣＷＩ４

SＰ 499 日

SＰｌ５０１ ＣＶ１２

SＰ 棚Hｉ 圃

503 ＣＵｌ２ （
』

計目 Ｃ

5,6 ＣＵｌ２ Ｃ

506 Ｃ なし

SＰ 507 Ｃ

SＰｌ５１０１ＣＶ１２ Ｃｌなし

別８ ＣＶｌ２ なしＣ

SＰｌ５１２１ＣＵｌ２

弥生

514 ＣＶｌ２ Ｃ

圃

ＣＵｌ２ 弥生、

引目 Ｃ

520SＰ ＣＷ１４ Ｃ

SＰｌ５２２１ＣＷ１３

SＦ 5冊路 ＣＷｌ３ Ｃ

Ｃ

引呂 5慨５ Ｃ

526

537SＰ

Ｃ

527 ＣＷｌ４ Ｃ

制呂 説M３ ＣＷ１４ Ｃ

CＷｌ４ 国

SＰ CＷｌ４ Ｃ

なしじ

Ｃ なし

SＰ 詣侭 ＣＶＩ３ 、

引呂 536 Ｃ ま’

なＬ

123

ＣＵｌ３ Ｃ

誰侭 ＣＵｌ３ 園 なＬ

SＰ 耐胤 ＣＵｌ３ （
） 段し

ＳＰ 540 ＣＵＩ３ し

SＰ 541 ＣＵｌ３ なしし

ＣＵｌ３ Ｃ

剖目 543 Ｃ

逝柵

醜別

SＦ

ＳＰ

SＦ

ＳＦ

ＳＩ

3Ｐ

ＳＰ

欠香

SＰ

排号

5糾

5C９

51ユ

515

516

5１

’1９

521

剥稚区

CＶｌ２

Cｌ

ＣＶ]２

CＵｌ２

Ｃ(_;・ＣＶ１２

Fロマママワ
ーレ全国

CＵＩ

Ｃｕ２

C［1２

CＷＭ

CWA４

ｌＶｌ３

CＷＭ

ＣＷ二４

nF血形状鯉摸・鯉合腰係

狸ﾉ直径約25,1．深約籾ｃｍｏＳＰ４９８に削られる‘！

径約20画】・深謝]5cm１

経

径約2(１ｍ・静

匪約12ｃｍ・誰約ｎ画。

締約15醐:・深約9Cｌ

約l7x2氏に心輔|｣』諺・涼約2恥､ぅ

約l4x30clnの長楠弓形・深約匪､唇

径釣22画1.環約7ｍ。

従約ﾕ2cm:．深約

径ヨ

復元1辺＃
510に.切；

復尤径＃

径約釦喧，

径約劉cIn・探約１段Ⅲ、Ｓｌ２５１３を切る。

穫約20ｃｍ・深約20ｍ篭ＳＰ･･516に切られる

篭誌22ｃｍ・探聞lOcIn，さら整征約:2ｍ・深約副１ｃｍ

の小穴あり。ＳＰ５１５を切る‘，

篭約２

篭約5低m、Ｓｃ･35床向険出

径鋤～4{ＪＥＩ[の

Sl』528に切ら

猫形・深約5ＥｍｏＳＣ舗床面投出。

征＃

徳25cm蔽後の不婆.弓形・深釣13醜，Ｓｃ･･35台頑.』､．

検出

蓮約l7tIn・深約21CII]鱒ＳＣ･･35床面検出

約l8x25心､の楕円形・深約l7maSC-35L1ﾐ面検出

鞠

5〔ｍ・派約２

5醜‘深約28ｃｍｇＳＣ－舗床而検ｉｌｌ

勺謁EInの

〕れ農

109ｺl・譲約l2fmsSK･4１

深約1段､句Ｓい･514に刈iｊ

抑雌嗣

隅九方形・糠釣7ＥｍｏＳＫ･４６．ＳＰ

ｌｍｏＳＣ３５床而検Ｍ１。

ｎ５ＳＰ･５:;を切為ｃ

i床随i検出

iられ悪

聡 士

特徴

時褐色砂質ｉ;olInm蔽後の砂粒やや、lcgI1前後“

終い黄色:zプ.L『ツク含む｡粘,Ｍ２ややあり

暗謁色砂賀-te1cに大のにぶい散色-ヒプIコックを含む《、

亨鋤不明

階褐色砂置-k燈２cm大のにぷい出色;z･ﾌﾞ【』ツク斑状

に含む‐

暗褐色砂賀.､２．’２cn1大のに蕊い黄色･;畠ゾ:'ツク斑状
に含征

鐙褐色砂賀.:動

霧褐色砂賀1...2ｍ大の'二:ぷい黄色･上ブロック含む

婚褐色砂間二I勘ＩＦぷい黄色-|名のゾＴＩツク拶数含む。

鰭褐色砂賀_:、lmnI前後の砂粒やや、に謡い黄色-ｉ

を若・:含むｅ

曙褐色砂賀:二･にぶい黄僅血の微細ブ『コック詮斑

祇に多く含屯

畷褐色砂質.､弓哩にぶい黄色内の微細プ;コックを斑

副７

灰黄褐色砂賀:３．０.'111,入の粒枕に赤色頗瀧;を少陵

含む。落息込みか。

仁の根

咲黄謡色砂賞-t弓一
謂細卒明

間3８

蝿黄掲色砂質急,不定形プＩｉヅク・小措先大の炭

{鍛少j丑含む．太の根

にぶ秘黄褐色砂賀上。聡菰褐色砂賀.:の丸いブL］

ヅク・小措先大の災化鞠少既含む‘，

舗削色砂賀.z･為11人のにぶい就健ごプ叩ツク斑:Ⅱ

具含む

音渦仙砂漬-.2.5腫以ｒのにぷ彫豊黄色.:､プ【』ツク斑

蝿f多く含む副粘粍あり“

断褐色砂賀上一lEm大のにぷ1,3黄色土ブ面フク斑状

含む。

Pf褐色砂賀ｆｏｌｍｍ前後の砂粒わずかに含む.，：壷

)あり

苓褐色砂質-.2。

¥褐色砂髄i誼

褐色砂貿二i･か己

麺剛

Ｃ，

出一二逝鞠

弥生一二器侭.l鷹

駁Ｌ

底．

なし

象;，

なし

なＬ

なし

なし

な:鍔

なし

なし

炭化鞠、赤色砿科
接､■
,企些

剥娯.､弥Ｊ１：『･窯需

炭化物

炭化聡

間１０，炭化物、赤色緬料

肺龍士器壷・蕊の小片

炭化物

炭化物、石器微細剥闘

出し

粋剛

瓢生

弥生

騰蛎

弥生

弥生

砧生

生

鮒4．

擁|ミ

職とＩ：

蝿栄

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥､。

弥坐1．

弥生

論と|：

鷺;蛸

碓約１５噸探

SＰ 粍約１５ｍ]・深約1両:noSc-弱床而検出。 灰黄糊色砂質室。明哉褐砂質ｋの丸いブ回ヅク

小指先大の炭化物少壮含む衝

髄化物 弥牛

ＳＰ

SＰ

SＰ

ＳＦ

SＦ

輿１１
h虫且

SＰ

5”

530

531

532

5３

5課

CＶｌ３

Cｕｌ３

Cｖｌ３

ＣＶ】３

Ｃｌ;1３

陸約20ｃｍ・深約24に【ＩＩｏＳｃ･35床面雛出。ＳＩ>･熟0態

切る

従約23Ｃｍ・深釣23cm･Ｓｃ･35床而検lLSF529に
切られる。

髄

侭３

従黙

小銭

iﾓ約塑c口・深約25ｃｍｏＳＸ５０内検出

径約20CIIt・擁約１４画ｎＳｒ)･536と切り介Ijk関係。Ｓ>‘

卵内検出二

琵約20画・深約4cm層ＳＰ･535と切り合い関係。Ｓ
５()内嘘Ｈ１。

建約8ｃｍ・様約枇ﾛ1曲

径約l5c5n・鍵釣元Ⅱ:鵠Ｓ1,.539に切られる恒

遅約２０軸:・深約9ＥｍｏＳＺ字・５３８．塁0を切為

廷釣12ｍ・採約＆InoSP･･5鵠に坊ちれる。

径

径約22t:副l・譲約6醜。ＳＰ･541iF切られ論。

i儒別7唖1.深絢l暁IIiaSXP,50を切雇

絢17℃ｍ・耀約鯉:､｡ＳI》･･542を切患。

『後の不裟1-1形･誰約45c口1,ｓＸ･IiO内検出。

cI11・深謝23心11:、さらig径約l氏ｍ・深約9画】の

!)。ＳＸ･駒広険出

1剛７

黒褐色砂賀:鶴::。明茜栂砂質上のレンズ;iムプ四ツク

多く含む。

灰黄禍色砂圃‘男

詳細不明。

詳細不明

蹄褐色砂笈･脂･

最混巴る．粘・ドト

婚褐色砂賀.'.。にぶい就色'二の微細プ旨Pヅクを金
心。鉄・マンガン分の沈着あil･暗褐色枯質上の微
継隷多く混鵠島。

癖褐色砂賀'E『《F蕊い黄色-tの微細ブリックｔ含

む。談・マンガン分の沈蒋ありｎ時描色粘質-tの微

縦粒多く椛暢る。

曙潤色砂質i･型３Ｅｍ前後の'二蕊い黄色：ブロック混

じあ。砂質賦い。湘移同前

暗褐色砂質上。
じ患。砂質強い‘，

暗褐色砂賀.;畠。
じ為。砂賀独ﾔ、

時褐色砂賀.._、
巴る。砂憧強いど

|音褐色砂質..二･３醜前後のにぶい黄色-i弓プlflツク秘
‘2局。砂鷺強い心漸移届的

陪渦ｉｎ砂賀i:、説nl前後のＩ

じふ。砂賀強い。漸移堀ｆ

暗褐色il
i2ろ八航

沙撹':鱈醜IⅢ前後のに蕊い黄色;:名ゾ17ツク祝

》質強い亀漸移層的

3EInlW隣のに憩い黄色:ニプロック混

,溌移屑的

醜前後のに憩い黄色:そブロック混

潮移用的。

3醜前後のにぷい黄色，､プ出ツク混
》斯移府的

髄い蛍色．:･の微細プー'ツクが少

にぶい戯湾.｡,､プＥ１ツク混

嵐化物、頑器微細剥挿｡、』

jlZ上器礎・認の小片

炭化物、赤色顔料、弥生;.

器壷・謎の小片

化物軽石爵

弥生:二器翌脆・1烈

なし

今弓ｐ

ＥｈＬ

藍:，

Ｂｂ■

h提■ず

卜微訓剥j百

弥生

称１１．

弥生

弥誹

弥牛

弥生

弥生

弥生

弥生

弥当上

弥生

弥生

弥生

ホ牛

i{生

藤15～18cm・雛約27EmでＳｃ･祁床面検出値 図７

小ノ

物、難戦･』?器壷 砧生

径籾]8c訓・深約１２(､毎ｓC･３５床向検出。Ｓ】'520を
切為皇

灰黄褐色砂賀.'毛‘,明黄謁砂質;:･のﾉI,いプ:．Jツク台
Ｅ

笠
４

－
守
り
『

Ｋ９，炭化物、赤色顔料、

石器微細御号、弥生.:邑器壷

認の小片

弥生



ＣＴｌ３

制昌

劃＆ 545 、

Ｃ

SＰ 547 Ｃｍ３ 画

Ｃ寵凹 なし

制呂 制説 図

SＰ a殿 CＴｌ３ 層

SＰｌ５５６Ｃ'1，１３

SＰ Ｃワウイ

558 Ｃ

罰ａ 誰３ CＴｌ３ Ｃ

劃& 副秘 閉ful3 Ｃ

SＰ５６４１ＣＴｌ３

ＳＰｌ５６５１ＣＴＩ胎

566 Ｃ

SＰｌ５６７１ＣＴｌ３

SＰ 568 CＴｌ３ Ｃ

SＰ 569 なＬＬ

SＰ 570

ＣＴ・ＣＵｌ２

Ｃ なし

SＰｌ５７３１ＣＴＩ３

SＰ 574 ＣＴｌ３ Ｃ

Ｃ｜なＬ

576 Ｃ

577 劉

SＰ 制繍’ ＣＵｌ２ 日

Rｐ な'‐Ｃ

司呂 制謂Ｉ ＣＵｌ２ Ｃ

SＦ

なし

瞳

SＰｌ５８５１ＣＵｌ２

Ｈ２ 586 ＣＵｌ２ 口

制呂 587 CIJl3 恩

Ｃ

591

園590SＰ

SＰ ＣＵｌ３ Ｃ

日

124

種別

逝榊

SＰ

SＰ

ＳＰ

SＰ

544

劃６

550

551

弱４

鞘０

(ＸＪ１３

ＣＵｌ３

ＣＵ１３

CLM

Cじﾙ１

CT13

ＣＷ陸

Ｃｎ３

■
亘

卒
一

（
し

CＴ３

徹約１５醜・深釣13EIn。

ff鈴30唱副・深約１０唱､。

l辺約20Emの謡L-弛形談，深約l6urI

椛釣20昌副・深約l3Em。

約l5x22cInのｲ唯流I]形･雛約20砦【心ＳＸ５０内検ill．

径釣１８ｃｍ・深約l9EnIoSX･52座而検iⅡ。

碓剥2(にｉｎ・環諦1位､，

径約17,1．擁約4画．

ＳＣ３５・SK-48を切為。

約l5x20Emの楕円形・深約没､．

約１５×欺醐の桁円形・探約1段IIL，

琶約25ｃｍ・深釣6cm。

陸釣l3Wm・深約Ｉ

僅約１８ｃｍ・探約】

従約１５醜・源諦l0dEoS1》･･562と切り合い鵬偲

IlOxl2cniの棺IMI形・深豹9画､，

描約15ｃｍ・深約log罰。Ｓ夢５５（

碓約SEm・鎌約10E､，ＳＩ:･･弱lど切り合い|刈除。

約22ｃｍ・深約3画､罰

l恥ＩｍｏＳＰ－黙０膳切られる．

I9cnE。Ｓ1..-弱9を切るａ

二切られる吾

暗褐色砂賀-ｉ２ａ３《

じろ。砂質強い。

暗褐色新

!誤る。

暗褐色

じる。！

暗褐色砂蛍.:.＝３ｍ・

じろ。砂賀強い。術

弾細不明

暗褐色砂賀..，Ⅳ1Wの維細ブロック少斌混::為。砂

質強魁

認細不明

詳細不明画

暗褐色iii

昆じＺ

:黄･;名将２諏大のに誘い黄色士プr7ツク少並
砂苛稔。

暗褐色砂賀:自。２℃Ⅱ'大の(,~ぷい黄色ゴ‘ブ1,,〃ク少耐

睦る１１mm前後の砂粒少し含む，砂賀強：

灰段褐色砂暫.:2．小指先入の暁.二片霧<含むｃ

i品窺い黄褐色砂質･'石

蹄渦色砂賀ユ．Ⅳ屑をかなり含み、砂賀強。

暗褐色砂賀.E･週，ユ噸大のⅣ冊プー7ツク含み、しまり

粘牲あij。

贈褐色砂質｡.。ｌV掴を１cm前後の斑状に多く含み

やや柚M1:あり．

暗掲色砂哲.2．砂賛強Ⅳ咽ほとんど含蓋ない

暗謁色砂斌_‘Z。砂賀強。Ⅳ耐ほとんど含ま稀菖。

暗褐色砂翫.:L‐Ⅳ砿徹紹粒茎多く含み、ペ』や耕性

あり。

暗褐色砂質.:。１V届微剥斌詮争<含み、やや鞘性

あり｡

;衝-t、

筑強いく

質土鍋』

質強

2m前後の

荊移届的

､前後

澗移lWfil

後α

厨、

陵の:弓ぷい黄色-ｋプLコソク堤

厨的，

.:-協い黄色-1ニプコック混

に鋸い黄色セプロック混

Rぷい黄色‘､弔う.:畠ツク現

象し

な艶

なＬ

なし

な~.．

堀.‐

噸し

象し

なし

炭ｲ践訂、赤色顔料

薮向,

験し

な【．

な.卓

なし

な；

弥生-t器細片2点

窓し

弥生

弥生

弥生

弥磐

弥生

弥生

弥生

弥牛

弥生

弥生

弥生

弥牛

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥錨

ＳＦ

ＳＰ

SＰ

ＳＦ

日Ｐ

欠橘

SＩ

Sｌ

582

5８４

鵜９

592

！

CＴ１３

(】Ｔｌ３

Ｃｒ１３

CＴ１

CＴＩ

ＣＴ１４

CＴｌ４

Ｃｕ：

ＣＵ１２

CＵｌ２

αで1２

ＣＵｌ３

ＣＵｌ＆

ＣＵ１３

従釣巽cｍ・深約

径鈴23ｃｍ・深約淀川

確釣25噸１．棟約ｌＯｍｏＳＦ･５６８

復沈羅約15cm・深約6ｃＩｎｏＳＦ･緊制二切られる．

能約ｉｆ

穴あり

確約]3ｃｍ・深紺6cmａ

姪

復ﾉt確約65mi・深約sEmoSX･･5域切る。

径約l2cIn・深約6cmoSX･号l底面調1１

復元径約50ｃｍ・深翻仁ｍｏＳＰ５７７を切恐。

複元径約35ｃｍ・深釣釦ﾙ』ｇｐ.,訂6(二切られる

径約25畑・深約i１ｃｍ

約20×23cmの梢円形，深釣20℃制旦SX-訂を切る』

径約18ｃｍ・深約9Ｃｌ、

約30xj1院､の柚円形深約15cm量ＳＰ５鑓に切られる。

径約38心Ⅱ､・深約27t剛。ＳＰ･５８１．５８３を切る凹

従約27EIE・深約l3cmoSP･582に切られ、ＳＰ･584を

切る,‘

怪約30Ｅｍ・諏鞠15cIn躯ＳＰ･5s3に切られあ。

J班×]Sqnの稲11形・深約7EIE。

筏約30Ｅｍ・深豹１０q､．

侭約22ｆｉｎ・深約17tinoSX･認底面穣出一

鈴20×鱒に､の稲円形・深約:4cm･急X-52駁面検出巳

径約１７ｃｍ・探杓１５cm。ＳＸ５２唾而検出。

従約l5Em・深約１２cm、ＳＩｌ･592と切り合い関係。ＳＸ

･５２底面談川畠

径約l5cnl・深約l0cIn含ＳＰ５９１と切り合跡関係。ＳＸ

魂哩面検出。

蒲約20ｃｍ・深舟

Jl5[ｍ・深晶

跡・深約8cm，墓らKこ径約銑Kw・深総4cmの４

ｌ３ｍｌｏＳＰ５侭と切!〕合い関係屋

ＭｃｍｏＳ旨〕･５６鑑切り合し側係。

lOKgmoSP-fi認に切あれる。

ｌ５ｃｍｃＳＰ５池を切為ｃ

を切る。

階褐色砂賞:E･･ａｌｌ

暗祷色砂黄i･･Ⅳ嗣徴細粒を多く含み、粘性あり。

暗褐色砂質.;２．５ｍ火のⅢ。Ⅳ層の粘11粒含む'ｕ粕

性ややあり。

砂質･;苑５，１．犬のⅣ屈凌斑状に多く含む。しまりあり己

暗褐色砂質．:､目諏m大のⅣ層を斑状に多く含む。：〆

堂りあ:ｊＥ

暗褐色砂質.~－．．１“１人のiV脚を斑状に含む。し静〕

あり。

暗褐色砂蛍由昌：V層を少!"斑状に池:え、１１【1111雌援

の砂粒含むニレまりあり。

暗褐色砂演･:･鯨Ⅳ肺徴細流を多く混,Ｚえ､粘誹あり画

時褐色砂賀_L讃ＭＷを斑状に混じえ：,ま！］

暗褐色砂Iｆ".‘．Ⅳ砺織編粒を少K"含み、11..1;Ｉ

ぷ
色

牌
褐

い黄褐色砂質-t。】c､前

:二．にぶい黄色･と混在。

しまりあ;〕。

後のブロック状

１mm前後の砂粒

晴褐色砂賀..ｆ諺やや洲砦あり

i二ぷい黄褐色砂鷺'Ｅ
を多く念む･砂賀強’

を多‘

時灰黄色シJＢ

灰黄褐色砂賀！｡.零

黒褐色砂賀｣画羽黄褐色砂賀上の丸いプ[『ツク肯む｡

誤謁色砂質シル:厚。にぶい黄澄色砂賀.殆の丸いフ

:?ツク少し含む。

黒褐色砂賀ら

１７ツク含む。

熟描色砂質シル】､。：二ぶい黄1慢色砂質龍の丸いフ

詞ツク・Icm大の炭ｲ護靭含む

黒褐色砂質シルト．にぶい黄橘色砂賀龍の：i』いプ

弓]ツク禽謝‘。

黒褐色砂質-1輸明黄褐色砂質強のﾒLいプ1~7ツク念･む。

黒褐色砂質シルト。明黄褐色砂質．.:の丸いプ'７ツク

む、

暗褐色砂賀-t旬lEm大のにぶい黄色-ヒブ、ツク多く

含む。しまりあり雪

暗柵色砂賀:.。に蕊い黄色･士がラミ･ﾉｰ状に提賜る。

砂賀強

曙褐色砂質.二但迦11前後のlこぶい黄色:話ブL』ツク合

む。しきりあり。粘性ややあり

暗褐仇砂賀１．。にぶい黄琵；.の微細粒多く含む鰯

粘性あり。

にぶい出

ク含む”

黄喬色

む。』

目色砂質:！』ロ３噸火のにぶい黄色･品プliッ

よりあり。

砂賀’’５ｍ大の粒状i具にぷい黄色-,斗

少質強い，１１ｍ前後の砂斌やや含画

ユー21m大の砂粒少最混‘二るぐ

卜．にぶい黄穏色砂質主のjl,いプ

層微細粒を多く含み、粘性あり‘

。５ｍ大の粒状ににぶい黄色-k

,noImln前後の砂粒やや含･ず』

まし

弥生と器紺脹.1.駒

きし

学Ｐ
弓■ｰ

なし

験し

なし

を:‐

なし

段し

鮭し

i廼型思器細j寺恥

左し

誌生』器。.'伽涛劉|片1点

弥生邑器片:点

なし

なし

験し

鞍し

なし

な:望

なし

弥生

劉窪

弥生

弥生

弥生．

弥生

弥生

弥[i：

訪生

弛迦Ｚ

弥生

弥生

弥生

弥生

沸生

｜尉

｜鼠

弥些

弥生

弥生

弥袋

弥境

弥栄

弥能

弥蟻

弥栄

弥生

弥塩

|紫

|:生

撮 弧2ｍ・深競

許号
訓迩 紅 ､晶面形状・拠摸・切舎帆欄

理 ｋ

特徴 類型
出一世遺物 時期

C'Ｉ 至約iOとＩＩＢ・深§ l:clII。 暗褐色砂賀と“iＩ'質やや強。 な?ー 弥鉾



614

Ⅱ文京遺跡20次調査

CＵｌ２

SＰ 榊協 Ｃ

SＰ 594

595 ＣＵｌ３ 霧ＬＣ

SＰ 飛脇 CＴ１３ Ｃ

597 Ｃ'1，１３ Ｌ

HMHI 副調 CＴｌ２ Ｌ

ＳＰｌ６Ⅸ）ＣＴｌ２ Ｃ｜な’

Ｃ｜なＬ

SＰ 棚】５ C'1,12 【 土し〆

SＰ ＣＴｌ２ なしＣ

なＬし

SＰｌ６１１１ＣＳ１Ｉ Ｃ｜なＬ

SＰｌ６１２１ＣＳ１１

613 CSll Ｃｂｆ

爵も

Ｃ｜なＬ

SＰｌ６３０１ＣＴｌ２

態Ｌ(」

S］ な’L‐

SＰ Ｃ 篭Ｉ

ＣＵｌ２ Ｃ

SＰｌ６２１１ＣＴｌ２ Ｃ｜なＬ

SＰｌ６２３１ＣＴｌ２

SＰｌ６２４１ＣＴｌ２ Ｃ｜なし

CＴｌ２ Ｃ

SＰｌ６２６ ＣＴ１２

SＰＩ６２８１ＣＴｌ２

〔

SＰ

Ｃ なし

SＰｌ６３２１ＣＴｌｌ

削呂 粥畳 CＴｌｌ 霞1－Ｌ

｡』(

638SＰ

碓陥

SＰ Ｃ

SＰｌ６４２１ＣＷｌ４

125

Ｃ なし

SＰ６４１１ｃｍ３

遺梢

種別 符号
設 蚕 , Ｚ :届面影状一規恢・刈今側啄

蝿｡.?

聯 微 類型
密.：遺物 時刻

S１

剛」

Ｋ誰

Sl’

Sｌ

SIj

SＦ

５？

欠番

SＰ

欠番

竜I』
白白■

昼Ｉ
も■■

SI。

SＰ

SＩ

欠祢

竃I：

601

506

6U７

60s

6０

615

616

6］

6:９

625

6羽

631

634

綿７

けｌＵ

ヌ喝

α:1３

ＣＴ

Ｃ･'１２
グ、■■、Ｕ

Ｌ 串 ■ ■

ＣＴｌ２

ＣＴｉ２

Fﾛ叩も画

L'一一

ＣＵ１２

ＣＵｌ２

L,型1２

Ｃ'里２

ＣＴ

CＴ１２

、
月

（
）

f,『■､o

b-'11

CT1：

〔，Ｗユニ〔南|幻

ＣＷ２：（市区

ＣＷ】：（布Ⅸ

Ｃし：

径約16軸・溌釣]6ｍｎＳＸ５３内.検出｡

衝約1講珊・課絢13cm。ＳＸ･ii3w検呉剛

径約ざlOEIn・誰約5(ｍ,ＳＸ･５‘Ⅱ：.郭らf１．乃

膳約１溌刺・深釣15rIxI.ＳＫ制底而検出。

径約泳'１１．維約llaIIu

径

陸

Ｉ鯉0.,.3i虻1,の方形・深約l‘1噸ＧＳＰ．f;Cfl・甑1４．６０５

２切患

|後絢鋤"探絢…'，鍬…'愚。
祇約22噸・深約24cｍ

祇約鍬､の､Ｎ１ｌ影・深鈴l8cn。ＳＸ･5.,.を切る

碓約2０，１

径約

約27ｘ鋤c伽の梢打形・深約泳FＬ

整約1謎nI・撰約16ＥＩｎ

確約2壁､:・深約恥In官ＳＫＩ〕5と罰り合いlMJ係。

約批×4O醜い桁''１形・深約L2cIn画ＳＫ５５と切り合い

Ⅲ職

復元離紳4,噂ｍ・深約ｌ０ｃＩ１１ｏＳＸ６６に切られ班

藤

桂
一▲ゴ

侭

隆約20Ｅｉｎ・深約40Eｎ幕

逢鋤.､･認EEI・採約託:、

一
余
１

７
．

塊

蔭絢38噸の学.舌形・演舞１５噸晶ＳＸ･62を切る目

鈴20x25cInの梢''1形'深約１託IIL:ＳＣ･65に切われる

狸71;荏絢71j圏11.探約6EIn懇

陸約濁cIn・派約4ｃｍ‘

SX･５１を切る。断面のみ確認眉

i夏元禄釣2i1cgn・深釣ＭＥｉｇＩｏＳＫ・‘18に接･ﾂー 患

SＸ･･51を切る心JiiiEいみ聯

]1錠Ⅲ

約2nｃｍ・深約肺

20瞳Inの長椅悪形･Ｒ

j1段111．深絢１０唖I。§ ffi8底面検出

22へ２紅in・深釣l2Emn

Jﾕ6割１，・撫約20醜団

約MqI：

幻おじｍ・雛縮旦恋ＩＩＪＳＰ６３１・侭3を切る

Z約認c川の鯛L方形・様釣12叩‘ＳＰ,錨21二判られ

政

航Ⅲ,の半!~:影・渋釣１噸”

15二ｍ・探釣ｓ２ＨｚｓＳＫ･騨内検出目

jl7m・探鈴S醜冒ＳＫ･恥燕間検出目

列cIn・誰約仇圃もＳＰ･鑓lを切る。

野cIn・探約F1cI：

2ｃｍ・Ｉ

j:3醜・深約l9flⅦ。Ｓ1ｺ“５に切睦れみ。

115醜・深釣lgCmoSP‐605に切られあ｡

半I‘形

学I]径・銭器

~可形･歯

？６６【I:皇ＳＰ･6Ｉｌ２を切る

３.iioSP･６０]l:.切られ届

･imq．

J1錘１１‘,ＳＸ５Ｓ底面検f､１

夫
宅

寺
抑

■
‘
し

(~承い黄尚也砂鷺:：

に多く混鯵ろ“砂質！

暗渦色妙爾上。に葱！

含む。

哨請色砂貿:ｚａに藤｛,:段侭..の微罰･プIコンク少最

:.~3mこの砂磯含む。粘性あ}］

嘱栂色砂賀.､Z。にぶい貨糧色砂賀.二の丸いプ閲

ｸ含む｡

黙褐色砂賀_』。

諜猫也砂質上。

鵬褐色砂蛍．:砲

|火黄褐色砂薗:-．

黒褐瓜砂筑昌｡.，

黒褐色砂賀』‘，Ⅲ§両褐砂賀.２．にぷい黄稚砂質：‘

の丸いプロソク念

幾榔世砂賀-:昌腫ぶい菱燈色砂賀･ﾆの丸いブ剛

ク含む言

黒褐伍砂貿！．

黒掲色砂賀:ｆ－Ｉ:;ぷい黄櫨色砂哲｡.zの丸いプBｉ

ク含む雷

諺艇武色砺

踏祇茜色刑

踏灰黄色

し質シルト。ｌﾘ;黄掛色砂賛&ぬル贈ゾ:１

簸渦
Ｒ主
ﾓョ由ｐＬ

暗渦
混:２

暗褐色砂賀.§鍬ｋＩＩ火のＩ二話い黄色月･プ?Tツク少昂

腿泌,，しま11ぁⅡ鰯

にぶい就縄仏砂賃:.を:二体副"て､暗褐色.:混賜る

砂‘皆強

侭ぶい黄褐色砂賀月-鎧

灰跳褐色『

灰茂掲色

灰黄褐色砂斑シルト。

灰黄褐色砂賀シルト．

hg・ぷい黄縄色砂賀且.

鳥褐色砂賀．,昌矧炎褐色砂質我のプい､プ目r‘ソク少

i1t含む目

|火黄褐色砂璽シルトョ

灰褐撒砂箭･勇一

阪謁色砂質-t.！

灰茂褐色砂薗シルトョ

灰黄榔色砂質シル!.。

吠茜禍色砂覚.Z。秘髄猫劣砂衝．.zの丸;,塾プLIツク

含む。

灰黄褐色砂賀Ｌ･

'六苗間色砂賀．。牙l黄褐何砂賀‘.・・の凡いブF1ツク
囚
Ⅷ
》

今
。

I火黄褐色砂質式。にぷ準茂珊侭色砂質・の九v,ブL』

ｼ含む。

黒褐色砂侭二・明黄褐色砂髄＆:”ﾒい:プ行ツクを

少溌含む。砂隙は合ま燈い。やや粘性あ剛

胤禍色砂質,.。明就拠ｆ

〃碓含むつ砂頚は会ま

蝋褐色砂質-i島。明箭褐色砂質_‘zの丸いプLrツクを

ｸ状含む。砂購上含まない。やぺ‘柚Iii:あり。

区3１

1画3１

灰iijf渦仇耐沈：

:‘噸褐色ｊ
〈混畢Zju

』砂質捻｡1cm入のにぶい世色"５Jソか合せＩ

聖砂賀‘:..〃ｌＥ”この};ぶい黄色::･プTTソクタ姉
‘血､患りあり画

し哲.‘zｃ

し鷺：.｡

し鷺･i-‐

'笹'2。

'瞳.弓

間』為ZEn大僻呈蕊い黄色．:君が畷:|ノ

少質強

1帆:１入のiこぷい費睡‘二が斑状

い読俄.当の微細ゾｌＴツク少埜

し質尤の丸いブErツケ竜

やぺ;粘性あり

押
』

（：

鞍:.．

なＨ

なＬ

魚K‐

なし

図鋤

なZ，

なし

なＬ

え：

純．

図鋤、弥生卜器IJI･二点

誰Ｌ

弥栄-と器・畠.師器訓ハ〕蕊

町9１

な'．

Ｆ,1

'１，勺ザ

弥生と器。.fﾆ師勝細片1点

最Ｌ

な！

Ｕ

なし

;生_．:器細1苧:､砿

淫『
公晒串

直し

罰F〃

黄土

弥生

弥止|弓

砧』『

弥蛸

弥牛

弥生

弥生
４
０

■
胡
叱
子

■
顧
叱
母

称1：

弥堆

ｉｆ;生

弥生

弥排

弥生

蹴生

弥非

弥生

弥４

弥とＩ：

弥栄

弥卦

弥生

弥生

弥牛

弥付

弥生

弥生

称Ｊ１：

iiﾎf上

弥４１

弥生

弥生

弥生

１緋i弓

弥生

砧生

弥唯

弥止

弥生

弥生

弥烏

弥生

別呈

剥呈

型Ｌ

約

Ｃ【:時 径約凱油I・熊約Ⅱ)c、 '1片褐色砂賀.F,.;５－･１０型X大のI目ぷい黄色室ブにヅク

lIIIm前陵の砂粒をむ雷時まりあ}〕。

罰し 弥生



８

表９文京遣跡20次調査出土遣物観察表

『
ａ

６IR40117 r4070

８

R40041９

曲

GＩ

４ §

３

３

３

３

３

３

6１ ４

４ r4213 SP-258 ４

４

4１

日、 R40091 r4266
ロ
図
睡

l０１Ｒ４００９４１ＲｌＯ６１ＳＰ－４２２ 頁
凶
睡

１１ＩＲ４０１３２１ｒ4275１ＳＰ－４３７ 。

４

１３１Ｒ401331ｒ4292１ＳＰ－６２５

４

r4014 豆

R40018 r403］ SＣ－２７Ｐｌ６ 日

126

’一：言

世物番

閲９～

１Ｍ〔

R4〔

R401l5

R400s14

R400ul2

］ＳＣ－諦出と逝物実測岡

113

1６

取一.話

型059

鋒059

RlOO・１０］

愛C60

#０６３

!、晶名状況

聯位,鑓雛

SC-I悪SP-錦0北半分

SC･･3a狸.．

Ｓｃ,35浬_::（西学）

Ｓｃ･”鼠-ｔ

SC･録製-ｋ（東半）

5C･･35SI鼠盟81櫛､！

Ｓｃ･3麺1土（束半）

SC･･露礁直

S〔:．.”製-椎（東半）

SC･･錫焼土・炭廻

SC-35狸二･．（束半）

SC-縄揺り残し謡分

批物の門詳

種別

蹄4k土器

弥些i賞_f･器

称』IgW･窯

弥龍土器

弥塩土器

弥生目i凶器

論』iFi二器

弥龍土器

弥生1･器

壷

艶

竃

壷

壷

壷

誤配
芦路

蕊

識

部位

：l緑部

1.1縁部

上胴部

：1胴部

胸部

胴部

胴部

胴部

底部

文倣・訓整・色調胎士等の特徴

外

内ィ

窟ノー』字状押経文園内外面磨滅：外苅珊赤褐色､内面捲也石英一長石多く含むｓ

､ノー竿状押』.:文。内外而噺滅恩外面赤色、内而にぷい褐色。.tr英・長f:含む僻

外而ミ〃キ、内面ハケ目。外面にぶい澄色、‐誕而極色、タ|面Ｆ半部黒斑心芯英･長街

雲母含む．

ﾀ|鞭iハケビ:．ミガキ、内面ハケ'~J・ツ･デ。外面に憩い黄澄色、内面綴色。衝英･長個
雲母含む

ﾄ面夕
呼
巳
雫

醒
雪

内外面勝滅ｖ内外而授竺轡石英・艮稚含む‘』

内外面睦減。内外面桧色。石英・任布含む。

而1111総文。内外而磨滅ａ外而にぶい蔽鐙色

外面磨滅。外面樋色、内面灰褐色。石英・長打含む。

タキ･ハケ闇、内而指頭圧痕・外
箪閃衝含む。搬入品の1$I能性あ

而仁ぶい褐色、内面i､:ぷい黄褐色．外面簿１冊

噸
祷

凶ｌ４ＳＩ）

図l6SD-36出』:雌物実測図

臆ｌｌ７ＳＤ･44出土遺物実測例

図２８SX-iOIH-l二遺物実測図

l1Xl32SX則出土遺物実測図

陳l37SX-57出・i池物実測図

図３９弥 生 時 代 の 柱 穴 ・ 小穴出士巡物実測例一

’２

R40,84

胆Ⅲ)語

R4{)045

R410049

R40050

R400SO

R400S6

R400S7

鯉CO圏

R4CO90

3111-;自逝物実測図

R9２

r3173

]･3195

r4072

r4068

1‘4088

R】0９１１０

r3110

暁089

ＲｌＩｌ

r4２

1r42l3

科232

岨

SＣ３５

Ⅲ層（CＷ１３．９）

Ⅲ層（CW13-20）

ＳＤ･認（Ｃｗ・ＣＸ１３）

ＳＤ･錦（ＣＷ・ＣＸＩ３】

ＳＤ･認（CXI4-l2

m

ｓＤ縄（Ｃｗ・Ｃｘ】3）

SX．．‘10（北画部）

ＳＸ･･4０１

LI掴（Cvl3-22）

ＳＸ｡､4２

SX-ら０

ＳＸ５７

ＳＰ･182

ＳＰ－２５５

SＰ２５８

ＳＰ･284

北西都）

石器

弥生-19

弥生-i弓器

弥生_世器

石器

石器

職器

鋤遵壱･器

弥生::旦器

弥生園崖器

痕忍

弥生･1２

{鍬

､ロ嵩

臨崇-t器

弥生弓1.鳶

弥ZIg･I･窯

騰生と器

弥生上§

台石

壷

蕊

蕊

厳fｊ

剥片

宥庖１.未製品

翌

高坪？

壷

坪身

艶

離禰

飴石

壷

蕊
一
蹴

尚坪？

蕊

底部

頚部

頚部

頚部

１１緑部

底部

l｣緑部

Ｆ半罰

底部

口隷郁

ｉ二朋部

騨漏部

口緑編

長349に､，嘱29ｍ､、理135cm．２３k賀

外面談ミガキ、：'価i縦～斜ハケ蔭。内外而前灰色Ｊ箇英,長石やや多く食む

内外面横･ナデ。外面褐灰色、典面にぶい燈色。石英・蚤巧・裳､:含む。外面熱付着。

内外面横･デ。外面にぷい褐色、列間灰黄禍色邑Ｚ司英・長石・諜母含む号

盤部あり、膜対側に溌打.痕顕著。砂岩｡

節理明瞭是籍晶撮岩。

離打痕・研蒔痕あり。結晶片薯。

内外而横･テも内外而樗値ゥ巧英・長石含む

外嘩『丁寧噸横ミガキ、1.]隷部桃う･デ。内外而掲灰色。石英・長荷含む｡，

ﾀ|一面鮮滅、内而指頭農痕。外面横色、内I釘にぷい燈色。獅英・長石・雲、含む。

内外面何紙う･デ。内外而灰白色鰻衝英・長橿含む。

外面縦ミガキ、ｉへ1面ヅデ亀外前にぶい掻色、内面灰褐色頓極災・長石やや夢<含む。

岐打痕あり。花嵩岩

先端に談打喪。砂岩雪

外面縦ミガキ、内面磨滅･外面にぷむs撹色、内面浅黄握色。石英・長打・雲母含む。

[1緑部FI1隷文1条。内外面横ﾂー テも内外面;倦色

内外面強･ﾒ･デ。外商灰黄褐色、内面にぷい憧色。石英・長r~・雲母・角閃日の微細粒

多く含む。

内外面磨滅､１１識部内面iｰ線状の能ｰﾃ鞭｡内外面浅黄機急患石英･長石･赤色粒含む。

面撒-j･デ．

謡純含む‘

、内面指劉[Z痕..':具痕。外而澄色、内面にぷい祇色。石英・長石・雲諺

E尚署

’３

R400粥 r4263 Sr'-381（薩半）

SPI粥(｝（耐半

粥生上霊

弥搾．f鶏

謎

蕊

Ｌｌ隷部

１１禄部

如意形11緑、端部刻みii，外面沈線２条。内外而磨滅。内外面浅黄澄鯉。イゴ英・長石

多く奪包’

:１，縁端部凹線文3条。内ｌ
雲母・赤色粒の細粒含諏‘

画横ナデｂ外面i晶綴し､撹色、内面浪黄燈色。石英・長石

図４２Ｓｃ･27出'二避物実測図

R40013

鍵020

型028

SC･･27型一旦

Ｓｃ･Z7床避成二１．

賑造成士

].１２③層

弥生,:爵

弥生:弓器

弥堆土器

弥生土器

手
漉

蕊

鉢

１１縁部

底部

I]繕謡

上半綴

'1緑郁凹錦文2条｡外面･ノデ､内面槻寸デ｡内外面にぶい黄橿色恩石英'長粁･雲母含む。

外面縦ミガキ、内面磨滅．潤外面に:憩い機色。石芙・長石含む。店外面披熱。

内外而暦域‘外而握色、内面浅黄撞色鶴街英,長衝含む。

u緑部内外面検ブデ、体部外面ハケ肩、内而指顛MZ摸。外面撞色、内而浅黄澄色。ｆｉ

淀・基Z..・謹母含む。

Ｒ40112

Rｊ

RjlOOG9

0137

0135

10134

0136

r4C66

rｨ１０６１

r4064

R9S

Ｓｃ･35内ＳＰ-.523束平分

SC･･35焼一%.』

SC･･3５（東と

SC-･邸（東･半

Ｓｃ．．弱く四半）

Ｓｃ･･記

Ｓｃ･･3５（東･半）

蝿②

弥生士＃

弥生士；

石

石：

一
個

:fi器

石器

軽ｇ

石涛

壷

壷

打製石議

喫形石器

剥片。

剥片

剥片

唾製府庖』

龍Z1．

底部

底稲

外面指頭１３.痕。内外而裡色。石英,長櫛含む。

内外面ナデ。外面にぶい競色～明灰蛍謹、黒斑、内面黄灰色．衝英・長種含む‘

鋒欠損。阿向訓整剥鯉。0.2画。.v･ヌカイル。

片･面に自然面が残る｡折恨而

丙;極打法の痕跡あ!〕。５．１兜。サヌカ'『１，霞

１，０９．サヌカイ'､。

加［痕あり。３１９９．赤色頁岩。

決り入り紅背弧刃形。１０６９K』結晶ﾉ帝端

先端’1M1面に離打痕。磨石利用の､].能

2而・Ｆ織部に液れあ}〕。‘1.69．サヌカイト。

匙あり。172.8底爾砂浄

R4CO89

R4CO92

r4232

鰹261

SP=284

ＳＰ･377〈東掛

弥生･蝿

鉄器 鋤

畷部

刃部

門外而騨減。外面黄栓色、内面浅蛍澄色。,箇英・長石含む。

刃部湾曲．

ＳｌＪ６(Xｊ

万

弥封:ｔ：

弥州：l雫

ｔ製

磨芯

高坪？

河霊;ijI

頚部

脚端邸

i２．面凹状。砂溌ｃ

内ﾀ価･ﾃ'･外面にぷい黄澄色。内面;こぶい澄色。石英・長石・裳録含む。

内外面駄・ナデ。内外面浅黄燈色、タ}而赤彩残ｅ;Z_瞳英・長石含む。

什英・辰行を含む。
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R40019 函ｕ棚 SＣ－２７Ｐｌ６ ５ｐ
】

計0卜2７ 『
■

｡

3２

醜

２０１R4000３１Ｒ8４１ＳＣ－２７ 雛

｡

&〕

０

｡

４
巳

127

’
１
１
｜
‐
』
‐
１
０
』
‐
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
』
１
１
１
戸
」
‐
‐

、

６１Ｒ40()2８１１．４０３４ 汀

⑪

３ ｡

R40098 1.4050ｌＳＣ－２９ ６

２１Ｒ401211ｒ4050１ＳＣ－２９

３１Ｒ400991ｒ4053１ＳＣ－２９

R9４ SC-側９ 行

２

３ 鉢

遺：

ユ６

１７

図４４ｓ(>･28出-f世物尖測I剣

寵i1I

Ｒ４ＣＯ

X4COO2

Ｒ40107

R4CO盤

R4CO22

R401UO

R40iZO

R401C5

R401C6

lCO27

1６

脚幣珊

蝦．‐

Ｒ6２．０１

】‘40(Xｌ

1‘4６０９

R7７

喉103

R7０

R3４

lIX卿

3２

4{〕f８

出，･状況

届位・過剛

Sc-27噸患

Ｓｃ･２７鯉･指

SC･･27埋レ

Sc･27理_I．

SC-27Llﾐ造成:堂

Sc雷27唾ｈ

Ｓｃ･27雌･P昌

SC･野瑠士

Ｓｃ･･野隊造成:』

S〔:･２７翌.且４

SC-諒埋_１－

SＣ２７Ｐｌ７

Ｓｃ配

SC-28理-F‐（･鯵1-螺１

SC･口2Ｓ

SC･錦噸士

SCQ28埋士

SC･２Ｓ

ｌｉＷ（CX14-3〕

i層

SC･･２

ﾖC･2群損土

ＲＣ２ｇ理::Z

Ｓｃ･･2９

SC-鋤

Ｃ-27理工

馴物の門

種別

弥栄-t器

緬慰

弧恵

禎恵２

須恵２

須恵覇

菰

緬恵器

緬恵器

菰恵器

碩恵器

‘1師器

証.､器

銭淫

鉄

縦津

.二製品

弥生_！。
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底部

､1縁間

上罰；

上洞１

諏胴：

;l禄部
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文様・調誰・色調・胎：等の特職

外而紘ゾデ後ミ汀キ、内而ナデ・措頭嵯痕：外面にぷい澄色、内而褐灰色。石英,長

頭・饗、:含むｃ

内外l蹴旦I輯ナデ。；

内外１，凶l韓ナデ。

,毎外而同種ｰﾃ

l雨ｉｎ椎へラケス

晩面煙滅、同前画

外面回転へラケフ

内外I鷲回転ナデ。イ

外面タタキ、内面ｋ

外亜タタキ後Ｉ｡'賑･デ、内面ナデ。内外1筋灰色。石塊・長亦含tｊ

外、jデ、内面野海披文．外面灰働、l毎面灰『l色。石英・提石含む。外面｢Ｉ然溌＆

外mI磨滅、ｌﾉ』面俄ハヶヒl・指頭1寵痕浄外慧I;・ぷい褐色．内l鉦二認い溌色｡石英・長石

多く含む亀

若Ｆの識みあり』砂潅。

7.19回

299

0‘恥

麓５．－７mmi・厚４－－５mmワルぴつな円筒形＆孔径約1.5剛、

内

内

内外面ハケＨ，内

やや含む。外面煤

内外蔵枇ヅ鏡。Ｉﾊ．

門外I鯉凹l転ナデ

外而回握へラヶズ

外而同転へラケ 、内ﾀl面河紙ヅデ皇勾外而灰色。鞭英・艮禰含む。

３方向方形透。外面カキメ、:jJIirIEl綴ｿ･デ⑳外面脹鈍、内凹阪il急。石英･長石含む。

先端から側而に鼓打痕、砂鵜

側面寓然歴。サヌカイト。

脚外正磨域．内外面灰１座熱．石英・長,繭多く奇も

外而横ミがキ、内而牌減。,伝英・長石・角閃何の微細粒含む。タ|而赤色顔料付'着。

内外面購域邑外而樋色、尚而蛍握色･石英,長石・赤色粒含む

内外而同転ラデ･内外面灰色雪輸英・腿石含む

海外噸横ナデコＺ8.炎・基石・雲葎の矧粒含む｡

外面櫛ナデ

:I緑部内外

液雲母含

外面磨滅富外面灰同色、内獅淡斐.僅色。石英・憂府やや夢<含む

外I驚揃･;.完i'Ⅵ外封侭色ａ石英・礎石・察皿の細粒含む。

i謎ミガキ、内１

内面蝶鵡内外面に去;い溌色｡画英・長圃・雲母:含む｡

而鋤-デ．胴部舛而縦ハケF1、IAE而這頭圧換＆内外而浅黄澄包畠をi葵・長

P卜画黄灰色、内面灰口色ｓＺｉ炎・長Ziの細純含む

M外面!ｿ〈色辱と:i英・煙ｲiの細粒含む叩

外面灰色、内面蛍灰色。石英・長荷の細粒含む卿

同外而阿祇ナデ量Iﾉ噌外面灰色。間英・反忘含む

1侭ﾅｰ完外而灰Ｆ１色、内面浅黄燈色。禰災・民7胃含む。軟哲。

j，内面IuI転ﾗー ヂ画内外間沢rI色。石英・長Ｔｌ､食･む

外面侭色、同獅黄灰色。矛占英・蛙7㎡含む。内臓劇然軸

11転ツ'デロ外面黄灰色、内面灰r:包冒頑英･長石合･む。外面l当l然稽己

板う･デ血内外而にぶい賀褐色,,イf英’長X･･･雲母含t，

指頭Ｉ･Z痕。外而にぶい掲色、海而にぷい澄色.､石英・畏荷の細粒

藩、内而:髄方向の３;己侭き樵？

詞にぷい撞色。石英・長調・雲母・赤色粒含む

:外翻灰色回石塊・長石念･凸｡。

､内外而凹転･デ．内外面峡口色。口英･長.【j含む･。
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坪身

１１識部

休部

胴部

11織部

休部

11緑部

天井部

作罷

脚端部

受謡

膜需

辰龍

内外而聯減。;fi英・長石含む轡軟質｡

ｼ１．面同転へラケズリ、内外両i同転ナデロ外而灰色、内而灰円色･矛言型・長調含む昌

外面、臆へラケズリ、内外面回転･デ。可外向灰F1色目ＺＭ'典・長万含むョ

1判外I蔦回娠ナデ。外匝灰色、内l飼灰r]色。石炎・憂石含む

外、1国l転へラケズリ、ｌAI外面回転ｊ･デ。外面択色秘両面灰直色。石英・呈石含む

内外而ﾅｰ尭外而黒褐色、内而涛伽．４i英・長fi含む

外面回職へラケズリ、内外直回転ｰ･デ。内外面灰F1色。萌英・憂万含む。

外面回転へラケズフ、内外面i回転･デも内外面灰1,1色邑項瞳英，陸斬含む。

内外面ﾂｰヂ、端部面取り“日英・長Mf多く含む。

|,而I胃Ii侭へラケズリ、内外而回橋ナデｂ外面灰黄色、内面灰l鴬色一涜英・農石含む

剛外面回祇ナデ。内外面灰色。芯英’長石含む．

耀造の板状品。経やかな曲而をなす寵］999

外面回娠へラケズ・ﾉ、広面回聴ﾉ．.完内外面灰白色。巧典・畏刃.､含む巳
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１１緑部

膿端部

上胴部

１１緑部

【l緑部

ij･ヌカィ:崎。

突裾貼イ

内

内；

長Ｉ

外

内；

内外Ⅲ回娠･デ鯵内外i､灰口笹《、石英・長石念心。

lﾉJ外面|且|幅ー テ‘内外面灰色阻イコ｢英・長ｊ含む

内外面同i随ｰテ。内舛而灰白色。粁英’長fi含む。

内外而椴ナデ。外面燈色、内而渋髄燈色。石英・艇志・赤色粒含む。－－

外面同転;-デニ荘災・捉弱含む。赤焼け

:２段、方形達、沈線２条患内外面磨顔

i鞭ミガキ．内面ブデ易内外面【Fぶい稲

前穿孔も内外而指頭１１．痕豊lJL1外面に毒

外面回転ｰヂ巳体部外面暗灰色、，1織部外面・内面赤灰色置靴.英・任石含む。

'２.『ノ.､字状押隠。内面曜織,外面I;Zぷい穏色、｜Ｊ曹面椅色。，酉英･長石念む｡

，１人I外面縦ミガキ画外面浅黄楯色、内凹にぷ１，､黄積色回灯英･長Zrやや含む。

可転ﾉ･デ冒内外面灰色＝石英・曇禰含むぅ

内外面1ﾉと口仙．石捉・長石含も

ロ英・長衝・雲母多く含む‘，

､溌色今.荷英･長行･雲母の微州粒多く含む
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､文様・澗整・色調・胎一f等の轄徴

内外屑訂淡.ｊ･デ目内外面浅黄機色一石英・長イゴ・雲母含む。

|AI外詞回雌ﾒｰヂ曇内外面灰白色。浦英,長行含む．

砂粒巻碧込み多い号127蝿

111|擦文２条以i･、下‘鎧剥落．石英・曇雅・実母含むｅ
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やや含む

内外而回転ツデ。内外而灰色

践部凸横。外面回転へうう･ズリ､内外面皿線ﾃ･デ､内面やや磨滅｡内外面灰色｡石英
憂巧含む。
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受郁
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I]緑部
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側､摘然風り･ヌカイル。

外征1厘l騒ヘラケズリ、内外面回!低;-デ。内外面灰白色。荷英・長ｲ奇む題

内外面磨滅．内外面掻色。巧炎畏諦..・諜廠含む。

外而溌ミガキ。外面灰黄褐色、lﾉﾐ面にぷい椿色。石英・長石多く含む。

iIz滞な睡詞に被ｷー 0痕残。砂岩。

浅い凹箭

端部中

ノー」字状緬』2文2段｡外面磨滅､内面脂蜘謹。内外面燈色。石英長巧･聖母含む。

内外而同輯ナデ。内外面灰色。

外面顛郁横ナデ、囚而板ナデ蝿外面浅黄慌色、内面に誘い↑憧色ご荷英一j4石・雲厭や
や含む〔

河外而ﾂ･デー外面に舞い赤褐色、内面に蕊い穏色。芯英・長石・雲母やや含む。

内外而

詞外面Ｉ

ケ:‘，内面噌減。外而lこぷい溌色、内面穂色。Ｚｒ英・差7:.・賞罪・赤色粒
やや含む

外面縦

内外面嵯減。外面にぶい黄橿色、内師億位”石英・長石の砂簾拶<含む唇

鎧淵欠損。緩やかな鵬部。

外1m灰甫色響所英・長禰含むｃ

内外而回転ナデ。内外面灰色。石英．怪石含む。‐

内外面IuI転ず‘‘デ．内外面灰白色。石英，長Z:･含む。－

ﾐ文唇内外面横ﾗｰ･式外面腰ぷい憧色、内而瀧蛍澄色剛荷英･長窓･雲鋒含と,.。

､に離打痕。砂岩。

紙､ﾅ･デ。内ﾀ価灰色。衝蕊・錠前含む。

叩転ず.完外面黄灰色、ＩﾉV願暗峡黄色画内外面Ｈ然稲
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頚部

内外面皿振ﾅ，認脚面灰黄色、外面灰ｵ･リープ色、Ｗｆ而暗灰撹色‘行英・長荷含む。
内外面自然柚｡

外面戦う･デ後ミガキ､内而横ｰヂ･ミガ･キ．外面に蕊い横色､内蔵灰黄褐色。補英,長石

雲曝・角閃石の微剥粒含む。
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有英，長石・愛鳳の1獅号1位含む
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外而桃ナデ、内而晒滅碧将舛而にぶい黄澄色．イLi英・長程やや含む

‐ノ.､学状押凡文翻外l釘縦ハケｌ俊下､|堅縦ミガキ：:学敗発的な機ミガキ、内向ケズ
.｝後ﾂｰテ、頚離内外面横j･評、外面):､ぷい稀色、珂醐i具ぷい赤褐色｡Ｚ:.従美訂含也

外面縦ハケ!;､内両指頭圧疫‘､外而にぷ準黄澄色極内面黄峡包｡.ff英･長ｲｫ･雲蜂含む‘
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外再

外常

肺

|,､l外面ﾗー ヂ。外，

:．.ｆLあり。外両ハケ間･ナデ、内而指頭Iと痕。斜面にぷい糧色、内面浅就掻色。櫛英

長石・雲離・赤色粒やや含む。

隣部矢刈根透曜脚糊部凹細文句外面磨繊､内i、シボリ痕母内外面に誌い黄精色冒石英

長をg・雲母含む。

牒柱部方形透２縄外而誰ミガキ､内面讃ｰテ．lﾉJ外面に承い授色1,‘{英･長腰含も

脚端部刻み式。外而検ヅデ。外面に鏡い鐙色、内而灰箇色。宥英・長万含む。

､1J実。澄色。班英・長7.やや含む。

.'緑部ＩＪｆ外

色、内舛庇

外圃詣蝋配

;弓半部被熱

内外面識

内外面同

外面回転

外面凶噸

､刺ﾀ雨同

而卿澱。内外面にぷい糧色＄冴英・艮圃の訓粒やや含む：

随ミガヰ、内面鴫滅＄外面に慕い赤撞色、内而灰黄禍色”‘箇英・長ｆやや含も

､ヶi-･指

麺哩拠

雌･』-戸。内外面灰円色。蒋英・憂府含tｊ

ヘラクズ:ｊ、内外面回転ｊ･デ。内外剣灰了.色Ｅ訂炎・畳Z.､含む垣
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ｉｔけ.完内外而庚白色。荷英・長打含近
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il禄部内外面横ナデ、内外面･デ。内外面浅黄憧色。万炎・擬府・赤色粒の微細粒わ
ずかに含む。

内{

内外面ナデ、底部回転糸切り痕･板:':状厘痕･内外而浅黄澄色。嵩英・長ｲiの微細粒
わずかに含む唇

内而横ナデ、底部回転糸切り痕ｓ外面灰F1色、内而淡捜色。Ｚ･英・長石・赤色粒の徴
細粒わずかに含む尋

内ﾀI荷､ﾅ･デ。底部回転糸切り笈・抜目状脹謹。浅黄穏色。芯英・長罵.・・赤色粒の織罰

粒含む昌

内外l罰磨蝿内ﾀ雨浅蛍抵色。涜英・長打・赤色粒の微細粒わずかに含む。

外,I罰I如・･'、内面ミガキｃ内外面淡蛍急。府曝英・艮潅・黒色粒・赤色粒の微細粒わず

かに合む。

内外面鵬鵡内外面褐灰色毎雲母含む。IAi台端部煤付若。

内外面ナデ、底部凹綴糸切り痕，内外面浅黄機色。石英・長石･赤色粒の微細粒わず
かに含斯匿

内外面･ﾉｰァ、底部同転糸切}〕痕。外而膳ぶい糧色、内面浅黄桜色ョ頭芙・長石・赤r色

粒の｛識E粒わずかに含む。

内外面検ナデ､底部同転糸切り喪｡詞外面浅黄桜色響,とi英･是石の微細粒わずかIﾆ含む。

内外面枕ナデ。内ﾀ|而にぶい黄撞色。行英・長石・赤色粒の微細粒含む。

外向脂

内外商睡減・砂付着｛

11織部横･ナデ､外而i#

:J縁部愉ナデ、外面詣頚庄摸、内面横ミガキ。外面灰翁、内面にぷい蛍挺色。打英
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外
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而槻ナデ、内

，ずかに含む！

緑部枇ヅデ、体部指頭I･呂痕、内而潜滅･内外面灰色し精製上。

面推頭圧痕、脚面ミガ:烏'ｓ内外画灰色置訂美・促衷・姿厭の微罰粒わずかに含む,』
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:l禄濫
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:l緑
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Ｌ罰部
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奇
行

断耐抑'形・平面形撚状。Ｉ

断卿

砥Inj

刃部

刃部交互剥陛

二２座ｺサヌプ

0.8IZb･ij･ヌ訂イ！

打痢部”{¥剥蔽片か。：宛。・リヌカイ.､。

鎧部断面方形、水質棺芯

櫛形樺の・郁か｡３雛

畢艮昼

筋9号

外面磨滅、内閲ﾅｰ完外面黙化晦露出、内而灰白色･荷英・長,値多く奇む。

内外面嵯撚・部指頭庇痕。内外而にぶい黄溌色‘石英一奨石・誓卑多く含む旨

内外面にぷい慌色一石炎・量7F・巽緑・難色粒多く含む。

1人1外面ゾデ．外面梢頭H:痕。外向にぷ1,､黄樋色･熟斑、内面撹色。石英･長,f『･チャ．
『､多く含む。

検ハケ11.#

実緑多く含

内外面÷戸・張瑚正摸。内外面浅就栓色禽飼英・艮椿多く含む!，

堂い沈鍵４条脇号、襟部付近小I･以幻外面噌滅、内面指頭I･昌痕・・ﾅー テ．石英・煙f二i多
含む。

内外而膳減。内外而'六宮色鵡イj英・曇毎多く含t』

．．]形迭孔。舛而縦ハケil、内面指頭11:痕。内外l緬樋色。宿炎・蝿・雲母多く含む

外而ー ヂ･指頭L狐．IAI外匝淡黄色。石英・長石・湊謬含む

鵬合時の心捧痕:内外面磨滅･内外面にぷぃ掻色--笹色

粒の微釧粒わずかに含む

内糾

外而

内外

内舛

猟１

加
禰

判外面回蛎ｊ戸、内面青柳岐文。内外而灰色、外面,頚部内面に１１識･'ノー･ｿ灰色自然

稲怠訂英・畳訂含む。

ｕII群･デによる沈隷。内外面河祇ラデ窪刃外面灰色‘イゴ菜・曇低含む’

内外l唾|輯ナ･了今。内外面灰色、断而赤灰色‘,.{『英・長銅うずか};湾･む。

内外Iiiim転・ナデ

シシ描波状文”外面カキメ、内苅凹転プデ。内外画灰色．7-.災・長朽・瀦母含む

'シ側波状Ｘご内外面回転ナデ。外而灰lﾖ色、内而灰色

､為外而同祇ﾂｰﾃf･内外而峡色、隙薗灰褐色雷Ｚ『典・幾凌わずかに含む空

内外面廃滅.,蕊Iilヨヘラ切りか。内外面灰F:色二子･僻英･長fgの維矧位やや含むバコやi嫁ｉ

撒部内外而回転ナデ、阿部斜ハケユ．、内面‘5.章棒･デ目内外面灰色、断而灰褐色
拠一促粁含む

､解減､｜ﾉ』外面職災淡黄色。石盤畏石・赤色枕ａ

可転へラケズリ、内外面皿転ナデ。内外l釘灰色。石

､i同転･;･デ且内外而灰世

､回黛；･･も内外面灰令

』I輯へラケズ.j，内外虚

.'l形・平而形I射状

庇残。２網9つ子．．¥･‐

郵u:燕･ｰヂ、内面指頭11畠痕。外獅にぷい黄燈色、内耐熟色昌巧英･反謂
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』乗剥離。二.8唖赤色頁巷Ｅ

2幼ﾐ。サヌガイ器剣
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外面灰円色、内面灰色、断而赤灰色“衝蕊・長石含む６

し計

而に比較的平滑部,ｊ砂需。

画。

：ｆｉ蕊・長掴念む。

巧英・長fiわずかi･･含む

石英・長講・角閃石・赤色

識111粒含む．
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文様,調慈・色調・胎上等の特葦

内外面回維；戸。内外I蔚洩黄橿色。Ｘ:.炎・長禰・赤色粒の微緬粒わずかに含む。

|妙ほi延転ﾒｰテ。内外面にぶい黄桶色．jii英・長石・雲母の徹細粒わずかに含む。

[I禄訓：Ｉ状か。内外面回転ツテ'・内外面浅黄澄色。極英・長石・赤色粒含む。

外而指詞罷摸・ゾデ

英・長石・赤色粒含

内而解滅、底部回転糸切り痕・板{I状鵬直。内外而灰:'1色．猶

む｡

|ｊ§外鷺回娠ﾅ･デ､底部回転糸切り裳･板目状椛痕.内外面灰i墨:色.石英‘長石の細粒含む鱒

外面磨滅、内面回娠ナデ、底部IEl娠糸切り痕。外面灰黄色、|ﾉ』画賛灰棋密石英・長ｔｉ
わずかに含む．，

内外罰回転ﾅｰテ､底部回転糸切り痕。門外面灰白色ｆｉ英･長fゴ･赤色粒わずかに含む。

内面|Ｅ|輯ー ヂ､底部回転糸切I】痕･板Ii状lE痕廟内外面灰:蟹I色診ｲ㎡英･長極わずかに含む。

内外而何転ﾗｰテ､底部回転糸切り渡。内外而灰白色。Ｚｉ菜･長種･赤色粒わずかに含む。

外而嵯蛾、内面ナデ、厳部回転糸切I〕か。内外両i灰白色。石斐，長瑞.・赤色粒の織細

粒含む

内外猫凹線･ｦ'、底部皿娠糸切り霊、凶外面灰1~:色。ｆｉ英・長潅の微釧粒やや含むヮ

外而勝滅､内而Iﾖ職ナデ､底部何娠糸切りか｡内外面黄灰色豊石英･長行の職細粒含む。

内外面回

枕わずか

職ナデ､底面回転糸切り痕･坂:了状証媒｡内外面灰I二i色二万典･民訴の微細

kﾆ含むｃ

内外耐ノデか。内外面渋fIi栓色。府英・長石・赤色粒わずかに含む

内外而ナデ、底部回転糸切り摸。内外1三浅黄鐙色。軒英・長昭・・赤色社含む。

内外而lE1輯ナ気底部回転糸切り痕＊内舛而灰El色．石英･長画･雲母わずかに含む。

内外面同聴ナデ、底部同転糸切り痕’極:1状1菖痕。内外面灰白色、底部内外而・郁赤

灰色～灰色圃石炎・憂石僻わずかに含む

内外而ｌｇｌ輯ナデ、底部凶転糸切りか。:ﾉ』外亜『灰1,色。石英・長波わずか1局含む。

内外面磨滅．内外面灰自色。蒋英，受巧瞳含も

内外面同黛ﾗｰヂ。内外面に蕊い黄樋色。石奨・艇巧.含む。

内外間回転･ﾅｰヂ、底総回転糸切!〕痕ａ内外面灰内争.。府英・艮石含む。

内外lii回転ナデ。内外面浅黄橿色っ,f,炎・怪洞・斐母含む。

内外耐磨滅

器の可能性

内外面癖滅［

内外面磨滅。外I誠二‐強い澄色、内向にぷい黄撹色。石英・焚弄..・赤色粒の微細粒わず

かに含す』･･内黒黒色－１器の可能性あり。

内外圃嬉

.］縁

:]繕部P

'.]隷部肱

長石オ

：I縁

高台内外而横ナデ､底面指頭Hﾖ痕、内面斜格了状時文ミガキ。内外面脹色。桁製･上。

:l禄部内外面猫･デ､休部外面指頭任梗､内而雷状暗文ミガキ』,内外面峡色。輔製１．。

；l撮謡内外而談ブデ、底部外面指頭厘痕、内面ｰヂ。内外而灰色。糟蕊12

１１織部内外面職

外面にぷい黄掲

体部外甑縦ハヶ日･頚部播頚厩摸、休部内面機ハケーi・ラ･穴

i二ぶい澄色。イf英･長とi･雲母･赤色粒多く含む，外匝燃付満圃

:_l織部内外面瀧ハケ１１’横ナデ。内外商にぷい黄褐色。禰炎・炎石・雲母多く含み

草茎類の圧護あり。

ｕ緯部内外面談ナデ、休部外面措斑I弓痕。外面黙褐色、内面灰黄色。石英・憂府多く

含むへ,外111j媒付・藩。

鍔状突帯。突帯横･ラデ、体部外面播馴唾痕・検ハケ日、両面撒

色、内面権色．石英・長石・雲赴・チャ．．:､多く含む。外画一畠

:I緑部内侭而械すｰテ、内面ナデ。外而にぷい褐色、内面にぷい

雲母・赤色粒含む。

ド褐色〔,櫛英・長を．

11緑部談ナデ､外面指頭圧痕。外面に蕊い明褐色、内面1s:ぷい暗色。蒋災・長石・雲
赴多く含む。外面部燥付満。

:l緑部横ナデ、外面指諏E摸

赤色粒多く含む。外面煤付清

：l禄部横ゾ･デさ内外面に蕊い?燈色己府瞳英・艮濡・赤色粒多く含む。

11緑部撒･ﾂｰ･デ､外面括頭圧痕､内閲･ﾗ･･デ･内外面にぷい黄色。石英長Ｚｒ･雲母多く含む。

外面睡転･デ、内面ミガキか。内外而淡黄色蜜省英・長,fjの盤割粒わずかに含む。
m大の籍jﾔ･含僻む噸

外面回転ナデ。内外面浅黄.機色･石英・長石一雲鋒の微識粒わずかに含灯っ

外面画娠,-デ。内外面灰、色“石英・長石わずかI目_含む

P1.面亜娠ナ･デ鋤Ｉ

l､画刻Ｉ

1面型’

l而同ｉ

:面ミガキか．内外面灰色。茄製士。

ﾄ面詩頭厩痕、内面磨滅ａ内外面灰色畳桁製-ｋ畳

I外面浅黄色『内外面にぷい黄色。析挫f二に石英・長石わずかに含む。焼成-f師蛍。

§減。外面灰、色、内甫恢黄色。焼成やや軟質。内黒黒色::z器の可胴乱:あり。

l外面讃･ナデ、休部外i湖H淑庄摸。内外面灰直竺。輔製-t巳

l外面職ナデ、休部外面lH頭隈痕、’だ薗・・部ミガキ。内外面灰色。新型士。

l外面槻ぅ･デ、体部外而指頭旺狼、内而揃ミガキ。内外而灰色誰II11i製宅。

l外面槻ブデ。内外面灰色ｓ糟製-i"唇

l外面横ブデ､休部外薩捕頚爪痕､休部内面磨滅っ内外面灰色ｓ桁製-'三にZU､災

かに念む鰯

ﾉ･テ。Ｉ

ﾅｰヂ。内外面灰謄僅“だ.i英・長櫛,雲母の徹綱粒わずかに含む。

ゾ･デ。内外而浅豊捜色堂巧英・長石わずかに含む。

,外商灰Ｆ１色、Ｍ釘灰黄色。調災・挺班・実低わずかに含む。内誤黒堂『.．

あり。

ｓＰｑ外面溌黄橿色

Ｉ外面浅黄色。石英・長石・雲母の微細‘極含む｡

1.面灰汽色ｃ石

内面予・デ。内外面+‘弓ぷい茜褐色。芯英・隆X:.”業母

長石・雲母の擬細粒わずかに

ハケ日・デーデ。外面褐

煤１３．粁。

常む。
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鉢

部位

全jＩ

隅藤

脚部

隣部

脚部

鵬部

脚部

脚部

唯需

把手

｡l緑部

鹿部

I］禄部

b』

P

1.1緑部

:l緑部

|｣掘部

底剖

唾部

底部

咲昌’

|雌Ｉ

l曜部

愚部

患部

愚部

錨Ｉ

縁部

緑部

緑部

文様一詞蛙・色,凋・胎:11等の輔:徴

:1禄部|Al外Li横タデ、外面詩劇Ⅱ;摸、内I耐誘i1.:痕，､ナデ。内ﾀ|・両にぷぃ些渦色駒荊

英・長汀・赤色紘雲様含む｡体部外l前ほぼ全面媒付若。

内外面磨滅弓内外.梨二ぷい黄櫛色。zfi災・艮万・チヤーー:､.赤色粒多く含む外而.
部漂付蔚。

'デ。ｉ具ぷい黄色。訴典・畳『i・妻iW:多く含む”イ編3外而燃付蓋。
ー

ｰテ。に漂い黄褐色！
実蔽拶<含む。外面一？

#･デ員ﾄﾆ内

ナラ"畳にぷ

ﾂｰテ。星野

腫痕E‘樋市 をi英・長石・雲吐拶<含む喧雑成堅綴量

内外面桃ゾデ.、問抑

内外面l紺･デ‘内外

,『織部横･ナデ,外面

内外而恢ゾデ。内外1ｍ

外面賑減、内面横ナラ

蹄'[Ｉ状１人1外剛諦'式内外唾灰色一睡i必池。巧共・艮石含む。髄と同・仙体の1J能
,ylあり

内外耐睡域罫内外而灰色．､.灰白色､,.fi蕊・長【f骨むゅ９１１とlIjl･･憤体の苛能跳あり。

東縦糸噂内外面回試･ナデ､ｉ内外而灰色レイf英・長打含む

蝿縦糸Ｊ畠：郡幾勺

東撚糸《,刺外而:11転

内外面同職'デ舎卿外面腿街:、断面脈褐色、石炎・長石含む。斑状の‘;然軸

内外而|E|蕊ナデ、外薗:．.!稀蜘J:痕･侭外而灰色。石英・長ｲf霧く含む。

:1織部''1線２条亀内外面皿転ｊ･デ剣外1ｶＪ灰色、:Ｊ掴謡灰色。砺炎，艮石・ヲＷ･‐：

鳶睡やや含む

外:､･ヂ脂蛾厩痕、内面阿維ﾅー ヂ、８灸：単位の蝿':‘、底面措顛１.畠択．1A;外、灰畿

&.i英.提訴・チ』･-・'･多く含むⅢ

外面･デ･指頭膿痕、
:．多く含む．使比に』：

I馬叩H頭唾痕。外l罰にぷい憧色、内面褐灰色。汗英･長粁･･島'一

}〕内面､I稲・・擁:浅いｅ

内外胃弱

外向列点

廠褐灰色

外I蝿.総ナデ、戚部付砥・庇而両極ｿ･デ、IAl而板状月:夫によるｵ･･り』．.9-.＄･デ急内外臆’
1二ぷい赤悩色･荷英・長ｲ．.多く含む。

外而唾部侭迎クズリ・ゾ

唾部内外而ナデ塁内外Wｉ

馬今部3方向から

Ｚ:提・災石わず７

アロ，Ｉ..扇い黄色。石典・差飛・子-H，.‐】､.突吸多く含む．内側i二部被熱赤変､外側

弧媒付瑞。

今･デｂ内ﾀ価暗赤褐色'､･黒渦但ぃ石英・長禰・ず･キー･Ｉ､含心忌

状のアタリ。外而同鞄･』デ、外面底部付近指頭峰痕。外l鰍F誤い赤褐色、内

．:F･曝典・艮寝多く含む

蛍侭世恒

黄機色邑

い機色釦石災美Z;・雲捗・チィ・・卜拶<含む。部媒付悲。

い黄撹偲イ蕊・蛭石一雲母・テ･$'－．卜多く含打含・部鯛l藷。

l形状に割り込み。外砿ケズ.』，lAl極lEl転ブ式内外幽恢黄褐色
含む。

面"<色。Ｗｉ裂一.。外lii涼侭茄二

A』外獅|･･l転・ﾂー デ．内外面灰色。:112美・艮朽・予・‘Y一:厚含む。

デ弓ｌＪＩ外匝灰色。石芙・量敢含勤

外砿灰オ】・・プ色、１人11,j沢黄色、Mjfl罰暗吸就也暦所典・畏矛。

粥燃付着

醐似Ｆの:i:英・長.信・･.4.--･･･雲歎やや含む

『.瞳英・腿7:含む。

腿黄色｡可娯‘認.･雲録デ･･v･-1.認5－

賑撫､内閲･;･･裳内外面灰色。石英,長花･･‘ヤ混一:．多く合を』'叩

瓦色弓石英・長耐・雲以の微細粒やや含む鶴突柵ﾄﾞ部燃付‘着叩

。内外制灰色＝．Ｊi災・｣史石わずかに含む

戸、休部外･面ブデ、体部内岨iクズリ・ｆＴ１･で典､二よ鳥オリ･墓．

灰色、断面灰褐色．､低英・基X?多く金も

郷
拙

１７

i７

１８

1８

1８

７

７

7－

７

７

『
一
四

Ｉ

121

122

125

R20勢８

言?列胴:．

R釦弱５

１．２:2１

Sｴ＞２:.､唖（ＣＶＸｌ）

S:〕･･２訓諌（CVI：

S、

SI》ＺＩも厨（CV1）

S:〕２F周〈CⅥl）
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.Ｆ蹄（（

､111砿

Iij:賎

青磁

帝磁

青磁

青磁

碗

碗

l宛

,I緑部

|i緑部

休部

体部

底部

暖部

休部.Ｉ..方に文様の窪みか。職制オ:ﾉ･･ゾ灰色,逓明度の低い、蝉約1311叩。磁胎黒色粒
砦￥含む、腿&.:色皇

袖調11韻ツープ色、疎二mm弱,磁胎白仁！

i‘､j閲草花文｡柚調

外霞・部文様･縦訓刻;j・・ブ灰色。磁胎謹搾が若了:あり、,天色鋤

洲１１

世‘

見
黄

：・ブ色、尚舎催地部以内露賭骨,高台部建胎灰色の強い峡I:色、体郊磁胎'二１

、色厚

線袖識灰オノーープ菖海台内I排1藩･無剥部あり層磁請塞隙がわずかI:.あり
竜灰陵色

．;‐･プ灰色。磁賭錐iW1な黒色錘ｵ;ずか仁含むも
’
９

喉が

133 ＳＤ･2ＬＩｌ端照：層掘 則磁 弓]緑剖 趣調峡亡I色。砿胎微細な黒色粒多く台み、空瀕営く わずか､Ｊ火．,ーお『
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‘青磁

背磁
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蝿

吸帝

11緑部

;l織部

見込みに間イ

濁詞灰:,‘畠

i天才

方;ﾉー

・ブ･色、高台接地面以内露胎幽磁胎若Ｆの空隙あり、暖向

砿竺、凋古内側紬掻き取り

１．文錐柚識灰オリ･-ブ色､休部外面露罷｡罰

1,軸訓灰オ･』・ブ色創磯
磁胎{懸{:|な黒色粒多く金

翌隙I誌ん‘

わずかに

礎胎空隙少Ｚ

接わずかに空線あ!)､灰祭l色ａ

〈、１〈ず識。

あり、：'】色

どく､脚.､色:

一
ｑ

糊

糊

恥にⅢ

R20詔

R20278

gR202弱

R2C20i

RI別〕2鋤

R20199

025s r2１

r21別

12120

世121

１劃

2.21

副》･-2.F､耐！

､)－２Ｆ耐

SＤ－２ＦｌＷ（CＶ１

S、･2Ｉ･･1Ｗ（CUl

ＳＤ･2:享暦｛C'T,11）

SI＞･2下堪〔CVKl）

S、･･2目５．府；

S:〕

ＦｉＷＷ

F唖

ド嗣

h,間（Cに勘

にSに）

鎖悪質殉揺

肖恵鷺荊：

､斑賀詞器

須恵質陶器

須恵質陶器

須恵質陶器

fIL114純

施袖陶器

13:磯

;荷磁

脊磁

麺

干
産

識

雛

戦

播鉢

碗

腕

:恥

唾脅

罰Ｉ

底ｉ

砿部

|｣識補

lI緑郁

『『緑部

|ﾉ暫外獅皿転妄芦。内

内外而ｰヂ‘内外通’

郎部内外而・jデ、底

外嘩I･ﾃー ヂ、内而｢指頭1.曽痕・ゾーア、底面米調粧．ジ

外卿路“:ダダ:半、内面ナデ・・部描ナデ。門外而灰;鰯i色。獅英・美石・赤色チ式'･‐
卜多く含也.｡

外面譜蕊Iタタキ､哩部１L蛭ケズリ、内而械ハケ･ｳー ヂＪ内外面灰低,,,f『蕊･長ｲ;奔むロ

外面搭二r･脚タタキ、内面指頭圧痕、斑而謹頭雌痕．外面黒色、|j緬砿色。石英-長石

赤色粒多く含む。

11識端静内ﾀ|而蝿111、休部ＩＪＩ外砿に;Ｗ<施紬。ｒＩ隷競蝿褐色、休部外面侭ぶい猫色

体部内耐M灰色。褐灰色の輸良な膳::(，

鮒わずかに緑がか壱た灰色,"砿

面通弁.文。軸剥ガ･･ノープ灰色。磯胎若,~空隙あり、灰脳睦.！

l刷灰ｵ｡:』・・ゾ色．蝉釣：”磁胎IFぶい燈色。

而隠ぷい此謹色、１１；

糠,色。Ｚ６．災・基調参

1人f外雌州獅I:痕。i７

壱魂?'i・-。麦凹逝存瑛態不良

訂灰色Ｊイーi蕊・長.i,~含む,.ロ

<含むこ

色冒矛.炎一艮狗

ｼﾄ曲灰｢,色５石

ジ〈含［

長布含む

１８

i８

ｑ

｡

R20293 SD･･２１Ｆ牌《(Ｊｖ里 背磁 蝿行 ﾛオ －ブ択色、尚台内罷露リム・Iﾘj赤灰色朝幽傭空隙あり、砿121色。棚



郡

1９

１３５ 1９

|鋤02綴８ 1９

1９

1９

139 r2１２１ 1９

2０

２ 叩

郡

r2128

RU2n3鯛

８ R20381

坪

2０

坪 2０

2７ 1.2134 2０

坪

叩

134

ｕ
｜
皿
一
過
一
ｕ
｜
賜
一
略
一
Ⅳ
｜
肥
一
迫

遺物符号

閃

136

137

138

実測

Ｒﾜ､”ワ

Ｒ20鋤‘１

Ｒ20327

Ｒ202稲

蝋１弓

1‘2１０９

１２１２２

r21”

出土 扱況

圃位・遡僅

S､･2中増上ｘ層混

ＣＵ１：）

SI〕･241塘（CW11〕

ＳＤ･2下回

SI〕･２:､卿（CV11畔）

S、･2下腫（CV1:〉

中瑚tCUil〕

鰻物の内容

種別

白磁

白磁

白磁

l~茜磁

白磁

瓦

器種

碗

碗

腕

硯

碇

九瓦

部位

１１緑部

底部

底部

底部

底部

文i兼・詞挺・色諏・胎士等の特徴

柚調

込
骨
肥

睡
起
・
汰

軸搬

あり

紬徽灰鷺色、娠部露胎尋磁胎識溌ぺ』や多く、灰白色。

見込みに圏線。紬潤灰白色、外面下半以Ｆ罫胎、陶画付曝軒あり。磁胎わずかに韮隙あ

り、灰]色

:I･'而縦ミガキ・ヅーデ、凹面糸切り痕・クズリ状ナデ。IU1J''而灰白色。侭英・長石含む。

焼成頬忠賞，

r[侭患麺台微訓な黒色粒わずかに含臥、空隙も砦干あり、灰向世。

に間練馬軸調内面灰富色。内外面l且】縮ナデ、底面回転ケズ'ん磁胎空触あり

白魚、湛台外面以内露胎。高台ﾀ|-面ケズリ。磁胎撤細な異色粒含み、窪隙芯:箔
天Ｆ１迄ａ

収納

稀号

160

ｌａ』

l圏

図80～別Ｓ､-3冊i:迩物実測図

1＄

R203］

Ｒ203！

R2鵬2６

Ｒ20391

R20410

Ｒ20409

R2n400

Ｒ20346

Ｒ20378

Ｒ20361

的

Ⅲ０

r2121

Ｒ８

2209s

r219i

r21謎

r2137

1Ｚ136

r２

r２

r2j

1２

l鍵

130

131

S、･2.Ｆ厩（CＹ１Ｄ

Sｐ

SI)･2..弓同（CV:：

SI〉･２F･厨（(;V工

ＳＤ２１､､層（CＶ１１

ＳＤ･３上用（Cｌ

SD-3F層〈蝋；

ＳＤ･３F厩（ＣＷ１

SD-3ド厨（CⅥ

SD-3F面（Ｃ，

Ｓｐ３上･下崎（ＣＷユ）

Ｓｉ）･３１宅・.F・厨にⅥ:）

ＳＤ３下屑：

SD-3下鼎：

ＳＤ３Ｆ隅；

Sp-3.F届；

ＳＤ３１〒｣静’

:､.層（ＣＶ１:）

下燭（CⅥl）

｡Ｔ

〕Ｒ

S１

鉄樗

青銅

青銅

青銅：

銅津

弥41:W･器

二l･師器

須恵器

須悪器

須恵器

鏡恵擢

須恵

須恵器

須恵箇鯖響

.i･‘師器

鉄棒

柄鏡

銭批

銭街

蒲

揃

坪身

高明

高叩

鉢？

蕊

饗

饗

底部

1-1緑部

１１緑部

接合部

脚端部

剛縁§

頚帯

Ｆ服部

胴部

全形

7Ｂｇ

ａ５ｇｏ

而径IOfcm。婁文。１８.恥

附元摘市句径21mm、孔l辺721,,.1･頭

鯉4駒1m、￥Ll辺5.5”、301zｂ

4J7E

|j#外面！

口緑部
色粒多

内外間延祇』･デ。内外面灰ri色冒訂炎・峰布わずかに含むＥ

外面磨滅、内面ﾒ･デ。内外面灰向色。石英・長石・テャ・ト含む

内外面･デ画内外面灰色

内外面凹娠ﾅ･ﾃ'･内外面灰色。ｆｊ英・曇石わずかに含む爵

クシ描波状文・Ｆｌ１鵠丈２条．内外面ブデ。内ﾀ|而灰古色、断面にぶい澄色。街英・長

石わずかIこ含む。

外面堵Jz日夕タキ、内面･テデ。内外面灰口色。石災・長石・チキ．ｉ､含む“

外面裕了目タタキ、内而ナテも内外面灰白色画石英・長石・・ｰ峰-‐1,‘赤色粒含む

内外面横ｰテ、底部回転糸切り漉。内外面浅黄積色縄目英・長石わずかに含む。

驚滅。内外面浅黄慌色。灯英・長石・赤色純多く含む

LJ外面横ナデ、体部内面禰頭椛摸。内外面にぷい澄色。石塊・長禰・雲耀、赤

<含む。

3２

3２

3２

2０

2０

2０

釦

2０

2２

2３

2５

鯛

艶

Ｒ20349

R20373

R20372

R2(XI69

R203鉛

R203g5

】･２

r２

r２

22131

鰹１３１

r21認

１２９ ＳＤ－３Ｌ，Ｆ鰯（CW1i）

SD-3下噛（CT11

ＳＤ３Ｆ用（Crl

ＳＤ,ａ~品・ＦｌＷ１（ＣＷﾆｭ）

SD-3ド照（CSll〕

Sj＞31,咽（CSl1〕

SI〕･３F.届（CUll）

S､雷３Ｆ層（ＣＵｌ１）

士師器

土師器

上師器

上師器

_'二師器

上師器

F1･師羅

.『弓師器

剛、

|Ｅ，

脈

川，

廓

坪

:I懇部

11縁藍

11縁そ

J1諺

底部

底部

底部

底部

内外面談ナラ

内外面機ｰﾃﾞ

可外面横ｰﾃﾞ

海外而横ナテ

外面職ナデ、内面ナデ、底部１日|娠糸切り痕印内外面灰『i色。荷英・長櫛・赤色粒わず
漣含む

外面談･ﾉｰヂ、内面ナヂ、底部回転糸切り痕･板日状庄痕。内外面灰デ1色諺恋英･憂細

泳色粒わずかに含む窪

ﾘﾀ|而横ナデ、底部回転糸切り痕。内而洩溌橿色、外面炭素吸着か灰色石英・長‘tｉ

ﾌずかに含む

kl而櫛j-デ、外面解減、底部回転糸切り痕亀タ師蹟識､抵色、内而浅黄撞色。獅英
睡霜・赤色粒わずかに含む

外而灰白色、内而腫ぷいdMi鐙色。石英・長府.・赤色粒わずか8こ含む

内外面にぷい鈴世色邑訂英・長石.わずズ

内外、

内外Ⅱ

Fぶし§黄極色亀牙,英・長石わずズ

ぶい黄梗色。石英・長浦わずズ

こ含む二

こ含む。

に含む。

鋤

2０

2０

2０

3０

R204U7

Ｒ204鵬

r２

r2１

4６

1８

5３

5８

Ｒ20239

Ｒｸ､ｸ槻

R20306

Ｒ20181

型O2fO

12121

1甥1叩

r2121

r2C97

Ｓ､･･21:'掴：

S:〕･2．Ｆ１罰

SD-2下層‘

S:〕･2下師.

ＳＤ２ド肝：

ＳＤ２Ｆ廟：

ＳＤ･２上層；

ＳＤ２Ｉ;』耐：

S旨〕･２Ｆ府（C１

SI〕･2中僻.:･面（

S胃〕･２．，．.層（CＸ

Sｎ．2Ｆ届（C１

ＳＤ･２．Ｆ届：

ＳＤｇｌ､､層Ｉ

甑〕２下屑

(ＣＶ１:）

ＣＵｉｌ）

(CV11）

Ｗ12）

l畔）

12） 石器

石皆

石器

石器

石号

石器

７７器

｜鉄鮮
鉄漣

鉄沸

鉄沸

惟潔

険沸

鉄樺

敬君

睡石

素材

訂庖.J~宗製品

素刷

素材

才』製石鐙夫製品

剥jl．

鉄鍬？

方;性状か亀４面に蔽打痕顕著．ユ而研媒１７Z3g〃砂岩質羽

断而扇ﾛ:形。先嫡敵ｷ.､摸、全面平滑。９型ｇｏ火Ill岩質。

灰色蝿117‘且恩。諾晶片岩．

側端挟り二15,0画。紡龍片岩

7n7gb縮IWI片瑞。

黄峡色、全而赤変。里99．結晶ﾉﾓ．岩,、

l而:;'央に稜、もう１面剥離而のまま。２３贋。節』亜見られるサヌカイ｝

調整溌離認められないg26pE。

茎部藤間方形、刃部土砂等捌鋳・詳細不明Ｆ

ｎ.面に平滑な関前あり｡斜,卵

14,39

砂粒が部沫状に熔融付着。坊,故。

17,F［

14,9。

3２

R20366

聡

0406

0317

O39j1

0342

r２

r２

１３７

.”

127

ＳＤ･３１『届（CSl1

S、･３１f厩（ＣＷＩ

S､･･3..:。i,､1Ｗ（’

ＳＤ･３１『廟

ＳＤ－３上届 〕Ｔ

Ｗ１１ｊ

-噸

剛

_剛

_噸

:､古
.､､

ij器

『器

味

卿

Ｉ瓶

1.Ｆ

全形

1.1緑Ｉ

、緑Ｉ

rI緑

１１縁Ｉ 内外面横ﾅ･デ｡内外面に悪い黄澄色。荷英･長石･雲母･チャート･赤色粒わずかに肯むｃ

勺外

酌Ｉ

砂Ｉ

』外

卿磨滅。外面灰r1世、内面灰褐色。禰炎・長万・実鉦・赤色粒含む

面磨滅。内外面灰向色唇石英一長石・赤色粒わずかに含む｡

面横．ｊ･デ。内外面灰白色。Ｚｉ英・;長石・雲峰わずかに含む､！

瑚横ﾂｰヂ。門外面灰黄褐色．石英・長石含詩L、

2０

2０

2０

r2097

S;＞･２~昌瞬』

ＳＥ〕２．-二屑：

石器

弱器

台弱

弱

岐打成形、：面のみ研磨痕暑全面簿<被熱器変･’07“安山岩質

践打成形､|話面･両側面研磨､他面若干研嵯c噸l破断商以外被熱黒変｡860Ff･安山溌質。

Ｓｐ２.､.層： l畔） 涙器 砥石 方Ｍ２状。４而かなり使い込む。ユ而被熱黒変｡蝿39．褐灰色の火111岩質。

R203誌

R203響

r2j

1.2

i3０

128

ＳＥ〕･３上，Ｆ

Si〕３下屑

ＳＤ,３

SＤ３

屑（CRl二

も･~;ざ届にV1:）

･鋪

我

土０

上１１１

器

U 唖 ■

』ザ1，

脈

叩

胸、

１１識部

11緑部

;I緑部

外面識ゾ･デ、内面嵯識国内外雨i灰白色。詞英・長府，赤色粒わずか､こ奇も。

内外面談ナデ。内外面浅黄.憧色。訂災・長石・実母含む。

内外面横ナ･シ

内外面横j･デ

内ﾀ雨横ｰﾃﾞ

内外面にぷい黄篭色ゥ石英・長石わずかに含む

内外面浅黄撞色:,石英・長施わずかに含む．

。外而灰白色、内而に蕨い黄謹色．石英・長石わずかに含も

2０

2０

S:〕･２．Ｆ届 窓器 石 岐打成形、．z面研磨。１１“鰹安1.1岩質

SI）３F脚（ＣＷ１ｉ；

ＳＤ３下耐（CWll）

SI）･#下耐《渇工１

土師鍔

-t師器

･ﾖﾆ師

坪

坪

坪

底部

底部

底部

内外面麿滅、駁部画転糸切り痕。内外、灰臓色。７;炎・長#面含む。

内面横ナデ、底部皿転糸切り痕。ｉ'M外面淡黄褐色．禰英・長衝・雲母含む．

|ﾉﾘ外面磨滅、底部域転糸切り痕。内外面浅黄撞色。赤色粒わずかに含む

2０

2０
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3９ r2131 郡
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R20351 r2129 2０

5０ r2137

2０

R20377 2０

R20389 r2134 2１

5４ R20390 1.2134

R20472 1.2109 2１

r2139 2３

剛 1.2136

鰯

)４】

1-2137 2１

９ R20416 r2139 鯛

2３

1４

蹄

r2139 鴫

ｌ３１Ｒ２０４２４ r2139

135

ｍ
－
ｕ
ｌ
廻
一
田

R20420 2３

2３

逝溺昏号

厩

醐

4０

4３

4４

4９

5２

5３

罰

詔

5７

5s

6１

槌

7〔Ｉ

密

実測

Ｒ鋤G雛

1世Ⅸ

Ｒ２ⅨＷｌ

Ｒ20357

R2C865

ＲＺＡＸ

Ｒ３

Ｒ20鳥0５

Ｒ20888

R20398

Ｒ20399

Ｒ２鯉

Ｒ２

Ｒ２

Ｒ２

Ｒ２０Ｌｕ１

Ｒ別XII

310

0382

加339

収ｈ

鯉

12132

r21釦

r2132

r21熱

r21浬

r21郷

r2i35

r２

r２

r２

I釧3１

鯉lそ

132

1９

132

８

i,i：.ｚ状況

暫位・避抵

Ｄ３Ｆ珊（ＣＵ］

ＳI）割』､'思鉛【：

ＳＤ３Ｆ厨ｆａ７：

、３Ｆ咽（ＣＵ

SＤ3....吋（CＷ

Ｓ、３．F.屑〈CSl二）

ＳＤ３ド輔〔C‘劃旦

ＢＤ･３F卿〈CR11）

ＳＤ･3.ド肝髄:S二ｺ

S:〕･･3.ＦI師ＫＸ;：

ＳＤ３下肝鞭Rｌ

Ｓｎ３ド厨纏』里
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逝物の内容

ｉ１Ｉｉ別

上師器

退師器

二師器

-上師＃

・二Ｉ

上；

：弔師器

.l:師；

-.弓師；

-f師；

瓦器

瓦鼎

瓦２

瓦

瓦讐

瓦器

瓦Ｒ

｣k：

貝』

瓦

｡ｔ師筑ゴ.ゼ

上師餅稚

'二節質土器

､二緬賛･1-器

上閉質･湖

．::櫛質･;z器

鎖悪質職

貿恵賛熟

灰紬陶祷

ｒ‘礎

Ｆ１感

口鍾

f:器

自器

f:i器

.fi器

:i二

ｆ器

『器

膿

器顧
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椀

椀
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鯛
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脅固
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卸
■
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ゴ
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麿製訂庖』.

ii庖j~末成品

捌偶

部侭

I誌部

底劉

底部

底部

底補

I鴬間

全jｉ

形

全形

.令形

尭形

:1緑部

１１緑部

1.1緑剖

賎部

底間

底部

全川

全形

:｣録判

.､半部

－１呂半淵

..』胎無
ロ■■U“

：．､１２．部

､昌半部

'二｣録剖

Ｊ隷郁

底部

|Ｉ；

厳部

識刊

課部

部

､文隙・詞整・色説・膳-k等の特徴

内外l釘横･ﾅ･歩、庇郁阿戦糸切り換・内外向ﾄー ぷい黄褐色。巧共･催7f･チーヤー1,台オ

刃外匝I縮･デ､寵龍ＩＥｌ転糸切りか。外血脈;､1色､lﾉﾐui淡黄色．石英･長:r:．赤色絃‘街む。

脚外而磨滅＄底部凶娠糸切り痕1,内

4而ｰヂ、.ﾉﾛir鰐滅亀外面灰E:l色、内面淡蛍鐙色．とi共･反面･赤色粒わずかに含む。

舛而ぅｰテ、内而散発的なミガキー店舛而浅茂澄色｡ｆﾛ英・長符合も

外嘩愉･ず･デ､内面唾減。外面灰【":色､内閲濃黄捜色ａ石英-蛙:７．i･赤色識わずかに含む

内外面鮮滅遡陶外匝浅黄;臆‘色。石典･蛙到･赤色粧含心

内外面談ｊｰテ、底部凹転糸切I】痕。湖外面浅黄稀侭ﾛ,[j英・長芯・赤色粒わずかに念

む。；i繕瑞部煤4J藩

内外

内ﾀＩ

糾
肯

内
母

Ｉｉｉｎ

内外而騨減．内外匝艇値、汀英・曇衝わずかに含仁

内ﾀ|,面11緑部縦･j-デ、外而指頭圧痕、:ﾉ駒可ヅデ・１.寧なミガキ。.A1外而火色‘打英
畳語;.・子苛．．】､わずかl己含も

体部外向指競ﾛ冒摸、他磨滅。頁外面灰此褐色、ｉｌ繕部外面灰色。篇英’反『:。婆踊

わずかに含む｡

吋外而勝減鯵外而体部指副･Z痕調店外而灰色

外而握副Z狼、､珂面踊城:，外而黒堂.、陛面に悪い黄橿値皐打英・艮私月・亦魚蚊わずか

Kﾆ含む

"擁部内外而ナデ、服部外面縦ハケピ.･ブデ･指頭旺換、内而横ハラ1,.部毒頭圧痕。

外面器色、内面にぷい褐色。窃曝英・長徳・雲献・赤色粒多く含む．

;i緑部外而ナデ、内而談ハケヨ;、他綿外而縦ハケー１.指頭!E根、内面剥落。外面に鐸

い撹世、内I誠二ぷい描色。ZR-瞳英・任荘・実蹄・赤色粒歩く含む。

外面縦ハヶP：・部iｊ

半剥落：外面に毒

体部外面糖頭i砿痕･字･デ．ｉｆ・半平括タタキ､:人:ir横ハクビ'･ナデ。内外面;愚ぷい黄螺邑､，
朽英・長石・婆母多く含む。舛而全而・’1禄部内而煤付茄。

内外閲談･ﾅ･デ。外憶熱褐色、内向}こぷい黄禍色畠荊.典・促芥.･裳ｉｊ赤色粒多く含心包

ﾀ|､筒l槻ハケ.§・ナデ･指頭圧痕盈内而概ハケi：.．;･･デ。外面黒描色、珂而縄色。石英

災詞拶<含む｡

袖剥薄町豊灰｢1世、外I髄蕗胎冒磁胎

.'E面と側醗粋而が平滑'、安【I端思

・面に離打:畠よる窪み２笥所、！,

平ら伽

平らな

半身欠

gや派I祁涌

:｡i然而残るが

719,結品片需‘

而撤うデ、I伽羅.寧な

琳面険ナデ、内面ミガキー外面灰色、､勾而暗灰色．軒英・長班,わずかに含述』、

I鮒徹ヅデ、内荊嵯蝿外面灰色、：却而灰

面ナデ、１忽1m散発的なミガキ。内外凹択

[抵系。1'2外而同転ナ穴内外而灰r:色《輯英・｣獅曽・チャ･‐!､わずかに含む

i､両同転ナデ、利而ヅデ、底部河転糸切り換一内外面灰匿.謹傷軒英,長石・チャ．．；

】ずかに含む。

閲･テデ、内向睡滅、底部回転糸切りかａ庇外面灰色。禰災・曇荊一子.r・・』､含む

j外嘩i画幅,･デ｡内外l釘諜同色｡Ｗ『且厳胎-上に、黒色の微劉紘わずかiニ含む‘。

熱い膿i'1色、外､::ざ半・部露胎‘･磁胎黒色位わずン

淵薄い灰円色、外而露胎昌織

|､面磨滅、底部同聴糸切り痕。内外而灰白色。詞英・長石・赤色粒わずかに含む』

烹競･デ、底部同il噛糸切り摸・板.'状l･畠喚､､内外面i二ぶい概色。,箇英・長.｛i・雲

横ナデ.ｉ､'半指頭に痕、内而廃滅．:Al外面時灰偽ゅ‘iLi蕊・受劉・雲蜂魚曾。

訂に敵打痕勺砂諸

師二散打I.:よる窪み４筒研。嬢面平滑。花蜘瑞。

iー テ､腹部何聴糸切り痕。刃外面:こぶい抵世。ｚ:英･長石･裳句:わずか〈f,含t‘､,、

形、刃部偏当刃、ｌ刈画穿孔。全laに~寧燕研磨。穿・7Lln･;.‘:”痕跡雷

刈離ありゅ茄削腫階の米製品。認.８９結雌片.希。

ジ:富.、：曜部･･デ・脂頒Ｌ;摸。Ｌｌ頚部内面横ハケ目、１１M部.Ｆ

|と面にぷい褐色。７『災・長石・雲抵多く含む。

〃キi･内外面灰色。と･英・艇ｲﾆiわずかIﾆ含む愚

皇隙苦淳あIj，黒色＃

識|鰐¥~I君あ￥、熟色瀧わ･ずか【ﾆ含み、灰デ]色。

平滑<砂岩,Ｉ

面浅黄椴仇８，通

色。汗英・畏矛.わずかに含む。

ﾖａ恋災・長石・テーャ・・1.わずかに含む。

畳(１.赤色粒わ-芋かに念も‘。

ﾆ含み、灰白色

I:》ずかに含み、灰FＩｆＥ
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弓･訓
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継文と器

硬恵器

須恵

弧恵サ

．‘ﾕ師？

上師器

瓦器

.:師質｣.器

.:伽質:.-‘器

深針、

壷謬

翌

蕊､r噸

椀

Ｍ釜

羽釜

Ｍ§

１１禄；

頚部

把手

底部

:l禄Ｉ

11禄部

内外匝嵯城、外面わずかに条痕。湖外面黒色。祇災・提転・雲峰多く念も.。

刈外面|凶転ー ヂ嬢１A1外面l父色.固英･長賄わ-;璽かに含t‘

外而畿ハケー:,mi臓･デ、瑚而、縦ﾗｰヂ。：勾盤而戻色･獅英･長打含む罵難膨れあり。

外而頚部同祇ナデ･阿部力キメ､内而同戟ゾデ｡内外而灰白色.打英,良Z.わずか+､巳含む

全而ゾデ書にぷい黄授色‘,蒋英・艮蓉・築母多く含む

利外面磨滅、底部糸切りか内外面淡黄魚マイ1蕊・長ｲ［:含む＄

.'緑部内外面回転ー ヂ､休部外面護頭j瞳痕噸ljざ外面j穴画嘩伽凋英‘長ｲ『わ｡ｼ菖かに含む‘

刈外面･ﾉｰヂ。外睡灰黄柵色、内面禍灰色:､‘b｢英・長割・雲母多く含む。

ﾀ師ゾデ、1ﾉMir横ハクｌｉ‐部ー ヂ：ｊＹ外面(f蕊い寅祇色．とi英･長‘ｆ･雲母多く念む。
突４１濡端の部に鵜j藩，

】'2139 SI）：－３西|W祷り

ＳＤ･Ｉへ３西断警Ｉ

犬:］

石器

碗

砥,脳

賎部 刻外録．:１

わずか;貝

‘F滑な砥砿ユ正残る砂粁。

賑ﾂｰ戸、底部回転糸切り痕。外面灰色、内面褐灰色の薄吻も艦抽ごうf,炎・壁万

念･む。内面重姫焼き筏

_R203蹄 R、.31....『層（ＣＷ:！

下層鱒 f器

餓器

剥月

飲雛

1ﾕ2質，諾晶路･岩

断而ド方瞳方形.ｉ山扇平長方形。

SI〕･ﾕ…３幽断割

'､－３曲’

－３西’

､'３両’

梨

r蕊

雷』

瓦衝念鼎

須恵衝随器

緬恵質陶器

青徽 碗

ﾖ帥

動鉢 Ｉｌｉ

底補

愚部

霞部

内外面ナデ。内

束擢系！

東識訓

削り饗し間台。袖調オリーブ灰髄、在台l増而露貼でにぶい赤褐色.,磁胎級｢1色、ィi英

基r,の微細砂含む。

画内外、

内外血

外面灰色。石英・長満含む。
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逝物の内容

種

須碓

青

蝋弛娩

緬前灘

蝿前暁

Ｅ器

弥律十蕊

須恵器

須恵器

須窺

振恵器

疲恵器

士師器

弥生土器

一麺忠器

ＢＥ
は8『

器蓋

坪蓋

讃鉢

拓鉢

謡鉢

‘１J庖鼠･？未製,品

謎

に明

坪蒜

尚坪

高杯

壷

椀

器

琢誘

部位

体部

；I織部

..,･半部

.;呈半部

．z半釧

ＬI頚部

脚部

ｉｌ緑部

L1緑部

脚端部

頚部

底部

脚端部

'休部

文様・訓整一色調・話品等の特徴

外而同祇へラケズ'ノ・回転･デ、

11識
内面

11縁部凹線２条｡内外面同転ぅｰテ。葡袋３単位の描目。内外面灰赤色s石英･長石含む

競磨痕と刃舗あり。詰晶ハ器。

姑１

内

内』

内

内外而嘩減。内外面灰白色。窟英・長.侭の徹細域含む,，

外面方キメ、１吋面回転ﾗｰヂ。外面灰色、内面灰白色。石英・長‘(.｢含む蕊

l』J外面摩滅。外面灰白色、

ﾀ|訂ミガキ、内面ｰヂ・指頭圧痕。外唾浅黄鐙色．両面褐灰色。詞曝英・長石・雲母多
〈含む。

内外面同聴ブデ。内外面灰白色。石英,長ｲｺ｢の微釧粒

縁部凹線２条・外面クズリ陵l型１４癖･ヂ、内面回転；･デ。８条:単位の播:1．外面+二

い赤褐色、内而にぷい種色長画・汀英含む。

N'抑IE突¥W・内外面摩滅・砂粒付瑞。門外閲にぷい俊色。石英・艮万含む。

外而匝幅ｰテ。凶外面灰瞳色。石英・畳石の徽継粒含む。

繭回転ナラ

面河紙ゾラ

.紬調オツープ色、原釣〔

iI;璽線２条｡外面ケズ:ｊ後同転ナデ､内而河娠ナデ､９条二単位の稽巨｡外面灰褐色

《黄描色圏石灸‘畳石含む

‘外面灰色、IAf匝灰芸霊。石英・長禰の微細粒含tｊ

内外而灰;僅i色。ｆｉ葵・侭糎の微細髄含む。

AJI髄回娠ﾌｰヂ。内外面灰色｡

7ｍ‘，磁胎灰口色。
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坪身

提戒

坪

坪

球

小皿

椀

銅

臆部

戸'調部

底部

脚部

'1縁部

:I識郁

｢I織部

脚iＹ

全形

Ｆ半部

唾部

辰部

揺合部

底部

il緑部

Ｐ･半緒

肘剛

底部

底部

底部

唾郁

全形

Ｆ半部

~Ｉ詠剖

!｣L1外面廉滅。外面に‐ノ.‘宇状抑ｆＩ;文。外向鐙色､阿面にぷい握色。晩成不良､衝英
長潅多く含む，

内外面厳滅・砂粒付･着、内面指頭暁痕一外I甑浅黄横色、内面褐灰色。石英・長禰・雲

旺多く含む．

内外面餓餓・砂粒付着。タ|耐にぶい挺色、脚而黄灰色。訂英・挺可;、裳慨争<含む。

外面
毎<Ｉ

Ｊ縁

内外而回転ﾂｰテ。外面灰l2i色、内面灰色。石災・量Z;‘の微細粒含む。

外商横ナデ、内而巌滅。内外面にぶい黄澄色。征英・長間・雲母含む．

全面嘩蝿にぶい黄糧菖石英・長御・赤色糠含む。

外耐デ､内而ナデ.指舜涜｡外面i:ぷい赤褐色､内面慢色･軒英.憂石含む。
外面横う･デ､内面ハケ冊‘,底部回娠糸切り漠。外煎にぶい控色､内而にぶい褐色．荷英
長イコ’姿母・黒色粒含む。内而掻目使淑:畠よりIiIi続的

外商･蝋而う･デ、内面同種ｰテも外面灰『z､催、内面淡黄色。石英･長Z.,赤色粒含む。

側面・端面面駁り。熟燃し。蒋災・長朽・雲母やや含む。

両澗姻１１蜜砂読,

側面

喪幽

底部・襲面は欠損もしくは:二;然商を残す。花罰岩。－‐

内外面皿娠ナデ。内外面灰白色･軒英・睦i含む。

大半欠損。.‘部被熱・器蛮。砂岩。

一一一一一

内ﾀ|､面廉減《,内外戯灰i塁1色⑧石英・挺班の備馴粒含む。

:却外､iナデ‘,外面8,-紙い黄横色、内面にぶR,2褐色。石英，長上含む。

全而〈勺鼓打護。砂岩。

58.19．他

9.]ｇｏ他}二

ﾂﾄ而・j･デ、内面指頭艇室。外面にぷい黄撒色、内面謁灰色。石英・長:間含むﾛ』

クズリ。外面灰色

外藤ｶｷﾒ､内面回転ﾅデ｡鍵.長箇含む。
内外面摩滅。内外面灰白色。荷英・長衝多く含む。

内外而回幅ｰヂ、底部皿転糸切}j痕“内外面にぷい茂燈色。蒋英・蚤Z胃・雲母の擬釧
粒含む。

内外而喋鳩内外面灰白色。石英・長液一赤色粒含む。焼成やや軟質。

内外而嘩城』内外面灰白色。荷英･長石・赤色粒の徹訓粒含む。

ﾘﾄ而峨減、内而同転ゾデ亀内外面灰誌L等汀炎・長Z6・赤色粒の微蕊1粒含む。

ﾀ噸'二端横ナデ、内面へラミガキ･内外面灰色。雛型-k。

外迦ナデ、内面横ハｸﾞ日後ナデ。内外雨iにぶい澄色。､行英・塁審・雲赴含む同

ﾐがｷ･据部横ナデ､内而ｼ惹リ痕。外而樋色、内面に蕊い識色っ訂灸･長講
一
画

」
他
一

部内外匝横ナデ。内外面褐灰色。荷製士。焼成:上師資。

噛打痕顕著、研鮮あり凸砂岩｡

研磨か。紬品jg･岩

二3点あり(諏蜘]759>，
蝋あり（総耐暴鰹伽)。
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Ｒ20027
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壬

R2U4調
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】‘2１

4８
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SD-5（CTl2）

Ｄ･５〈CT12j

頑悪器 坪蒸

剥片

Ⅱ縁郁 内外面何転う･デ。内外而灰白色急巧英・長衝・雲母の微差i粒わずかＩﾆ含むｃ

訪晶；狸Ｉ。

2３

2３

】'2150 ＳＩ〕唖・５断 弥生-鴎 壷 uf部 内外而蟻澱･砂粒付薪。外面責灰色､内面峡褐色･祁英・任石含tｊ

'2障質蝿

上苗賀土器

､ｔ師璽ｔ僻

:2師筑-t：

と師質士爵

上師質:.i呂蕎

上師質.上器

備前暁

錨

錨

羽釜

羽韮

羽
■１利

¥コザ■

州釜

晶暇
聖山

iI識部

１１隷劇

11禄部

宥半部

脚部

脚部

脚部

.二胴部

外面繕ハケ11.讃･デ、内面縦ハケョ。外面にぷい撹色、内面燈色。滴枕･艮荊含む。

内外薗序減。布英・長巧・赤色粒多く含む。

外面職ナデ、内面庶減副外面灰黄掲色、にぷい黄撞色。荷英，長獅・雲母含む。

外而指頭』.昌艇・ゾデ、内砿ナデ内外１１｢にぶい黄撹色。石英，長調.含む。

ナデ。灰継『ﾛ.四石英・長石・雲母含む、

全面ミ〃キ。灰没色二石英・長行・雲鉦含む‘

全体的庶減。；二ぷい褐色且詞英・長粁含逆

外面職ナデ･ｰヂ、内面回転ｰ･デ･･ﾉｰヂ。外面灰蛍褐色、内而灰倭窃英･長行含む｡

妬
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Ⅱ文言京遺跡20次調査
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瞳紡の内容
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瓦
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l這矛

蔽石．
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菅fｌ

脅万

討石

唾袋謂Ｍ

位

全髭

W$部

.1繕錨

：1,禄部

：I縁部

,｣羅部

：l縁部

体制

底部

唾淵

ｴー 未ー成紬

文様・調整・色調・胎一:､等”特徴

外l髄縦ハケ:-:、州頚n.笈、内閲横ハケ『l目６条：単億の拙;可。ｉ可外面灰黄色目謂炎，

趣可含む。求使JINか。焼成｡:呂師質層

L而惜．､評:タタキ、脚而指頭姪奴鰯内外面峡:弓竺＊罰英・Kti・赤色粒含も

外卿横･ﾅ･芦、内面ｰ･デー捕胃］。外面衷色、内而灰白色色府英・長Z:含｛

外面横･デ・ｌＨ頭辰痕、内面機ﾉ･･元外面灰黄褐色、内爾'二ぷ､担色旦調瞳典・畏刃:．

赤色粒やや合か｡

内外罰

縦調

袖調'

紬調灰圃色。磁胎臓色k:窄馳ややあ｝１

紬調峡I;侭‘,磁胎黄Ｅ血．

稲調オリー･ブ逆恥確;鐙色

'‘I'而樋目タタキ、

誕而が磯存。

表蕊蒜に差.子の敵

月競掘痕蝋薪・砂岩。

髄ｋ５ｉｒ

､1羽・1Ｍ

表製而・測而を研感・離堂・・砂碧

表襲簡を研睡、・・都敵打痕昌美蝦部を,､8,,.Ｊに彼熱黒変。砂岩

に半欠膿。砥万への転服の可能|生もあり。

杏仁形働穿孔街迩嘘ず。；４.而に刃研ぎ勘結晶片器

鰐減によりｆｌＩ１調砿色如磁胎択色々 』

オリーブ色‘盤胎厩E,色。

<dl色。磁胎ｒ１色に窄隙ややあり‐

匝残存、蔽打痕・研磨駿軒。撰瑞の磯就落塊壷使蹄

U而が残存。１%而２筒所の深み‘，211い砂岩‘』

'面布目狼Ｕｊ１１ｎｌ雨Ｉ虹.色曽暁成須恵質

irは称に罰.胃滑。二面に赤色顔料の付薪か妙閃緑岩,噸

打痕曾側雨を1....0‘,に砿ｨ!；《,際岩
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鉄樺
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炊沸

寺蛎鈴
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..刈将
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翻

時
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延号

瓦器

-ｋ節貧.．.綿

荷器

欺沸

､師器

:ﾖ師質二器

・肺器

上隙

弥生･Ｉ･器

碓生上器

.上師器

錨貨

碗

壷

i派

珠

露

畢
例

椀

椀

鯛

含揖

郷

Ｍ釜

姉

小HIZ

熊

高坪

髄樺

唾部

１１緑部

：l識部

１１認部

１１識部

１１鍛削

全形

１１織部

：l識釧

１１殻部

唾部

[..学部

底部

圃州

琢訓

底部

上部

遮0蝿

2aOH。他1尾１点あ￥（稔.亜堂群

2239。他に５点あり（総垂鼓部

4２９．

3‘4舟

鰹永通宝ｕ

勾而薄いｶＭｌＩｌ，高台露稔。磁胎q:I色島

砂粒を怨さ込む．：9.79.

,I,撮部1111線虻３条。外而鞭ハケ理・Ｉ鮎･デ．lAJ而十デ迫外面is､ぶ１，２挺色、内而にぷ

批澄色。,fg瞳英・長蒋・巽厭含む．

内外詞撒･ﾉｰヂｅ内外『

両外面踊減。外面澱＃

外面蔽澱、内Ifl:機-J･崇

内外面宗滅冒内外l鯨渋瑚登色。石英・長所含む己

内外面蕊滅。外薩淡鐙色、阿揃洩黄‘惜色巳，汀英長石・赤色誠の微剥粒含む

外面俄宇･ヂ、内匝ミガキー内外l到黒阪色．､柵蕊亀。

外面摩滅、:AIi函ミ･ガキ。外職灰色、内面灰口匙桁製l_にわずかl､.,【i英・長北i含色

:判外面球減。外繭l火色、Ｉｊ引釘に難い楯色爾liY襲弓..、

|Al外面騨減‘,内外面灰前色輔製弓。醜戒やや軟質

１１禄部内ﾀ|・而横ハケ,Fi，体部外而縦ハウ.ヨ･ツデ･指頭!且痕、同所ず･デ。例.而掲灰色

両面にぷい黄桜色ヮ石炎基石赤色裁含心昌

内鷲見込み草花文句軸詞灰オリ・・ブ色.．建確lパデi値、

蔽ｷｺ狼あり。波熱赤窪し砂岩。

鋤‘2典

外面衆滅､内面回職ー テ､底部回議糸切り姫'菰II状l_冒痕。内外而灰:‘i色‘,.f『蕊'受Z､

雲母の微細粒多く含む．

１１禄部内外面横ｰヂ、外･面ナデ・横ハケ目、ｌAl砿ナデ電門外mにぶい玩獄fL苧イi蕊

良,t1やや含む。外面広範囲に煤付薪

内外l鰍回転ナデ、底部画抵糸切1F棋冒外面次黄褐色、内面浅黄概色。石炎”長禰・察

母・赤色粒の織緋位含む

内外幽回!賑･ﾉ･像．底部回蛎糸切り鋲。内外面浅黄l純L辱石炎奨瑞.・雲吐・赤色粒の

微細社含む塁

胸八：其の小Ｉ.｣(-皇る煙斜統文=外､拙'ﾉ･･デ、内耐確{[･痕。外面にぶい謹色、内面

褐灰色冨詔,炎・陸７．・雲敵多く含む
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Ⅲ文京遺跡23次調査

Ⅲ文京遺跡23次調査

ｌ調査。整理の体制と経過

（１）調査にいたる経緯

愛媛大学城北団地における相次ぐ新営建物の竣工に

伴って、既設の電力供給施設では、大学への電力需要

に十分対応しきれない状況となり、新たな電力引き込

み線を確保することとなった。具体的には、城北団地

南縁に沿って電柱を設置することになり、その工事に

関しては、一般家庭等への電力供給と同様、電力需用

者である愛媛大学ではなく、供給者である㈱四国電力

負担の工事とすることが取り決められた。またこれに

よって、愛媛大学構内の電柱設置地点に関して、愛媛

大学と㈱四国電力の間で、借地契約が取り交わされ

た。

一方、電柱設置地点の埋蔵文化財については、周辺

の既往調査（調査番号：98401,99901,99709-7.

８等）から、工事にあたって影響の及ぶことが予想で

き、埋蔵文化財調査室では埋蔵文化財への十分な対応

を求めた。しかし一方で、借地契約が結ばれたことに

よって、㈱四国電力を原因者とする発掘調査届の提出

がなされたため、埋蔵文化財調査の具体的対応をめぐ

って、調整が難航した６そこで、㈱四国電力と愛媛大

学（施設部・埋蔵文化財調査室)、そして松山市教育

委員会による協議が行われた。その結果、松山市教育

委員会立会のもと、実際の調査を愛媛大学埋蔵文化財

調査室が行うこととし、調査終了後に概要報告書を松

山市教育委員会へ提出することとした。［吉田］

（２）調査の体制

文京遺跡23次調査に関わる2001年度の埋蔵文化財調

査委員会および調査体制は、以下の通りである。

[埋蔵文化財調査委員会］

委員長小松正幸（副学長）

委員藤川研策（法文学部長）

委員下僚信行（法文学部教授）

委員松原弘宣（法文学部教授）

委員金藤泰伸（教育学部長）

委員川岡勉（教育学部教授）

委員真 鍋敬（理学部長）

１３９

委員小西正光（医学部長）

委員清水顕（工学部長）

委員白石雅也（農学部長）

委員塩谷幾雄（事務局長）

委員大和田和平（総務部長）

委員高橋伸一（経理部長）

委員土居昌弘（施設部長）

[埋蔵文化財調杏室］

室長下峰信行

調査員田''1奇博之（法文学部教授）

吉田広（法文学部講師）

三吉秀充（法文学部助手）

専門員松原弘宣

村上恭通（法文学部助教授）

川岡勉

整理補助宮lII奇直栄（施設部事務補佐員）

以上の体制のもと、施設部第二工営係監督により、

実際の調査は吉田・三吉が担当した。また、発掘調査

に関わる事務は、秦稔（施設部企画課長)、稲見俊光

(施設部企画課総務係長)、横本順子（施設部事務補佐

員）があたった。［吉田］

（３）調査の経過

調査対象は、電柱および電柱支線埋設に伴う、各１

㎡前後の１２箇所である。６月26日に松山市教育委員会

立会の下、文京遺跡23次調査として着手した。東側か

ら順次重機により、城北団地の基本層序であるＩ．Ⅱ

層を除去し､Ⅲ層あるいは遺構埋土等を検出した以後、

人力による調査・掘削に切り替えた。この遺跡存在の

確認は松山市教育委員会とともに行い、以後の調査を

埋蔵文化財調査室が行った。

１２箇所の表土掘削をほぼ２日で終え、東から順次調

査を行い、調査・記録の終了したトレンチから、工事

用に明け渡しを行っていた。最終的に12箇所のトレン

チ調査を終えたのは、７月９日である。［吉田］



（４）整理作業の体制

文京遺跡23次調査の整理作業に関する、2002～2004

年度の埋蔵文化財調査委員会・調査室の体制は、以下

の通りである。

[埋蔵文化財調査委員会］

委員長小松正幸（副学長・～2003228）

小林展章（副学長・20033.16～2004.331）

（理事・2004.4.1～）

委員藤川研策（法文学部長・～2003.3.31）

今泉元司（法文学部長・2003.4.1～）

委員下僚信行（法文学部教授）

委員松原弘宣（法文学部教授）

委員金藤泰伸（教育学部長．～2004.3.31）

渡遥弘純（教育学部長．20044.1～）

委員川岡勉（教育学部教授）

委員柳津康信（理学部長）

委員小西正光（医学部長）

委員鈴木幸一（工学部長）

委員白石雅也（農学部長）

委員塩谷幾雄（事務局長．～20033.31）

田村幸男（事務局長．2003.4.1～2004.1231）

門山勇（事務局長・2005.1.1～）

委員大和田和平（総務部長・～2004.1.31）

山田勝治（総務部長・2004.21～2004.3.31）

（経営企画部長・2004.4.1～）

委員高橋伸一（経理部長・～2003.3.31）

白石薫二（経理部長・2003.41～2004.11.15）

（財務部長・200411.16～）

委員土居昌弘（施設部長・～2004.3.31）

山地久司（施設部長・2004.4.1～200411.15）

（施設基盤部長・2004.ｌＬ１６～）

[埋蔵文化財調査室］

室長下僚信行

調査員田崎博之（法文学部教授）

吉田広（法文学部講師・～2002930）

（法文学部助教授・200210.1～）

三吉秀充（法文学部助手）

専門員松原弘宣

村上恭通（法文学部助教授）

川 岡 勉

整理補助宮崎直栄（施設部教務補佐員）

以上の体制のもと、整理作業は吉田・三吉の指示に

より、接合・復元等の作業を、施設部技能補佐員の井

出野文江・生際千代（～20029.30)・門田都・松本美

和子．丸岡美智子・村上洋子（～2002.11.15)が行い、

実測・製図等の作業を、施設部技術補佐員の山田誠司

(2003年度・現四国中央市教育委員会）が行った。

整理作業に関わる事務は、秦稔（施設部企画課長・

～2003.3.31)･堤達行(施設部企画課長・2003.41～)、

稲見俊光（施設部企画課総務係長・～2003.3.31）・冨

岡文夫（施設部企画課総務係長・2003.4.1～)、横本

順子（施設部事務補佐員．～2004.3.30)・渡這かおる

(施設部事務補佐員．2004.41～）があたった。

［吉田］

（５）整理作業の経過

調査後の図面整理等は速やかに終え、１０月１６日付け

で、発掘調査の概要報告を松山市教育委員会に提出し

た。出土遺物の整理作業は、2002年度に洗浄・注記・

接合・復元を行い､2003年度には実測等の作業も終え、

2003年度末刊行の「埋蔵文化財調査室年報-2001.

2002年度一」では、出土遺物の詳細に触れないまま、

概要の報告を行った。その後、2004年度に、遺物写真

の撮影、報告書の執筆・編集を行った。［吉田］

２整理の方法

（１）遺構°遺物の登録

調査は東側から重機掘削を開始し、掘削順に東から

１トレンチとし、１２トレンチに及ぶ｡検出した遺構は、

調査の進行により、およそ東から番号を与え、ｌ～１７

に及ぶ。この遺構番号に、その種別を表すＳＫ：土壌、

ＳＲ：流路、ＳＰ：柱穴・小穴、ＳＸ：土器溜・その他と

１４０

する略号を冠した。

出土遺物については、調査時に原位置を記録したも

のについて、１～３までのＲを冠した取上遺物番号を

与えている。出土位置を記録していない遺物は、トレ

ンチと土層単位、あるいは遺構単位での取り上げで、

この単位である袋に対して、整理段階でｒを冠した、



１０から61の２桁の取上遺物番号を与えている。

その上で接合・復元等の整理を行い、報告書に記載

すべき実測可能な個体を選別する時点で、ｌ個体（実

測図単位）に対して、Ｆを冠した１０１から204にいたる

3桁の実測遺物番号を与えた。［吉田］

（２）遺物・記録類の保管

出土したすべての遺物については、文京遺跡23次調

査を表すBNK-23と、トレンチ名、出土遺構、取上遺

物番号（Ｒあるいはｒを冠した２桁までの番号）を注

記して、遺物台帳に登録し、トレンチ・遺構等の単位

毎に、コンテナに収納している。その中から、報告書

に掲載すべき遺物を抽出し、先記した３桁の実測遺物

番号を、別色で追加注記している。本報告の挿図番号

との対応は、この実測遺物番号に拠っている。これら

の遺物は１分の１の実測図を作図し、必要に応じて写

真記録をとっている。また、報告書掲載遺物は、本報

告挿図単位でコンテナに収納し、コンテナに番号を付

して、遺物台帳に記録している。

発掘調査時の記録類には、トレンチ配置や遺構・土

Ⅲ文京遺跡23次調査

層の観察所見記録・実測図・写真がある。まず、トレ

ンチ配置は、１００分の１あるいは50分の１で平板測量

により記録している。その上で、各トレンチ毎の詳細

な遺構配置や土層を20分の１で作成している。これら

の図面類については、１～21の通し番号を付し、遺構

図台帳に登録している。

調査の際には、３５mmモノクロ・カラースライド、

６×７モノクロ・カラースライドによる写真記録をと

っている。こうした写真類については、カットごとに

検索用のカードを作成し、写真登録番号を付して、台

帳に記録している。カットは、00103-001～036に及

ぶ。また各フイルムについてもそれぞれ番号を与え、

35ｍモノクロに３桁十２桁（001-01～)、３５mmカラー

スライドには３桁（001～)、６×７モノクロ・カラー

スライドには４桁(0001～）の通しの登録番号を付し、

検索用カードと写真台帳に併記している。

以上の方法で記録類と遺物を整理・保管している

が、本書に掲載した遺物については、本文中の遺物観

察表に実測遺物番号の項を設けて表記し、報告書から

遺物の検索ができるようにしている。［吉田］

３調査の概要

調査地点松山市文京町３番

愛媛大学城北団地（図３）

調査番号00103

調査面積

調査期間

調杏相当

7.25㎡

2001年６月26日～７月９日

吉田広・三吉秀充

表１０文京遺跡23次調査出土遺構一覧

番･号

３

４

９

二２

ト レン手

面積〈㎡〉

0５

０．２

0７

0.6

(>６

弔画

壬■一

0.4

０．７５

０－４

０－６

0.4

捗満;･Ｘ

３Ｘ３

ＢＹ３

ＣＦ３

ＣＯ３

ＣＶ・ＣＷ３

ｴ>Ｅ３‐４

:〕Ｍ３．４

ＤＵ４

X〕Ｚ・ＺＡ４

IｚＥ４

ＥＦｙ１

ＥＦ５

種別 器弓

ＳＲ

SＸ

SＸ

ＳＰ

SＫ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

SＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＲ

SＸ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＦ

遺 描

切り合い関係 時期
備考

皿併臆流水排の:ユ次堆積76

Ⅲ層陣流水性の:茜 k堆祇力

古墳後期

弥生後期 流路内堆機か

弥生後期 流路内堆積か

弥牛

画･填後期

Ⅲ層を切る 古墳後期

弥生

SP-工を助る i[生後期

SI夢･･１２を切農 生後期

艶･･1二を切る ；壇後期

SP･･８.二０に切られる i;生中期

S1...9添切患れる 堂 農期

;牛 良期 底而米掘

SF･･１７を切為 i唾.中期 上器暁成失敗:幕出土

SＸ･･１６に切られる 価生中期

弥生

弥生

掻乱層のみ

1４１



アスファルト

調査地点は、愛媛大学城北団地南側囲障に沿って設

置される電柱９本分と、その東西両端の電柱支線埋設

部３箇所の、都合12箇所に及ぶ。東側から着手し、順

に１～１２トレンチとした。［吉田］
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図１２１１～３トレンチ付置図。実測図（縮尺１/400,1/40）
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（１）１トレンチ（図121.122、図版３７－１）

城北構内南東隅に接するように設置される電柱支線

埋設に伴うトレンチで、電柱本体部分が２トレンチに

あたる。トレンチは東西長約1.4ｍ・南北幅約１ｍ。

北壁に沿った幅約20cmを除き、大半は撹乱を受けてい

た。

北壁際では、標高29.05～29.25ｍの間に城北団地基

本層序Ⅲ層が存在する。このⅢ層は、にぶい黄褐色砂

質土で、１ｍ前後の砂粒を含み、下部に鉄・マンガン

分の沈着が認められる。弥生土器片が１点出土してい

る。Ⅲ層の下は、拳大の円牒を多く含んだ灰黄色砂質

土層が見られる。調査段階では城北団地基本層序Ｖ層

と理解したが、一帯のⅢ層自体が砂喋を多く含んだ流

水性の二次堆積層とみられ、灰黄色砂質土も同様にⅣ

層上に堆積する土層と考えられる。

出土土器は、Ⅲ層から弥生土器１点が出土したのみ

で、他にⅢ層出土の結晶片岩片が１点（１）ある。

［三吉・山田］

（２）２トレンチ（図121.122、図版３７－２．４０－１）

東端電柱設置に伴うトレンチで、１トレンチの西約

３ｍに位置する。東西長約1.5ｍ・南北幅約0.8ｍを測

る。トレンチ西側は大型の瓦喋が存在するため、調査

は東側部分のみとなった。地表下60～90cmまでバラス

層および瓦牒層が続く。東側の一部で、にぶい黄色砂

質土を主体とする城北団地基本層序のⅡ層を確認した。

その下、標高29.25ｍからⅢ層があらわれ、約60ｃｍ

堆積する。ただし、北壁清掃時に辛うじて確認できた

ことから、調査区南側の大半は撹乱である。Ⅲ層は２

分でき、Ⅲ－１層は、にぶい黄褐色砂質土で、lIl'､前

後の白色砂粒を多量に含み、親指先大の円喋も認めら

れる。一部鉄・マンガン分の沈着により、明黄褐色を

呈する。Ⅲ－２層は、Ⅲ－１層とほぼ同様な色調なが

ら砂質が強く、親指先大の円喋を少量含むのみで、砂

喋はほとんど含まない。流路内堆積の可能性が考えら

れる。Ⅲ－２層下には、灰白色砂質土が続くが、やは

り流路内堆積層の可能性が考えられる。

出土遺物は、撹乱層から弥生土器２点と瓦、Ⅲ層か

ら弥生土器片数点が出土したのみ。２はⅢ層出土の弥

生土器の壷。外面に２条の突帯を貼り付け、刻みを施

す。前期後葉。３は撹乱層出土の丸瓦。凸面ミガキ・

銀白色の煙しで､凹面はコビキ痕と布目を明瞭に残す。

近 世瓦である 。 ［ 三 吉 ・ 山 田 ］
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（３）３トレンチ（図１２１．１２２、図版３７－３．４０－２）

東から２本目の電柱に伴うトレンチで、工学部材料

工学研究室の土砂置き場のコンクリート土間を切って

設定した。北側に支線を同時に埋設するため、南北約

１９ｍ・東西約0.9ｍの長方形を呈する。北側約１ｍは、

地下タンクに伴うとみられる撹乱を被っている。

対して南側約50cmは、コンクリート土間下の砕石層

下、標高29.55ｍで撹乱を被らない土層があらわれる。

褐灰色砂質土で、にぶい黄褐色砂質土をラミナ状に含

み、５mm大までの砂喋を多く含む。砂喋の多い土層と

にぶい黄褐色砂質土の多い土層がラミナ状に互層をな

す。わずかに拳大の石を含み、土器片を多く含む。下

には黒色粘質土が続き、lmm大までの砂粒を多く混じ

え、拳大の石も多く含む。また粘性が強く、遺物は少

ない。一連の流路内堆積ＳＲ－１とし、砂質土を上層、

粘質土を下層とした。ＳＲ－１底面はやや凹凸があり、

以下に、にぶい黄褐色粘質土を混じえ、しまりの強い、

拳大からやや大きめの塊石層が続く。城北団地基本層

序のＶ層にあたる。

３トレンチではＳＲ－ｌから細片ながら、数10点程度

の土器が出土した。ほとんどが弥生土器ないしは土師

器の細片であるが、ＳＲ－ｌ下層に内面に青海波文をも

つ須恵器斐胴部片が見られ、ＳＲ－ｌの埋没は古墳時代

以降に降る。図化できた遺物は２点。いずれもＳＲ－１

上層出土の弥生土器。４はやや凸気味の小さな底部で、

後期の壷と見られる。５は５条の凹線文を施す高坪口

縁部。中期後葉。［吉田・山田］

扇書;,薯1（

、

、=言〃i； 添雨

【0】

５ｃｍ

』‘
１０cｍ

図１２２１～３トレンチ出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）
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図１２４４トレンチ出土遺物実測図（縮尺１／４）
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（４）４トレンチ（図123.124、図版３７－４．４０－３）

東から３本目の電柱に伴うトレンチで工学部講義棟

南に位置する。南北長約25ｍ・東西幅約0.9ｍを測る。

現地表下約60cmまでＩ層が続く。

Ⅱ層は認められず、Ｉ層直下の標高28.90ｍ付近で、

遺物包含層であるⅢ層となり、Ⅲ層を掘り下げる過程

で、ＳＸ－３とＳＸ－４を確認した。当初竪穴式住居を想

定していたが、遺構埋土上層は黒褐色系砂質土を主体

とし、下層については砂質が強く灰色系の砂質土を主

体とし、少量ながら土器を包含する。竪穴式住居など

講式

ロ

アルト

〔５トレンチ〕 〔４トレンチ〕

１ｍ

図１２３４．５トレンチ付置図。実測図（縮尺１/400,1/40）
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の埋土とするには不自然さが残り、流路の可能性を高

く考えておきたい。なお、Ⅲ層およびＳＸ－３・４から

弥生土器片が、散発的な出土状況ではあるが、多数出

土している。

ＳＸ－３埋土は２分できる。①層は、にぶい黄褐色砂

質シルトを主体としながら、明黄褐色砂質土の不定形

ブロックと、１mm前後の白色砂粒を含む。②層は灰黄

褐色砂質土で、にぶい黄褐色砂質シルトのブロックを

少量含み、２～３mmの砂喋を多く含む。

ＳＸ－４埋土は４層に分けることができる。①層は、

にぶい黄褐色砂質シルトで、明黄褐色砂質土の不定形

ブロックを少量含み､砂牒はあまり含まない｡②層は、

①層と同様の土質ながら、明黄褐色砂質土のブロック

の割合が高く、さらに１ｍ前後の砂粒を多く含む。③

層は、にぶい黄褐色砂質土で、にぶい黄燈色砂質土の

不定形ブロックを含む。④層は、にぶい黄撞色砂質土

中ににぶい黄褐色砂質シルトのブロックを斑状に含

む。

Ⅲ層および遺構直下はⅣ層となるが、検出地点でそ

の特徴が大きく異なる。Ⅳ－１層は明黄褐色砂質士。

Ⅳ－２層は灰白色砂喋土からなり、きめが粗い。Ⅳ－

３層は、灰白色砂質土。ただし、Ⅳ－１層とⅣ－３層

との層界はＳＸ－４のたちあがりに続くことも考えら

れ、Ⅳ－３層がＳＸ－４埋土の可能性も否定できない。

さらには、この地点のⅣ層自体が、流路内の再堆積層

である可能性もある。

４トレンチでは、５０点程度の細片がⅢ層から出土し

ているが、ＳＸ－３・４からの出土は少なく、また細片

がほとんどである。その中から２点が図化できた。１

はＳＸ－３出土の尭口縁部。「<」の字状に頚部は強く

屈曲し、口縁はやや長い。内外面とも横ナデ調整。後

期か。２はⅢ層出土の莞底部。外面に縦方向のミガキ

が残る。中期中葉から後葉。図化できなかったが、Ⅲ

層出土遺物中に後期の複合口縁壷や蕊の破片が認めら

れ、ｌとともに、ＳＸ－３・４の時期を弥生後期に求め

られる可能性が高い。［三吉・山田］

（５）５トレンチ（図123、図版３７－５）

工学部機械実習工場南側に位置する電柱埋設用のト

レンチである。重機掘削の都合上、南東一北西方向に

斜交し、長さ約1.4ｍ・幅約0.8ｍを測る。北側は、ガ

ス管埋設に伴う撹乱が標高28.40ｍまで及ぶ。ガス管

をそのままに、トレンチ内の南半についてのみ掘り下
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げを行った。

結果、標高2880ｍまで表土層が続き、以下Ⅱ層が

約50cmの厚さで堆積する。この下に厚さ１０cm弱のⅢ層

が薄く存在し、2828ｍ以下はⅣ層となる。この地点

のⅢ層は暗褐色砂質土で、lcm大までの明黄褐色土粒

や黒褐色砂質土粒を斑状に混在させ、１ｍ前後の砂粒

をやや含む。安定した包含層とは言えず、漸移層ある

いは遺構内埋土かと推測される。トレンチ底南隅のⅣ

層上面では、柱穴ＳＰ－２の一端を確認している。深さ

10cm弱で、埋土は暗褐色砂質土。Ⅲ層に比べて砂粒の

混じりが少なく、やや粘性に富む。遺物は、弥生土器

細片が１点出土したのみ。また、これ以外に５トレン

チ出土遺物はない。［三吉］

（６）６１､レンチ（図１２５．１２６、図版３７－６．４０－４～６）

工学部機械実習工場南西に設置したトレンチであ

る。南北長約1.9ｍ・東西幅約0.9ｍ・トレンチ内南側

には東西方向に延びる井水管に伴う掘削が現地表下約

110cmまで続く。調査は撹乱の及んでいない北側部分

について行うこととした。

北側では、標高28.20ｍ以下をⅢ層として掘り下げ

たが、後の土層精査により、遺構埋土である可能性が

高く、ＳＫ－６とした。埋土は３分できる。①層は暗褐

色砂質土で、１ｍ前後の白色砂粒を含み、しまりもあ

る。②層は暗褐色砂質土で､土質は①層と同様ながら、

１ｍ前後の砂粒をごく少量しか含まない。③層は暗褐

色砂質土で、親指～小指先大の円喋を含み、１mm前後

の砂粒は含むが、①層より圧倒的に少なく、しまりも

ない。

出土遺物には、比較的多くの弥生土器があり、後期

や前期末の土器も見られる。また、一部撹乱も含んだ

取り上げとなったため、古墳時代の須恵器もあり、当

初から撹乱として取り上げた遺物中には、古墳時代の

須恵器、練兵場時代の青銅製薬茨等がある。

ｌ～５はＳＫ－６に帰属する。ｌ～３は弥生土器。ｌ

は壷胴部で、頚胴部文様帯最下段の刺突文１列と、胴

部最大径付近文様帯の刺突文１列と２条のへラ描沈線

が確認できる。前期後葉。２は壷底部で、底径が小さ

い。３は尭口縁部。端部を横ナデにより下方につまみ

出す。外面調整は口縁端部から頚部に横ナデ、胴部は

縦方向のハケ目を、内面調整は頚部にハケ目、胴部に

指頭圧痕が残っている。時期は後期中葉。４は須恵器

尭胴部。５は最大厚４ｍの粘板岩剥片。
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図１２５６．７トレンチ位置図。実測図（縮尺１/400,1/40）
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６～10は撹乱層出土。６～８は弥生土器。６は壷頚

部。断面三角形の突帯を貼り付け、外面は横ナデ等で

丁寧に仕上げられている。前期後葉。７は喪の口縁部。

端部を刻み､頚部直下に断面三角形の突帯を貼り付け、

押圧を施す。凹部には布目痕が明瞭に残る。中期中葉。

８は鉢の口縁部か、頚部の屈曲は弱い。後期前葉。９

は須恵器壷胴部。外面にはへう記号が刻まれている。

１０は青銅製薬衣。内容物が残存か。［三吉・山田］

３
，､

え、粘性がややある。対してⅡ－２層はオリーブ褐色

砂質土で、ｌ～３mm大の砂喋をやや多く混じえ、鉄分

の沈着が認められ、しまりがある。上層耕作土の床土

部分にあたる。

標高27.95ｍ前後からは遺物包含層があらわれ、Ⅲ

層上面でＳＲ－５を、Ⅲ層掘削後のⅣ層上面で、ＳＰ－７

～12の遺構を検出した。Ⅲ層は断面精査により、およ

そ３層に分けることができる。Ⅲ－１層は暗褐色砂質

土で、１～３mm大の、ときには５mm前後の砂喋を多く

混じえ、炭化物粒も含み、しまりがある。古墳時代の

包含層ないしは遺構埋土とみられる。この土層に類す

る遺構埋土をもつのがSP-lOである。対してⅢ－２層

は、同じ暗褐色砂質土ながら、砂粒をほとんど含まな

い均質な砂質土で、わずかにⅣ層の微細ブロックを含

み、粘性がむしろある。弥生時代の包含層ないしは遺

構埋土とみられ、SP-lO以外の柱穴埋土がこれに類似

する。Ⅲ－３層はにぶい黄褐色の、砂粒をほとんど含

まない均質な砂質土で、Ⅳ層の１～２cm大ブロックを

多く斑状に含む。Ⅲ-Ⅳ層の漸移層とみられる。

ＳＰ－７は、径約30cmで深さ７cm弱の柱穴。埋土は暗

褐色の均質な砂質土で、１cm大のⅣ層ブロックを少量

含む。出土遺物はない。

ＳＰ－８は、径約30cmの２段掘の柱穴で、深さ50cmを

１４７

a金些竺甲一・ぺ

図１２６６トレンチ出土遺物実測図（縮尺１／４，１／２）

２０cｍ

窪室豊’（脳ｌｄノ；
’１６

【0１

（７）７トレンチ（図１２５．１２７、

図版３８－１～４．４０－７～９）

工学部２号館の南、共同実‘験室の南西隅南に位置す

るトレンチである。やや不整形ながら南北約２ｍ・東

西約１２ｍを測る。アスファルト下は、それに伴う砕

石層に続いて、整然と並べられたように埋め戻された

コンクリートブロックが２段３段と重なる。おそらく

かつての城北団地南側囲障であったコンクリートブロ

ック塀を解体埋め戻したものと推定される。このコン

クリートブロック埋設に先行して、井水管が標高約

28.10ｍの位置に埋設されており、調査はこの管を活

かしたまま行った。コンクリートブロック下はⅡ層で

あり、このⅡ層は２分できる。耕作土にあたるⅡ－１

層とした暗灰黄色砂質土は、１～３mm大の砂篠を混じ

◎､。
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SP-10は、調査区東壁際で半分のみ検出できた柱穴

で、径20cm弱・深さ約35cmを測る。Ⅲ－１層下面から

の掘り込みが確認でき、検出遺構の中では層序的に最

も新しい。出土遺物からは１点を図化できた。３は、

弥生土器高坪あるいは台付鉢の脚部。外面丁寧なミガ

キで、円孔の一端が残る。後期後葉。

SP-11は、ＳＰ－８に切られた柱穴で、径約50cm，深

さ約60cm、底はⅣ層下のＶ層上面に達する。埋土は２

分でき、上層は暗褐色の均質な砂質土で、やや粘性の

高いⅢ層ブロックを多く含み、２cm大のⅣ層ブロック

を少量混じえる。下層は褐色砂質士で、大半を占める

1 ,

〃

超える。埋土は暗褐色の均質な砂質土で、ほとんど砂

粒を含まない。微細な炭化物粒をわずかに含み、粘性

がややある。２段掘りの下段から、磨石（２．Ｒ２）

が出土している他は、弥生土器が２点出土している。

１は弥生土器蓋頚部。若干残存する胴部からの屈曲は

強く、口縁部が大きく開く。後期後葉。２はいびつな

三角形の磨石で、３面を用いている。花商岩製。

ＳＰ－９は、暗褐色の均質な砂質土を埋土とし、わず

かにⅣ層の微細ブロックをラミナ状に含み、部分的に

１ｍ前後の砂粒を混じえる。弥生土器ないしは土師器

の細片１点が出土している。
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図１２７７トレンチ出土遺物実測図（縮尺１／４）
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